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例  言

1 本書は、三日市A遺跡の埋蔵文化財発掘調査報告書である。

2 遺跡の所在地は、石川県野々市市二日市町地内である。

3 調査原因は、野々市市北西部土地区画整理事業にともなうものである。

4 調査は、野々市市北西部土地区画整理組合からの依頼を受けて野々市市教育委員会が実施した。

5 現地調査の年度 。期間・面積・担当者は以下のとお りである。

平成12年度 第 1次

期 間   平成12年 9月 27日 ～平成13年 3月 28日

面 積   1,400∬

担当者   徳野裕子 野々市町教育委員会文化課職員 (現 野々市市教育委員会文化振興課職員)

平成14年度 第 6次

期 間   平成14年 10月 8日 ～平成15年 3月 28日

面 積   2,680だ

担当者   徳野裕子

平成15年度 第12次

期 間   平成15年 10月 10日 ～平成16年 1月 20日

面 積   900∬
担当者   徳野裕子

平成17年度 第20次

期 間   平成17年 12月 5日 ～平成18年 2月 27日

面 積   900だ
担当者   徳野裕子

平成18年度 第26次

期 間   平成18年 6月 19日 ～平成18年 9月 15日

面 積   2,130∬

担当者   徳野裕子

6 出土品整理は平成15年度～平成24年 度に野々市市教育委員会が実施 した。

7 報告書の刊行は平成24年 度に野々市市教育委員会文化振興課が実施した。担当は徳野裕子、執筆・

編集は田村昌宏 (市教育委員会文化振興課職貝)、 遺物写真撮影・レイアウトは菊地由里子 (野 々市市

教育委員会臨時職員)が行った。

8 本書についての凡例は以下のとおりである。

(1)方位は座標北を指し、座標は国土交通省告示の平面直角座標第Ⅶ系に準拠している。

(2)水平基準は海抜高であり、T.P.(東 京湾平均海面標高)に よる。

(3)出土遺物番号は、本文 。観察表 。挿図・写真に対応する。

(4)挿図の縮尺は図に示すとおりである。また、写真図版における遺物の縮尺は統一していない。

(5)土層図の注記は、農林水産省農林水産技術会事務局・財団法人 日本色彩研究所監4笏 『新版

標準土色帖』に拠った。

(6)遺構名称の略号は以下のとおりである。

柵列 :SA 掘立柱建物 i SB 墳墓 :SH 竪穴建物 :SI 土坑 :SK ttiSD 河ヽ穴 IP

性格不明遺構 :SX

9 調査に関する記録と出土遺物は、野々市市教育委員会が一括 して保管・管理している。
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第 1章 調査の経緯

第 1節 調査の経緯

本書収録の三日市A遺跡が所在する野々市市北西部地域は、整然とした水田が広がる農業振興地域で

あった。しかし、近年における周辺地域の都市化に伴い、本地域も住生活環境の変化が必要となり宅地

化の促進が図られることになった。そこで、平成11年 に野々市町北西部土地区画整理事業が施行される

ことが決定した。

北西部土地区画整理施行区域65.4ha内 には、埋蔵文化財の存在する可能性があり、詳細な確認調査を行

う必要が生じた。そこで、平成11年 8月 25日 付で野々市町産業建設部長から野々市町教育委員会教育長

宛に土地区画整理事業区域内の埋蔵文化財の分布調査についての依頼が出され、同年 8月 31日 付けで同

区域での分布調査を行う旨の回答をした。これに基づき、北西部土地区画整理施行区域内に試掘坑352箇

所を設定し、宅地化など掘削作業できない箇所を除いた337箇所を、同年 9月 27日 ～10月 19日 にかけて試

掘調査を実施した。その結果、以前より存在が確認されていた二日市イシバチ遺跡の南側の範囲が確定し

たほか、新たに、三日市ヒガシタンボ遺跡、三日市A遺跡、郷クボタ遺跡、徳用クヤダ遺跡を発見した。

この結果から、野々市町北西部土地区画整理組合、野々市町都市計画課、野々市町教育委員会と協議を

重ね、埋蔵文化財包蔵地のうち、道路等恒久化する工事箇所と、民有地内で十分な遺跡の保護層が確保

できない箇所については、発掘調査を行うことで合意した。平成12年 4月 13日 付けで、野々市町と野々

市町北西部土地区画整理組合との間で野々市町北西部土地区画整理事業地区内埋蔵文化財に関する協定

書が交わされた。

二日市イシバチ遺跡、三日市ヒガシタンボ遺跡、三日市A遺跡、郷クボタ遺跡、徳用クヤダ遺跡に関

する文化財保護法第57条 の 3に基づ く届出は、北西部土地区画整理組合から文化庁長官宛に提出された

ものを、平成12年 3月 29日 付けで野々市町教育委員会教育長から石川県教育委員会教育長宛に進達した。

これを受けて、同年 3月 30日 付けで石川県教育委員会教育長から野々市町教育委員会教育長宛に埋蔵文

化財発掘調査の届出に関する通知がなされた。

以上の手続きを終えて、平成12年度より上記 5遺跡の発掘調査が開始された。

第1図 北西部土地区画整理事業地区遺跡地図
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第 2章 遺跡の位置と県境

第 1節 地理的環境

野々市市は石川県のほぼ中央、石川平野の要地に位置する。市の大きさは南北約6.7km、 東西4.5kmで 、県

内で最も面積の小さい自治体である。市域は霊峰白山を源とする県下第一級河川手取川によって形成さ

れた手取川扇状地の北東部にあたり、扇央部と扇端部の狭間に位置する。本市で最も高い標高地は50m、

最も低い地点は10mで、なだらかな緩斜面となる地勢をみせている。

現在の野々市市は平坦な地形が広がっているが、従前は手取川から派生する多くの小河川によって形

成された微高地と微低地が混在する地形であった。野々市で人々の生活が認められるのは縄文時代後期

前半からで、集落の拠点は標高の高い微高地であった。この時代は扇状地の大部分が未開の原野で、ス

スキや低木が生い茂る荒地であったようである。これが稲作の伝わる弥生時代から石川平野の中で水田

耕作が営まれるようになり、土地の開墾が始まっていった。古代以降、農耕具の発達などにより凸凹の多

い土地は次々と開発されていき、未開発地は耕作地として生まれ変わっていった。明治時代以降は、田

区改正による耕地整理が各地で急速に広がり、市内全域は起伏のない平坦な地形へと移り変わり、水田

区画は碁盤日のように整然となった。このような、大きく広がっ

た田園風景は昭和30年代ころまで見られた。

しかし、昭和40年代の高度経済成長期以降は、県庁所在地金沢

市の隣接地という地理的条件から、住宅地や商業施設の建設など

が著しくなり、急速に水田風景は失われていった。特に、北部の

御経塚地区や南部の三納・栗田 。新庄地区は区画整理事業が進み、

住宅地として生まれ変わっていった。今回、発掘調査箇所となる

市域北西部地区も区画整理事業の一貫として行われており、周辺

地は大きな変貌を遂げてきている。また、市内の東部には金沢工

業大学、南部には石川県立大学といった教育機関が置かれ、若者

が多 く集う学園都市としての性格も持ち合わせている。

今回の発掘調査地である三日市A遺跡は、標高約15mで、手取

川から派生する小河川によって形成された微高地上に立地する。

ただし、市域上流部と比較して、大きな川原石の堆積は少なく、微

低地との高低差も大差ないことから、当時の生活拠点の場として

は、非常に適した地であったと思われる。

第 2節 歴史的環境

三日市A遺跡周辺の遺跡を中心として、時代別に概観する。

縄文時代

本遺跡より北東方約 l km離 れたところには国指定史跡となっている6御経塚遺跡が所在する。御経塚

遺跡は、縄文時代後期中葉～弥生時代初頭にかけて営まれた地域における拠点集落である。当遺跡で発

見された御経塚式上器は縄文時代晩期前半の基準資料となる。御経塚遺跡の近隣には、縄文時代後期後

半～晩期後半の 1チカモリ遺跡や縄文時代後期後半～晩期後半の 2中屋サワ遺跡といった集落遺跡が点

在し、御経塚遺跡の拠点集落を中心に展開した出村的な集落であったようである。これらの遺跡は標高

第2図 野々市市位置図
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6～10mに立地し、扇状地を伏流する地下水の湧水域であった。また、当時の生活に必要な落葉広葉樹

と照葉樹が混在する豊かな林野が大きく広がっていた場所でもあったことから、この地帯は当時の人々

にとって生活環境に最適な場であったようである。

本遺跡より南東約 2 kmの ところには、縄文時代晩期の17長竹遺跡がある。長竹遺跡は縄文晩期後半の

基準資料となる土器が出上した遺跡で、水田稲作農耕が西日本に波及した極めて重要な時期である。な

お、本遺跡及び御経塚遺跡からは、当該時期の稲籾の圧痕のついた土器が出土している。

弥生時代

手取川扇状地一帯における弥生時代の遺跡分布を見ると、前期～中期にかけては極めて少なく、後期

に数多 く存在する。御経塚遺跡 (ツ カダ地区)、 15乾遺跡からは、柴山出村式と呼ばれる弥生時代前期の

土器が確認されているが、この時期は弥生文化の波及が十分ではなく、まだ縄文文化の影響が強く残っ

ていたようである。

弥生時代後期になると、鉄器の普及などを要因とする生産力の向上から人口が増え、それに伴い手取

川扇状地一帯にも集落が展開するようになる。本遺跡をはじめ、周辺にある5御経塚シンデン遺跡、御

経塚遺跡、 7長池ニシタンボ遺跡、 9二 日市イシバチ遺跡、10郷 クボタ遺跡、13三 日市ヒガシタンボ遺

跡、14徳丸ジョウジヤダ遺跡などからは、竪穴建物や掘立柱建物などで構成される集落跡が見つかって

いる。これは、農耕社会が急速に広がったことから、安定した農耕地の確保が必要となったため、広範

にわたってムラが形成していったと考えられる。

古墳時代

古墳時代前半については、本遺跡に隣接する二日市イシバチ遺跡で、弥生時代後期からの流れを汲む

集落跡を確認することができるが、扇状地上での集落数は激減し、一旦収束傾向となる。ただし、本遺

跡より北方 l kmに ある御経塚シンデン遺跡・御経塚シンデン古墳群では、弥生集落廃絶後に15基の前方

後方墳、方墳からなる大古墳群を造立している。また、二日市イシバチ遺跡でも一辺約18mの規模を中

心とした大小の方墳 7基を確認しており、各地域を治める首長層の存在を伺い知ることができる。

古墳時代後半になると、本遺跡から南方約 4 kmの 市上流域の扇状地扇央部で末松古墳や上林古墳など

後期古墳が築かれるようになる。これは河川上流域における開発が広がり始めていったことを意味する。

古代

7世紀後半には、手取川扇状地扇央部に、県内最古の古代寺院である末松廃寺が建立される。末松廃

寺は、東に塔、西に金堂が置かれた法起寺式の伽藍配置をもち、この寺院建立以降、市内南部地域を含

む手取川扇状地扇央部一帯で耕作地開発が急速に進み、特に8世紀後半以降は18三納アラミヤ遺跡をは

じめとする周辺各地に集落が増大していく。扇状地扇端部には、初期荘園の遺跡である3横江荘々家跡、

4上荒屋遺跡が所在する。また、本遺跡の南方部には、 9世紀頃に成立した古代の官道である北陸道の

跡が見つかり、上記荘園遺跡との関係が指摘されている。

中世

11世紀後半～12世紀頃から、在地領主層の武士団の形成がはかられるようになった。地元武士団であ

る林氏や富樫氏は、手取川扇状地での新開発や再開発に大きな影響を与えた。ただし、市内において現

在のところ中世前半にかけての遺跡はあまり多 く確認されていない。中世の遺跡が多 く認められるよう

になるのは、富樫氏が加賀国の守護職に任 じられ、野市に守護所を置 く14世紀頃からである。本遺跡を

はじめ、近隣の二日市イシバチ遺跡や郷クボタ遺跡、中屋サワ遺跡では、溝で囲まれた中に建物などが

-3-
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配置される散居村のような景観が広がる集落が認められる。また、本遺跡南方1.5kmにある16堀内館跡で

は、幅1.5m、 深さlmほ どの大きな堀で囲まれた屋敷地の跡も確認されている。15世紀以降になると、集

落跡である本遺跡、 8長池キタノハシ遺跡、11徳用クヤダ遺跡では、掘立柱建物、竪穴状遺構などの主

要遺構が密集した村落形態を示 し、14世紀頃までみられた散村から集村へ と大きく変わる様相となる。

近世

現在見ることのできる集落は、近世に成立したと考えられる。御経塚集落内 (御経塚遺跡デ ト地区)

や郷町集落 (徳用クヤダ遺跡)隣接地での発掘調査でも、近世の遺構 。遺物を発見している。また、乾

遺跡や、本遺跡からは、当該時期の墓地跡を確認している。

第1表 周辺の遺跡一覧表

番号 遺 跡 名 種 別 時 代

1 チカモリ遺跡 集落跡 縄文

2 中屋サワ遺跡 集落跡 縄文～中世

3 横江荘々家跡 荘 園 古代

4 上荒屋遺跡 集落跡 荘園跡 縄文～中世

5
御経塚シンデン遺跡

御経塚シンデン古墳群
集落跡 古墳 弥生～中世

6 御経塚遺跡 集落跡 縄文～中世

7 長池ニシタンボ遺跡 集落跡 弥 生

8 長池キタノハシ遺跡 集落跡 中世

9 二日市イシバチ遺跡 集落跡 縄文 弥生 中世

郷クボタ遺跡 集落跡 弥 生 古代 中世

徳用クヤダ遺跡 集落跡 古代 中世

三日市A遺跡 集落跡 弥生 古代 中世

三日市ヒガシタンボ遺跡 集落跡 弥 生 古代 中世

徳丸ジョウジャダ遺跡 集落跡 弥生 古代

乾遺跡 墓地・集落跡 縄文～近世

堀内館跡 館跡 中世

長竹遣跡 墓地・散布地 縄文～古墳

三納アラミヤ遺跡 集落跡 古代 中世
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第 3節 基本層序

基本層序については、下記のとおりである。ただし、各調査区が広範囲であることから、それぞれの

箇所で若千の相違が見られる。

1の灰色粘質土は土地区画整理事業以前まで行われていた水田耕作上である。 2の橙灰色粘質土は水

田耕作上の整地層にあたる。 3の暗灰色粘質土は中世～近世頃までの耕作土と想定される。 4の暗灰褐

色粘質土は遺物包含層で、中世の遺構面にもあたる。その下面にある5の黄褐色粘質土は地山面である。

1灰色粘質土 (水 田耕作土)

2橙灰色粘質土 (水 田耕作土整地層)

3暗灰色粘質土

4暗灰褐色粘質土 (遺物包含層)

5黄褐色粘質土 (地山)

第4図 基本土層図、調査区位置図
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第 3章 第 1次 (平成12年度)調査

第 1節 発掘調査の経過

本発掘調査業務は、野々市市北西部土地区画整理地区内の野々市市道二日市・松任線工事に伴う事業

を調査原因とする。

平成12年 9月 14日 、野々市町は本開発予定地における埋蔵文化財発掘調査の実施計画書を野々市町北

西部土地区画整理組合 (以下、北西部組合 と呼称する。)に提出し、その計画書に基づいて、野々市町と

北西部組合との間で委託契約を締結した。

現地調査は、 9月 27日 より開始した。同日からは大型掘削機を使って遺構面までの土砂を掘削し、翌

9月 28日 には完了した。10月 5日 からは、発掘作業員による人力作業が始まった。人力の作業内容は遺

構精査や遺構掘削などで、これらの作業中に調査員は図面の記録を行った。11月 22日 には全ての遺構掘

削が完了し、翌11月 23日 には調査区の清掃作業を行い、11月 24日 にラジコンヘリコプターによる空中写

真測量を実施し、現地調査作業は完了した。12月 22日 から12月 24日 にかけては、大型掘削機による調査

区内の埋戻 し作業が執 り行われた。

第 2節 遺 構

調査区全体概観 (第 5図 )

当該調査区は南西から順に 1区 。2区 。3区に分かれる。

SKl(第 5。 12図 )

3区中央部に位置する土坑である。遺構の規模は南北に約2.3m、 東西方向に同じく約2.3mで ある。後

述するSK2の南側に位置し、切 り合い関係がある。その切 り合い関係からSK2よ りSKlが新しい遺構であ

ることが分かる。覆土は灰色系の粘質上が主体である。

SK2(第 5。 12図 )

3区中央部に位置する土坑で、北には前述のSKlが位置する。遺構の規模は南北に約1.5m、 東西方向

に約2.2mで あり、覆土は灰色系の粘質上が主体である。

SXl(第 5。 12図 )

1区南部壁際に位置する不定形遺構で、遺構の規模は南北に約1.8m、 東西方向に約 4mである。覆土

は灰色系の粘質上が主体である。

SX2(第 5'12図 )

1区中央部付近に位置する不定形遺構で、後述のSX3の西側に位置する。遺構の規模は南北に約 7m、

東西方向に約 2mである。覆土は灰色系の粘質土・砂質土が主体である。

SX3(第 5。 12図 )

1区中央部付近に位置する不定形遺構で先述のSX2の東側に位置する。遺構の規模は南北に約2.8m、

東西方向に約1.lmである。覆土は灰色系の粘質土・砂質上が主体である。

SDl(第 5。 12図 )

3区東端に位置する遺構で、遺構の規模は南北に約2.lm、 東西方向に約0.6mで ある。方位は南北方向

にほぼ水平である。覆土は灰色系の粘質土が主体である。
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第 8図 航空測量図3(S=1/120)
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第 9図 航空測量図4(S=1/120)
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第10図 航空測量図5(S=1/120)
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第 11図 航空測量図6(S=1/120)
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SXl SKl SK2

１

２

３

４

５

６

７

1 灰橙色粘質土 (表土)

2 灰橙色粘質土 (1よ り灰色青味がかる)

3 明灰橙色粘質土
4 青灰色粘質土
5 明灰色粘質土
6 灰色粘質土
7 暗灰色粘質土

若 10

黒色粘土
黒色粘質土
淡反黄色粘質土
暗反濁黄色粘質土
淡灰色粘質土
淡灰色粘質土 (12よ り濃い )

1 灰橙色粘質土 (表土)

2 灰橙色粘質土 (1よ り灰色青味がかる)

3 橙灰色粘質土
4 灰色粘質土
5 暗灰色粘質土
6 灰濁黄色粘質土
7 黒色粘質土 (黄色ブロック混じる)

暗灰色砂質土 (粘質土混じる)

暗灰色粘質土
暗灰色粘質土 (細 かしヽ黄色プロック混
じる)

黄色粘質土
灰橙色粘質土(4よ り灰色青味がかる)

褐色粘質土

灰暗橙色粘質土
濁黄色砂質土
灰色砂質土 (炭化物混じる)

灰橙色粘質土
暗灰色砂質土

L=1680m
C          l

灰暗橙色粘質土

暗灰色砂質土

1

2
3
4
5

0                  2m

第 12図 遺構実測図 (S=1/60)
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第 3節 遺 物

本調査区における遺物の出土量は極めて少ない。弥生土器片、

しており、うち、打製石斧、凹石を図示した。

第 13図 遺物実測図 (S=1/3)

打製石斧、凹石、近世陶磁器片を確認

0                          10Cm
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第2表 石製品観察表

番号 遺構 器 種
最大長 最大幅 最大厚 重量

石 材 備 考
測
号

実
番(cm) (cm) (cm) (g)

不明 凹石 (12.9) 8.9 3.6 564 砂岩 0419

2 不 明 凹石 13.0 9.5 3.6 650 安山岩 0420

3 包含層 打製石斧 (8.5) 6.6 3.0 169 緑色凝灰岩 0422
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第 4章 第 6次 (平成14年度)調査

第 1節 発掘調査の経過

本発掘調査業務は、野々市市北西部土地区画整理地区内の野々市市道二日市 。松任線、二 日市・徳用

線工事に伴う事業を調査原因とする。

平成14年 9月 25日 、野々市町は本開発予定地における埋蔵文化財発掘調査の実施計画書を野々市町北

西部土地区画整理組合 (以下、北西部組合と呼称する。)に提出し、その計画書に基づいて、野々市町と

北西部組合 との間で委託契約を締結した。

現地調査は、10月 5日 より大型掘削機で遺構面までの土砂を掘削する作業から開始した。この掘削機

による表土除去作業は10月 19日 に完了した。10月 22日 からは、発掘作業員による人力作業が始まった。人

力の作業内容は遺構精査や遺構掘削などで、これらの作業中に調査員は図面の記録を行った。なお、本

調査地は面積が大きいため、調査区の東側と西側の 2分割に分けて作業を実施した。作業は西側から行

い、平成15年 1月 21日 に遺構掘削が完了し、翌 1月 22日 から1月 27日 にかけて調査区の清掃作業を行い、

1月 28日 に 1回 目のラジコンヘリコプターによる空中写真測量を実施した。調査区東側の発掘作業員に

よる調査作業は、 1月 21日 より始まった。作業は降雪等による中断を挟み、 3月 12日 に完了した。 3月

13日 から3月 20日 にかけて、調査区内の清掃作業を実施し、同日の 3月 20日 に2回 目のラジコンヘリコプ

ターによる空中写真測量を行った。その後、 3月 24日 まで補足調査を実施して現地調査作業は完了した。

第 2節 遺 構

SBl(第 14・ 16。 23図 )

調査区北西部に位置する掘立柱建物であり、後述のSKl～ 5と 位置を同じくする。遺構の規模は南北に

約5,7m、 東西に約2.4mで面積は約13.7mで ある。ピットの深さは約35cmである。

SB2(第 14・ 16。 24図 )

調査区北西部に位置する掘立柱建物で、前述のSBlの北東に位置する。遺構の規模は南北に約5。8m、 東

西に約4.Omで面積は約23.2mで ある。ピットの深さは約10～ 40cmである。

SB3(第 14・ 16。 25図 )

調査区北東部に位置する掘立柱建物である。遺構の規模は南北に約6.2m、 東西に約6.6mで面積は約

40.9mである。ピットの深さは約10～ 50cmで ある。

SB4(第 14・ 16。 26図 )

調査区北東部、前述のSB3の東隣に位置する掘立柱建物である。遺構の規模は南北に約6.3m、 東西に

約5,7mで面積は約35.9mで ある。ピットの深さは約20～60cmである。

SAl(第 15・ 16。 27図 )

調査区南部に位置する柵列である。南北方向に約1lmを測 り、ピットの深さは約20～ 40cIIlである。

S11(第 15。 16・ 28図 )

調査区南部に位置する竪穴建物であり、前述のSAlの西側に位置する。遺構の規模は南】いこ約3.Om、 東

西に約2.6mで深さは約50cmで、覆土は暗褐灰色粘質上が主体である。

S12(第 14・ 16・ 29図 )

調査区北西部に位置する竪穴建物である。前述のSBlの 西側に位置し、後述のS13が南側に隣り合う。

遺構の規模は南北に約1.7m、 東西に約2.lmで深さは約44cmである。
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S13(第 14・ 16・ 29図 )

調査区北西部に位置する盟穴建物で、前述のSBlの西側に位置 し、S12が北側に隣り合う。遺構の規模

は南北に約2.2m、 東西に約2.Omで深さは約20cmである。

Si 4(第 14。 16・ 29図 )

調査区北西部に位置する竪穴建物で、前述のS12・ S13の南西方向に位置する。遺構の規模は南北に約

■7m、 東西に約1.5mで深さは約30cmである。

S15(第 14・ 16・ 30図 )

調査区北東部に位置する竪穴建物である。後述するS16～ 9と ともに、調査区北東部を南北方向に走る

SD6付近に点在する竪穴建物群である。後述するSD7と 切 り合い関係があり、S15の方がSD71こ 比べて古

い。遺構の規模は南北に約3.3m、 東西に約2.6mで深さは約54cmで ある。覆土は灰色粘質上が主体である。

S16(第 14。 16・ 31図 )

調査区北東部に位置する竪穴建物である。後述するSD6と 切 り合い関係があり、S16の方がSD6に 比べ

て新 しい。遺構の規模は南北に約1.7m、 東西に約2.2mで深さは約10～60cmで ある。覆土は砂が少量混

じった褐灰色粘質土が主体である。

S17(第 14・ 16・ 31図 )

調査区北東部に位置する竪穴建物である。遺構の規模は南北に約1,3m、 東西に約2.3mで深さは約40～

75cmである。覆土は責色ブロックが混じる灰色粘質土が主体である。

S18(第 14・ 16。 32図 )

調査区北東部に位置する竪穴建物である。遺構の規模は南北に約2.4m、 東西に約2.2mで深さは約60cm

である。覆土は灰色粘質土が主体である。

S19(第 14・ 16。 33図 )

調査区北東部に位置する竪穴建物である。遺構の規模は南北に約 4m、 東西に約6.5mで深さは約25cm

である。覆土は褐色粘質土が主体である。

SEl(第 14・ 16・ 34・ 43図 )

調査区北西部に位置する井戸状遺構で、前述のSBlやS13な どの北側に位置する。遺構の規模は南北に

約3.Om、 東西に約2.0～2.5mで 円形を呈する。深さは約1.5mで あ り、覆土は灰色粘質上が主体である。

SE2(第 14・ 16・ 35図 )

調査区北西部に位置する井戸状遺構である。前述のSElの 南側に位置し、S12～ 4の西側に位置する。遺

構の規模は南北に約3.2m、 東西に約3.2mで 円形を呈する。深さは約2.5mで あり、覆土は灰色粘質土が主

体である。

SE3(第 14・ 16・ 36図 )

調査区北部中央からやや西側に位置する井戸状遺構で、前述のSB2の東側に位置する。遺構の規模は

南北に約2,8m、 東西に約3,lmで 円形を呈する。深さは約2.8mであ り、覆土は灰色粘質上が主体である。

SKl(第 14・ 16・ 37図 )

調査区北西部に位置する土坑で、後述するSK2～ 5と ともに、先述のSBlやSE2付近に点在する土坑群

である。遺構の規模は南北に約0,7m、 東西に約0.8mで深さは約20cmで あり、覆土は濁黄色砂質土が主体

である。

SK2(第 14・ 16・ 37図 )

調査区北西部に位置する土坑である。遺構の規模は南北に約1,3m、 東西に約1.Omで深さは約30cmで あ

る。覆土は灰色粘質土が主体である。

SK3(第 14・ 16・ 37図 )

調査区北西部に位置する土坑である。遺構の規模は南北に約0.5m、 東西に約0.6mで深さは約20cmである。
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覆土は灰色粘質土が主体である。

SK4(第 14・ 16。 37図 )

調査区北西部に位置する土坑である。遺構の規模は南北に約0.6m、 東西に約1.Omで深さは約20～60cm

である。覆土は灰色粘質土が主体である。

SK5(第 14・ 16。 37図 )

調査区北西部に位置する土坑である。遺構の規模は南北に約0.8m、 東西に約0.9mで深さは約40cmで あ

る。覆土は明灰色粘質土と責色粘質上の混合上が主体である。

SK6(第 14・ 16・ 38図 )

調査区北西部に位置する土坑である。前述のSElの 東側に位置する。遺構の規模は南北に約1.3m、 東

西に約1.3mで深さは約50cmで ある。覆土は黄色ブロックが混 じる淡灰褐色粘質上が主体である。

SK7(第 14・ 16・ 38図 )

調査区北西部に位置する土坑である。前述のSK6の東側に位置する。遺構の規模は南北に約1.6m、 東

西に約1.5mで深さは約40cmで ある。覆土は暗灰黄色ブロックが混 じる灰色粘質上が主体である。

SK8(第 14・ 16・ 38図 )

調査区北西部に位置する土坑である。前述のSB2の 東側、またSE3の西側に位置する。遺構の規模は南

北に約2.Om、 東西に約0.9mで深さは約20～ 30cmである。覆土は黄色ブロックが混 じる褐色粘質土が主体

である。

SK9(第 14。 16。 38図 )

調査区北東部に位置する土坑である。調査区北東部を南北方向に走るSD9お よび前述のSB4の東側に

位置する。遺構の規模は南北に約1.4m、 東西に約1.lmで深さは約40cmで ある。覆土は明灰色粘質土が主

体である。

SK10(第 14・ 16・ 39図 )

調査区中央部やや西側に位置する土坑である。遺構の規模は南北に約4.3m、 東西に約2.3mで深さは約

60cmである。覆土は灰橙色砂質土が主体である。

SKll(第 14。 16。 40図 )

調査区中央部からやや東側に位置する土坑である。前述のSK10の 南東方向に位置する。遺構の規模は

南北に約3.5m、 東西に約2.6mで深さは約40～ 120cmである。覆土は灰色粘質土が主体である。

SK12(第 15。 16・ 41図 )

調査区中央部からやや南東側に位置する土坑である。前述のSK10の南方向に位置する。遺構の規模は

南北に約1.4m、 東西に約1.5mで深さは約95cmである。覆土は灰色粘質土が主体である。

SK13(第 14・ 16・ 41図 )

調査区中央部からやや南東側に位置する上坑である。前述のSK10の南方向に位置する。遺構の規模は

南北に約1.4m、 東西に約1.5mで深さは約95cmである。覆土は灰色粘質土が主体である。

SXl(第 14,16。 42図 )

調査区北東部端に位置する遺構である。前述のSK9の東方向に位置する。遺構の規模は南北に約4.3m、

東西に約3.3mで深さは約 6～ 20cmである。覆土は灰色粘質上が主体である。

SX2(第 15。 16・ 46図 )

調査区中央部からやや南西側に位置する不定形遺構である。前述のSK13の西側に位置する。遺構の規

模は南北に約2.Om、 東西に約2.Omで ある。

SDl(第 14・ 16図 )

調査区北西部端に位置する遺構である。前述のSE2の西側に位置する。遺構の規模は最長部で約6.3m、

幅は約0.5mを測る。方位は南北方向にほぼ水平である。
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SD2(第 14・ 16図 )

調査区北西部端に位置する遺構である。前述のSDlの東側に位置する。遺構の規模は最長部で約2.6m、

幅は約0,7mを 測る。方位は南北方向にほぼ水平である。

SD3(第 14・ 16・ 43・ 46図 )

調査区北西部に位置する遺構である。前述のSDlの 北側に位置する。遺構の規模は最長部で約32.2m、

幅は約1.2mを測る。方位は東西方向にほぼ水平である。

SD4(第 14・ 16・ 46図 )

調査区北西部に位置する遺構である。前述のSD3の 東側 と接する。遺構の規模は最長部で約26m、 幅

は約1.3mを 測る。方位の南北を O° としたとき西に約10～ 40° 振れる。

SD5(第 15。 16・ 43・ 46図 )

調査区中央部に位置する遺構である。前述のSD4の 南側に位置する。遺構の規模は最長部で約 12.3m、

幅は約1.Omを測る。方位は東西にほぼ水平である。

SD6(第 14・ 16。 30・ 32・ 44図 )

調査区北東部に位置する遺構である。前述のS15～S19の 竪穴建物群付近に位置する。遺構の規模は最

長部で約24.4m、 幅は約1.2mを 測る。方位の南北を 0° としたとき西に約40° 振れる。

SD7(第 14。 16。 30図 )

調査区北東部に位置する遺構である。前述のSD6の 北側と交わる。遺構の規模は最長部で約 10.2m、 幅

は約0.6mを測る。方位の南北を O° としたとき東に約45° 振れる。

SD8(第 14。 16図 )

調査区北東部に位置する遺構である。北側部分が前述のSD6の 中央部と接する。遺構の規模は最長部

で約1lm、 幅は約0.9mを測る。方位は南北方向にほぼ水平で、北側部分が方位の南北を 0° としたとき東

に約30° 振れる。

SD9(第 14・ 16。 44。 45図 )

調査区北東部に位置する遺構である。前述のSD6の 東側に位置する。遺構の規模は最長部で約 16m、 幅

は約1.3mを 測る。方位は南北方向にほぼ水平である。織部や瀬戸といつた陶磁器が出土した。

SD10(第 14・ 16・ 44図 )

調査区北東部に位置する遺構である。前述のSD9の 東側に位置する。遺構の規模は最長部で約14.5m、

幅は約0.6mを 測る。方位は南北方向にほぼ水平である。

SDll(第 14・ 16。 44。 45図 )

調査区北東部に位置する遺構である。前述のSD10の東側に位置する。後述するSD13と 切 り合い関係

があり、SDllの 方がSD13に比べて新しい。遺構の規模は最長部で約14.3m、 幅は約2.Omを測る。方位は

南北方向にほぼ水平である。

SD12(第 14・ 16。 44図 )

調査区北東部に位置する遺構である。西側部分が前述のSDllの北側に接する。遺構の規模は最長部で

約7.5m、 幅は約0。7mを 測る。方位は東西方向にほぼ水平である。

SD13(第 14。 16図 )

調査区北東部に位置する遺構である。前述のSDllの南側に位置する。遺構の規模は最長部で約 11.6m、

幅は約0.5mを 測る。方位の南北を 0° としたとき東に約60° 振れる。

SD14(第 14・ 16。 33図 )

調査区中央部からやや北東側に位置する遺構である。前述のSD5の北東側に位置する。遺構の規模は

最長部で約7.5m、 幅は約05mを 測る。方位の南北を 0° としたとき東に約80° 振れる。

-28-



SD15(第 14・ 16。 33図 )

調査区中央部からやや北東側に位置する遺構である。前述のSD14の南側に位置する。遺構の規模は最

長部で約■.5m、 幅は約0.3～ 1.Omを 測る。方位の南北を 0° としたとき東に約80° 振れる。

SD16(第 14・ 16・ 33図 )

調査区中央部からやや北東側に位置する遺構である。前述のSD15の南側に位置する。遺構の規模は最

長部で約6.2m、 幅は約0,4mを 測る。方位の南北を 0° としたとき東に約80° 振れる。

SD17(第 14。 16。 33図 )

調査区中央部からやや北東側に位置する遺構である。前述のSD16の南側に位置する。遺構の規模は最

長部で約8.Om、 幅は約0.3mを 沢1る 。方位の南北を O° としたとき東に約80° 振れる。

SD18(第 14・ 16図 )

調査区中央部からやや東側に位置する遺構である。前述のSD14～ 17の南側に位置する。遺構の規模は

最長部で約20.Om、 幅は約0.3mを測る。方位は南北方向にほぼ水平である。

SD19(第 14。 16図 )

調査区中央部からやや北西側に位置する遺構である。前述のSK10の西側に位置する。遺構の規模は最

長部で約9.Om、 幅は約0.5mを 測る。方位は東西方向にほぼ水平である。

SD20(第 14・ 16図 )

調査区中央部からやや北西側に位置する遺構である。前述のSD19の南側に位置する。遺構の規模は最

長部で約3.Om、 幅は約0.6mを 測る。方位は東西方向にほぼ水平である。

SD21(第 14・ 16・ 45図 )

調査区中央部西側に位置する遺構である。前述のSD20の 南側に位置する。遺構の規模は最長部で約

20.5m、 幅は約0.3mを 測る。方位は東西方向にほぼ水平で、南側が西に90° 折れている。

SD22(第 15。 16。 46図 )

調査区中央部南西側に位置する遺構である。前述のSD21の 南側に位置する。後述するSD23と 切 り合

い関係があり、SD22の方がSD23に比べて古い。遺構の規模は最長部で約2.5m、 幅は約0.6mを 測る。方

位は南北方向にほぼ水平である。

SD23(第 15。 16・ 46図 )

調査区中央部南西側に位置する遺構である。前述のSD21の南側に位置する。遺構の規模は最長部で約

3.7m、 幅は約0.6mを 測る。方位の南北を 0° としたとき東に約30° 振れる。

Pl(第 14図 )

調査区北西部に位置するピットで、前述のS12の北東側に位置する。直径約20cmを 測る。

P2(第 14図 )

調査区北西部に位置するピットで、前述のPlの南側に位置する。直径約30cmを 測る。

P3(第 14図 )

調査区北西部に位置するピットで、前述のS14の南側に付属する。直径約35～40cmを 測る。

P4(第 14図 )

調査区北東部に位置するピットで、後述するP5～ 10と ともに前述のSD6付近に点在する。直径約30cm

を測る。

P5(第 14図 )

調査区北東部に位置するピットで、直径約50cmを 測る。

P6(第 14図 )

調査区北東部に位置するピットで、長軸約30cm、 短軸20cmの精円形を呈する。
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P7(第 14・ 26図 )

調査区北東部に位置するビットで、直径約30cmを測る。

P8(第14図 )

調査区北東部に位置するビットで、直径約50cmを測る。

P9(第14・ 26図 )

調査区北東部に位置するピントで、直径約40cmを測る。

P10(第14図 )

調査区北東部に位置するピツトで、直径約30Cmを測る。

Pll la14図)

調査区北東部に位置するビットである。先述のSD3の西側に位置し、直径約50cmを測る。

P12944図 )

調査区申央部やや東4Rllに位置するビットである。先述のSD14～17の南側に位置し、長軸50clll、 短軸20

cIIlの精円形を呈する。

P13(第 15図 )

調査区南部に位置するビットである。先述のS11の北側に位置し、直径40clllを 測る。
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第 3節 遺 物

縄文時代、弥生時代、古代、中世の時期の遺物を確認した。縄文土器は、総体的に出土量が少ない。9

～45は弥生土器である。調査区中央を南北に流れる鞍部 (自然河道)SD5か らの出土がほとんどである。

弥生時代後期後半の所産と考えられる。46～ 58は古代の遺物である。46～ 501よ 土師器奏、52、 53、 56は土

師器婉、その他は須恵器である。59～ 159は 中世土器・陶磁器である。国産陶器では珠洲焼、越前焼、瀬

戸焼、中国製磁器では青磁と、加賀地域の集落遺跡では普通的に出土するものが見られるが、127の織部

焼向付は市内遺跡で初出土である。160～ 175は石製品である。中世集落遺跡で多く見られる炉縁石の出

土が日立つ。また、SD5か ら図示はしていないが、漆椀を確認した。時期は不明である。(写真図版38)
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第 14図 遺構全体図 1
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第 15図 遺構全体図2(S=1/200)
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SD10

SD9/SDll

第 16図 遺構全体概略図 (S=1/160)
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第 17図 航空測量図 1(S=1/120)
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第 18図 航空測量図2(S=1/120)
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第 19図 航空測量図3(S=1/120)
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第 20図 航空測量図4(S=1/120)
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第 21図 航空測量図5(S=1/120)
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第28図 S11遺橋図・土層断面図 (S=1/40)
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第 29図 S12～ 4
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第30図  Si 5,SD6。 7遺構図・土層断面図
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第 31図 S16・ 7遺構図・土層断面図 (S=1/40)
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L=1510m
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1 灰色粘質土
2 褐反色粘質土
3 褐灰色粘質土 (黄色ブロック少混)

4.暗褐灰色粘質土

Bi霜撮琶鑢昌圭(黄色ブロック混)

7 地山土(暗灰色粘質土混)

8 地山土(黒色ブロック土混)

9 黒褐色粘質土 (黄色ブロック混)

10 明褐灰色土、黄色土混合
11 晴褐色粘質上
12 暗褐色粘質上、黄色土混合
13 灰色粘土
14 褐灰色粘土
15 白灰色粘土
16 暗反色粘土
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第 32図 S18。 SD6遺構図・土層断面図 (S=1/40)
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L=1490m
a 

一

L=1490m
C 

―

1 明掲色粘質土 (黄色ブロック混)

2 褐色粘質土
3.褐色粘質土 (黄色ブロック混)

4 褐灰色粘質土
5 褐灰色粘質土 (黄色ブロック混)

6 暗掲色粘質土
7 明掲灰色粘質土 (黄色ブロック混)

3 明掲反色粘質土
9 暗褐色粘質土 (黄色ブロック混)

10 暗灰色粘質土
11 明灰色粘質土
12 灰色粘質土
13 淡褐灰色粘質土(貢色ブロック混)

14 暗褐灰色粘質土(黄色ブロック混)

15,濁褐色粘質土
16 明褐灰色粘質土`黄色土混合
17.淡暗灰色粘質土 (黄色ブロック混)

0                         2m

第33図 S19。 SD14～ 17遺構図・土層断面図 (S=1/40)
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灰色粘質土
10よ り鉄分多く含む10よ り鉄分多く含む
褐灰色粘質土 (鉄分含)

暗灰色粘質土 (黄色ブロック混)

灰色粘質土 (黄色ブロック、鉄分灰色粘質土 (黄色ブロック、鉄分混)

褐灰色粘質土(黄色ブロック、鉄分混)掲灰色粘質土(黄色ブロック、鉄分混)

12に更に暗灰色ブ国ツク混
10よ り若干濃い
反色粘質土
明灰色粘質土 (黄細砂混)

灰色粘質土(暗灰色、黄色ブロック混)

灰色粘質土 (黄色ブロック混)

黒色粘質土 (灰色、黄色ブ回ック混)

濁灰色粘質土
黒色粘質土 (黄色ブロック混)

黄灰色粘質土
15に 2～ 5cm大の石混
灰色粘質土 (黄色ブロック混、少量
の石混(4～ 5コ ))

灰色粘質土 (黄色ブロック混、2～
3 cmの石少量混、暗灰色ブロック混)

細砂混)(2～ 1 5cmの 礫混)

反色砂質土 (暗灰色粘質上、ブロッ
ク混)(2～ 1 0cmの石混)

淡灰色砂質上 (暗灰色、黄色ブロッ
ク混)

反色粘質土 (黄細砂ブロック混)

淡灰色砂質土 (鉄分混、黄色ブロッ
ク混、2～ 5 cmの石混)

淡灰色砂質土 (鉄分混)

黄色砂質土 (黒色、灰色ブロック混、
黄は細砂)

35と同色 (黄細砂ブロック混、5 cm

程の石 1つ )

黒色粘質土 (黄細砂ブロック混)

40 暗反色粘質土 (黒色粘質、黄色 (少 し
粗い)砂質土ブロック混)

41 暗黄色、淡黄色砂質土
42 灰色粘質土 (黒 、黄、掲色ブロック混)

43 明灰色粘質土 (反色粘質、黄色粘質
土細ブロック混)

44 明灰色粘質土(暗黄色、淡黄色粗砂混)

45 濁黄砂質土 (反色粘質土ブロック混)

46 灰色粘質土 (濁黄色砂質土混)

47 黒色粘質土 (濁黄色砂質土混)

48 暗灰色粘質土 (濁黄色砂質土混)

49 明灰色粘質土 (暗灰色粘質上、濁黄
色砂質土ブロック混)

淡暗灰色粘質土、黄色粘質土混合
黒灰色粘質土
淡明褐色粘質土
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灰色粘質土
暗灰色粘質土 (黄色ブ国ック混)

暗灰色粘質上、黄色粘質土混合
淡階灰色粘質土

0                              2m

第34図 SEl遺構図・土層断面図 (S=1/40)
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灰色粘質土 (黄色ブロック混)

灰色粘質土 (1よ り黄色ブロック多い、大きい)

黄色粘質土 (反色土微量混)

明灰黄色粘質土
灰色粘質土
灰色粘質土 (細かい黄色ブロック混)

暗灰色粘質土
暗灰色粘質土 (黄色ブロック混)

黄色粘質土 (灰色ブロック混)

反色砂質土 (小礫混)

礫層 (礫がびつしり詰まる)

濁黄色砂質土
暗黄色粘質土
暗灰色、黄色、灰色ブロック粘質土
濁晴黄色砂質土
暗灰色粘質土
灰色粘質土 (黄色ブロック混、3～ 1 0 cm程 の
礫混)

黄色粘質土 (暗灰色ブロック混)

黄色粘質土 (地山と同黄)

14と類似するが、黄色ブロック少ない
濁暗黄色粘質土
灰色砂質土
暗灰色砂質土
灰色砂質土 (黄色ブロック混)

明灰色粘質土 (黄色、黒色 (細 かい)ブロック混)

灰色粘質土 (黄色、黒色 (細 かい)ブロック混)

第35図 SE2遺構図・土層断面図 (S=1/40)
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第36図 SE3遺構図・土層断面図 (S=1/40)
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暗灰色粘質土
暗灰濁黄色砂質土 (黄色ブロック混)

灰濁黄色砂質土
暗灰濁黄色砂質土 (濁黄色プロック混)

暗灰色砂質土
暗灰黄色粘質土
黄色粘質土

8 明黄色粘質土
9 灰色粘質土 (黄色、暗灰色ブロック混)

10 暗反色、黄色ブロック粘質土
11 灰色砂質土 (黄色ブロック混)

12 濁反色砂質上 (暗反色プロックー部混)

13 濁灰色砂質土 (暗灰色、黄色プロック混)

明灰粘質土と黄色粘質上の混合
黒色粘質土
明褐色粘質土

0                          2m

土層断面図 (S=1/40)
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第37図 SKl～ 5遺構図
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灰色粘質土 (暗灰色、黄色ブロック混)

灰色粘質土 (暗灰色、黄色ブロック混)

※1に比べて暗灰色の量少ない

明灰色粘質土
暗褐灰色粘質土
明褐灰色粘質土
褐灰色粘質土
明褐灰色粘質土 (地山質黄色土ブロック混)

淡灰色粘質土 (暗灰色、黄色ブロック混)

淡灰色粘質土 (黄色ブロック混)

淡灰色粘質土 (階灰色、黄色ブロック混)

(1よ り暗灰色ブロック少ない)

淡灰黄色粘質土 (少 し砂質つぼい暗灰色ブロックごく少量混)

灰色粘質土 (黄色ブロック混)

淡灰色粘質土

b。

土(黄色ブロック少混)

色粘質土 (黄色土混)

上(黄色プロック土混)

(黄色ブロック土混)

土(明灰色粘質土混)

o                                         2m

L=1520m
a一―

一
b

第38図 SK6～ 9遺構図・土層断面図 (S=1/40)
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● b

1 暗反色粘質土 (暗褐色混)

2.明反橙色砂質土
3.明青灰橙色砂質土
4 青反色粘質土
5 暗青灰色粘質土
6 灰色砂質土
7 明青灰色砂質土
8 暗青灰色砂質土 (粗砂)

9 灰色粘質土 (灰橙色砂質土混)

10 明青灰色砂質土 (濁橙色砂質土混)

11,明 灰橙色粗砂質土
12 灰色粘質土
13 明青反色粗砂質土
14,明青灰色粘質土
15 明灰橙色粘質土

0                          2m

第 39図 SK10遺構図 。土層断面図 (S=1/40)
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13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24

◎ @
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18

1 灰色粘質土(鉄分混)

2,灰色粘質土(黄色プロック混)

3 濁灰黄色粘質土
4.灰色粘質土
5 明灰色粘質土 (少 し青つぼい)

6 明灰色粘質土 (鉄分混)

7 明灰色粘質土 (黄色ブロック混)

8 明反黄色粘質土
9 灰色粘質土 (炭化物少量混)

10 明反黄色粘質土 (8よ り灰色濃い)

11 黄明灰色粘質土
12 黄明灰色粘質土(11よ り黄色濃い)

第40図 SKll遺構図・土層断面図 (S=1/40)
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ブロック、黄色砂質土混)

上、黄色ブロック混)
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第41図 SK12,18遺構園■土層断面図 (§=1デ40)
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褐灰色粘質土 (黄色ブロック混)

暗褐灰色粘質上
明掲灰色粘質土 (黄色ブロック混)

明褐灰色粘質土
黒色、黄色、掲灰色粘質土
明褐色粘質土
褐黄色粘質土
明掲灰色、褐黄色粘質土
黄色粘質土 (褐色粘質土混)

0                            2m

第42図 SXl遺構図・土層断面図 (S=1/40)
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褐
色
粘
質
土

(黄
色

ブ
ロ

ッ
ク
混

)

2
2 

黒
色
粘
質
土

23
 
砂
礫
土

1 
褐

暗
黄
色
粘
質
土

2 
暗
灰
色
粘
質
土

3 
暗
灰
黄
色
粘
質
土

4 
灰
色
粘
質
土

5 
暗
灰
色
粘
質
土

(2
よ

り
粘
性
強

い
)

6 
青
灰
色
強
粘
質
土

7 
暗
青
灰
色

強
粘
質
土

8 
黒
灰
色
強
粘
質
土

9 
緑
灰
色
強
粘
質
土

10
 
濁
灰
色
強
粘
質
土

11
 
明
灰
色
強
粘
質
土

12
 
青
灰
色
粘
質
土

43
 
灰
掲
色
粘
質
土

14
 
褐
灰
色
粘
質
土

15
 
褐
暗
灰
色
強
粘
質
土

濁
暗
灰
色
粘
質
土

黒
色
粘
質
上

(濁
つ
た
感

じ
)

濁
灰
色
粘
質
土

灰
橙
色
粘
質
土

灰
色
粘
質
止

(4
よ

り
少

し
膏

つ
ぼ
い

)

暗
灰
黒
色
粘
質
土

暗
灰
色
粘
質
土

黒
色
粘
質
土

灰
色
粘
質
土

(4
、

20
よ

り
少

し
濃

い
)

灰
色
粘
質
土

(暗
灰
色
寄

り
)

灰
色
粘
質
土

灰
色
強
粘
質
土

暗
灰
色
強
粘
質
土

暗
褐
色
粘
質
土

暗
灰
褐
色
粘
質
土

31
 
灰
色
粘
質
土

(暗
灰
色

、黄
色

ブ
ロ

ッ
ク
混

)

32
 
暗
灰
色
粘
質
土

33
 
暗
褐
灰
色
粘
質
土

34
 
暗
灰
色
粘
質
土

(灰
色
混

)

35
 
濁
青
灰
色
粘
質
土

36
 
暗
灰
色
粘
質
土

(小
石

2個
混

)

37
 
濁
灰
色
粘
質
土

(小
石
混

)

38
 
灰
色
粘
質
土

(小
石
混

)

39
 
青
灰
色
粘
質
土

(暗
灰
色
ブ

ロ
ッ
ク
混

)

40
 
暗
灰
色
粘
質
土

41
 
暗
青
灰
色
強
粘
質
土

42
 
青
灰
色
粘
質
土

(細
砂
混

)

43
 
濁
暗
灰
色
粘
質
土

44
 
灰
色
粘
質
土

(晴
灰
色

ブ
ロ
ッ
ク
混

)

45
 
灰
色
粘
質
土

(黄
色

ブ
ロ

ッ
ク
混

)

46
 
灰
色
粘
質
土

47
 
灰
色
粘
質
土

(暗
灰
色

ブ
ロ

ッ
ク
混

)

48
 
濁
灰
色
粘
質
土

(暗
灰
色

ブ
ロ
ッ
ク
混

)

49
 
灰
橙
色
粘
質
土

50
 
青
灰
色
粘
質
土

(1
2と

似
)

51
 
灰
色
粘
質
土

52
 
灰
色
粘
質
土

(黄
色
ブ

ロ
ッ
ク
混

)

53
 
黄
灰
色
粘
質
土

54
 
灰
色
粘
質
土

(黄
色
ブ

ロ
ッ
ク
混

、
52
よ

り
粘
性

強
い

)

55
 
灰
色
粘
質
土

(黄
色

ブ
ロ

ッ
ク
少
量
混

)

56
 
明
灰
色
粘
質
土

57
 
明
灰
橙
色
粘
質
土

58
 
階
灰
色
粘
質
土

(黄
色

ブ
ロ

ッ
ク
混

)
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混 ク
土 ツ

質 ロ
砂 ブ
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上 　 ヽ
白
灰

抑
止
雖 雖

土

質 土 土 質 質 砂 砂 質

粘 質 質 砂 砂 色 色 粘

色 粘 粘 色 色 灰 灰 色

土 土 土 灰 色 色 灰 灰 白 暗 反

盛 表 床 白 灰 灰 白 白 濁 濁 暗

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ ０ １

12
 
茶
褐
色
粘
質
土

13
 
暗
褐
色
粘
質
土

14
.褐

色
粘
質
土

15
 
明
褐
色
粘
質
土

(1
8よ

り
や
や

暗
め

)

16
 
明
褐
色
砂
質
土

17
 
褐
色
粘
質
土

(1
4よ

り
や
や
明
る
め

)

18
 
明
褐
色
粘
質
土

19
 
掲
色
粘
質
土

(1
4よ

り
や
や

暗
め

)

20
 
暗
掲
灰
色
粘
質
土

21
 
暗
褐
灰
色
粘
質
土

(2
0よ

り
や
や
明
る
め

)

22
 
褐
灰
色
粘
質
土

11
.灰

色
粘
質
土

(黒
色

ブ
ロ

ッ
ク
混

)

12
 
灰
色
砂
質
土

13
 
明
灰
色
砂
質
土

14
 
暗
灰
色
粘
質
土

15
 
明
褐
灰
色
砂
質
土

16
.暗

灰
色
砂
質
土

17
 
灰
色
粘
質
土

(黄
色

ブ
ロ
ッ
ク
混

)

18
 
暗
灰
色
砂
質
土

(1
6よ

り
や
や
暗
め

)

19
 
白
灰
色
粘
質
土

(砂
混

)

20
 
白
灰
色
粘
質
土

(2
1よ

り
粘
性
強

い
)

23
 
淡
褐
色
粘
質
土

24
 
暗
掲
反
色
粘
質
土

(2
0よ

り
や
や

暗
め

)

25
 
暗
褐
灰
色
粘
質
土

(黄
色

ブ
ロ
ッ
ク
混

)

26
.明

褐
灰
色
粘
質
土

27
 
暗
掲
灰
色
粘
質
土

(黄
色

プ
ロ
ッ
ク
少
混

)

28
 
灰
色
粘
質
土

(黄
色

ブ
ロ
ッ
ク
混

)

29
 
黒
褐
色
粘
質
土

30
 
黒
色
粘
質
土

31
 
暗
褐
色
粘
質
土

(黄
色

ブ
ロ
ッ
ク
混

)

32
 
暗
褐
色
粘
質
土

(黄
色

ブ
ロ
ッ
ク
多
混

)

33
 
暗
褐
色
粘
質
上
、濁

白
灰
色
砂
質
土
混
合
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１ ３ １

1 
群
±

1

2 
耕
±

2
3 

床
±

1

4 
床
±

2
5 

明
灰
色
粘
質
上

6 
明
灰
色
粘
質
土

(鉄
分
混

)

7 
褐
灰
色
粘
質
土

8 
灰
色
粘
質
土

9 
暗
褐
灰
色
粘
質
土

10
 
黒
褐
色
粘
質
土

(灰
色

ブ
ロ
ッ
ク
混

)

１ ２ ３ ４ ５ ６

白
灰
色
粘
質
土

暗
反
色
粘
質
土

(砂
混

)

暗
灰
色
粘
質
土

(2
2よ

り
や
や
暗
め

)

明
褐
灰
色
粘
質
土

黒
灰
色
粘
質
土

黒
掲
色
粘
質
土
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m



1 
暗
灰
色
粘
質
土

2 
白
灰
色
粘
質
土

3 
濁
灰
色
粘
質
土

4 
白
灰
色
粘
質
土

(砂
混

)

5 
濁

暗
灰
色
粘
質
土

6 
灰
色
粘
質
土

7.
灰

色
粘
質
土

、
白
灰
色
砂
質
土

8 
白
灰
色
砂
質
土
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(暗
灰
色

ブ
ロ

ッ
ク
混

)

土
(暗

灰
色

ブ
ロ

ッ
ク
混

)

(暗
灰
色

、黄
褐
色

ブ
ロ

ッ
ク
混

)

3、
黄
色

ブ
ロ
ッ
ク
混

)

色
ブ
ロ
ッ
ク
混

)

土
(黒

色
ブ
ロ
ッ
ク
混

)
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10 11 12 13 14 15 16

，
　 混

め 　 少

，
暗 　 粒

め や 　 色

暗 や 　 黄

土 土 土 土 土 土 　 土

質 質 質 質 質 質 土 質

砂 砂 粘 粘 粘 粘 質 粘

色 色 色 色 色 色 粘 色

灰 灰 灰 灰 灰 灰 色 灰

白 暗 褐 褐 褐 褐 灰 褐

濁 濁 濁 暗 暗 暗 褐 暗

暗
褐
灰
色
粘
質
土

(黄
色
粒
混

)

濁
黄
褐
色
粘
質
土

暗
褐
色
粘
質
土

(黄
色

ブ
ロ
ッ
ク
少
混

)

暗
黄
掲
色
粘
質
土

明
濁
黄
褐
色
粘
質
土

暗
褐
色
粘
質
土

(黄
色
粒
混

)
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土
(灰

色
ブ
ロ

ッ
ク
混

)

土
(黄

色
ブ

ロ
ッ
ク
、黒

色
ブ

ロ
ッ
ク
混

)

質
土

(黄
色

ブ
ロ

ッ
ク
、灰

色
ブ
ロ

ッ
ク
混

)

上

土
(暗

灰
色

ブ
ロ

ッ
ク
混

)

土

暗
灰
色
粘
質
土

暗
灰
色
粘
質
土

暗
灰
掲
色
粘
質
土

明
灰
色
粘
質
土

(黒
色

ブ
ロ
ッ
ク
混

)

黄
灰
色
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部
黒
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混

)
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m
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暗
掲
灰
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粘
質
土

明
灰
色
粘
質
土

(地
山
ブ

ロ
ッ
ク
混

)
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灰
暗
褐
色
粘
質
土

(黄
色

(小
)ブ

ロ
ッ
ク
混

)

11
 
灰
色
粘
質
土

(明
黄
色

(4
ヽ
)ブ

ロ
ッ
ク
混

)

12
 
明
灰

暗
褐
色
粘
質
土

13
 
暗
灰
色

、灰
暗
褐
色
粘
質
土

14
 
明
黄
色
粘
質
土

(黒
色

ブ
ロ
ッ
ク
、淡

明
灰
色

ブ
ロ

ッ
ク
混

)

15
 
黄
色
粘
質
上

16
 
淡
明
灰
黄
色
粘
質
土

17
淡

明
灰
色
粘
質
土

(淡
黄
色

ブ
ロ
ッ
ク
、暗

灰
色

ブ
ロ

ッ
ク
混

)
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黄
淡
灰
色
粘
質
土
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暗
灰
色
粘
質
土

(地
山
ブ
ロ

ッ
ク
混

)

2 
淡
暗
灰
色
粘
質
土
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淡
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褐
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質
土

4 
淡
灰
色
粘
質
土
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少
量
混

)
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暗
灰
褐
色
粘
質
土

(青
灰
色
、黄

色
ブ

ロ
ッ
ク
混

)

2 
灰
色
粘
質
土

(暗
灰
褐
色

、黄
色

ブ
ロ

ッ
ク
混

)

3 
淡
黄
色
土

(黄
色
、 褐

灰
色
、青

灰
色

ブ
ロ

ッ
ク

(4
ヽ
)混

)

4 
黒
色
、黄

色
、 青

灰
色

ブ
ロ

ッ
ク
土

5 
淡
黄
淡
灰
色
粘
質
土

6 
淡
黄
色
土

(青
灰
色
、 褐

色
、淡

灰
色
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ー
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ル
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混
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淡
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灰
色
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ブ
ロ

ッ
ク
土
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黒
色
粘
質
土

(青
灰
色

、黒
色
、黄

色
ブ

ロ
ッ
ク
混

)
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青
灰
褐
色
粘
質
土

3 
黄
色
粘
質
上

(黒
色

、 青
灰
色
超
微
量
混

)

4 
黒
色
粘
質
土
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色

、青
灰
色

ブ
ロ
ッ
ク
混

)

5 
淡
黄
淡
灰
色
粘
質
土
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淡
黄
淡
灰
色
粘
質
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色
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ロ
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色
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質
土
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混
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黒
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色
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ロ

ッ
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混

)

灰
褐
色
粘
質
土

(黄
色

ブ
ロ

ッ
ク
混

)

黄
灰
色
粘
質
上

暗
灰
褐
黄
色
粘
質
土

淡
灰
黄
色
粘
質
土

(暗
灰
色

(小
)ブ

ロ
ッ
ク
混

)

明
灰
色
粘
質
土

(黒
色

ブ
ロ

ッ
ク
混
、黄

色
マ
ー
ブ
ル
状

)

明
灰
色
粘
質
土

(黒
色
、 黄

色
マ
ー

ブ
ル
状
に
混

)
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朋
灰
色
粘
質
土

(大
中
小
黄
色
ブ
ロ
ッ
ク
混
、黒

色
ブ
ロ
ッ
ク
混

)

29
 
黒
色
粘
質
土

(灰
色

ブ
ロ
ッ
ク
、黄

色
ブ
ロ

ッ
ク
混

)

30
 
褐
灰
色
粘
質
土

(黒
色
混
、黄

色
ブ
ロ

ッ
ク
混

)

31
 
褐
灰
色
粘
質
土

(黒
色

ブ
ロ

ッ
ク
、黄

色
ブ
ロ

ッ
ク
混

)

32
 
淡
灰
褐
色
粘
質
土

(
黄
色

ブ
ロ

ッ
ク
混

)

33
 
暗
灰
褐
色
粘
質
土

(黒
色

ブ
ロ

ッ
ク
、黄

色
ブ
ロ

ッ
ク
混

)

34
 
暗
灰
色
粘
質
土

(黄
色

ブ
ロ
ッ
ク
少
量
混

)

35
 
淡
灰
黄
色
粘
質
土

(暗
灰
色

ブ
ロ

ッ
ク
混

)

36
 
灰
褐
色
粘
質
土

1 
灰
暗
褐
色
粘
質
土

(黄
色

(小
中

)ブ
ロ

ッ
ク
ー
部
混

)

2 
暗
灰
褐
色
粘
質
土

(黄
色

(小
)ブ

ロ
ッ
ク
混

)

3 
暗
灰
黄
色
粘
質
土

4 
淡
明
灰
黄
色
粘
質
土

5 
黄
淡
明
灰
色
粘
質
土

(暗
灰
色

ブ
ロ

ッ
ク
混

)

6淡
明
灰
貢
色
粘
質
土

(黄
色

ブ
ロ
ッ
ク
、明

灰
色

ブ
ロ

ッ
ク
混

)

7 
明
灰
色
粘
質
土

(黄
色

(小
)ブ

ロ
ッ
ク
混

)

3 
灰
色
粘
質
土

(暗
灰
色

ブ
ロ

ッ
ク
、黄

色
ブ
ロ

ッ
ク
混

)

9 
黄
淡
明
灰
色
粘
質
土

(暗
灰
色

(小
)ブ

ロ
ッ
ク
混

)
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2 
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3 
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粘
質
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(黄
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ブ
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)
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褐
色
粘
質
土
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褐

灰
色
粘
質
土
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色

ブ
ロ

ッ
ク
混

)

6 
灰
褐
色
粘
質
土

(黄
色

ブ
ロ
ッ
ク
多
量
混

)

7 
明
灰
色
粘
質
土

(灰
色
、黄

色
ブ
ロ

ッ
ク
混

)

8 
黄
色
粘
質
土

(灰
色
、暗

灰
色

ブ
ロ

ッ
ク
混

)

9 
黄
色
粘
質
土

(暗
灰
色

ブ
ロ

ッ
ク
混

)

10
 
灰
色
粘
質
土

(貢
色
、
暗
灰
色

ブ
ロ
ッ
ク
混

)

11
 
灰
色
粘
質
■

(黄
色

ブ
ロ
ッ
ク
混

)

12
 
明
灰
色
粘
質
土

(暗
灰
色

、黄
色
マ
ー
ブ
ル
状

に
混

)

13
 
灰
色
粘
質
土

(黄
色

ブ
ロ

ッ
ク
少
量
混

)

14
 
灰
色
粘
質
上

(大
小
の
黄
色

ブ
ロ

ッ
ク
混

)

16
  
~

15
明

灰
色
粘
質
土

(
3m
m～

2c
m程

の
黄
色
ブ

ロ
ッ
ク
全
体

に
混

)

16
 
黄
色
粘
質
土

(灰
色

ブ
ロ

ッ
ク
混

)

17
明

灰
色
粘
質
上

(灰
色

ブ
ロ

ッ
ク
、黄

色
大

中
小

ブ
ロ

ッ
ク
混

)

18
 
灰
褐
色
粘
質
土

(黄
色

ブ
ロ

ッ
ク
少
量
混

)

19
 
明
灰
色
粘
質
土

(灰
色
、黄

色
(小

)ブ
ロ

ッ
ク
全
体

に
混

)

20
 
灰
色
粘
質
土

(明
灰
色
、黄

色
ブ

ロ
ッ
ク
混

)

21
 
明
黄
色
粘
質
土

(黒
色

ブ
ロ
ッ
ク
、明

灰
色
マ
ー

ブ
ル
混

)

22
 
明
黄
色
粘
質
土

(黒
色

明
灰
色

ブ
ロ
ッ
ク
混

)

23
 
黄
色
粘
質
土

24
 
反
色
粘
質
土

25
 
淡
灰
色
粘
質
土

26
 2
0よ

り
黄
色

ブ
ロ
ッ
ク
少
な
い
、明

灰
色
粘
質
土

(黄
色

ブ
ロ

ッ
ク

(小
)混

)

27
 
淡
灰
色
粘
質
上

(
黄
色
ブ
ロ
ッ
ク
多
量
、黒

色
ブ
ロ
ッ
ク
少
量
混

)

暗
灰
色
粘
質
土

黒
色
粘
質
土

明
褐
色
粘
質
土
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第3表 土器・陶磁器観察表

香号 遺構 器種
回径 器 高 底径 調整 (外 ) 色調 (外 )

残存率 備考
測

号

実

番(cm) (cm) (cm) 調整 (内 ) 色調 (内 )

1
文

部

縄

底

橙
H286

橙

S16
文

部

縄

底

浅責橙
0409

ナ デ i表 黄橙

S11
文

鉢

縄

浅

橙、にぶい橙、灰褐
/1ヽ片 ×3 赤色酸化粒 N308

橙、にぶい橙、灰褐

4 SD5
文

鉢

縄

浅
脚
明

にぶい黄橙、褐灰
赤色酸化粒 N237

にぶい黄橙、褐灰

5 SD5
文

鉢

縄

深
246

ヨコナデ、ミガキ にぶい黄橙
黒色・赤色酸化粒 T320

ヨコナデ にぶい黄橙

SD5
文

鉢

縄

深
(286) 螂

期
にぶい黄橙

外面煤付着 0392
ナ デ にぶい黄橙

7 SD5
文

鉢

縄

深

橙灰
1/7 沈線、内・外面煤付着 0393

ナ デ 黄

包含層
縄文

底部

ミガキ 灰 白
0413

ナ デ にぶい黄橙

S11
弥生

壺底部

ナ デ にぶい責橙
底部完形

内面、棒状工具による

ナデ痕、外面赤彩
T289

ナ デ 褐灰

SK4
弥生

底部

ナ デ にぶい黄橙
一部煤付着 0385

ナ デ 灰黄橙

11 SD13
弥生

穿孔土器

暗灰黄
底部に穿孔 巨212

にぶい黄橙

S16 健
奏

ハケ、ナデ 橙、褐
赤色酸化粒、煤付着 T439

ケズ リ 橙、褐

SD5 健
奏

ハ ケ 浅黄橙
5/36

連続刺突文、四線、

海綿骨片ヨコナデ、ケズリ にぶい橙

SEl
弥生

脚部
(22.3)

ミガキ 浅黄橙
内面煤付着 0370

ナデ、ケズリ、ハケ 浅黄橙

SD5 腔
奏

12.8 螂
血

ヨコナデ にぶい黄橙
擬凹線7条 0335

ヨヨナデ、ハケ にぶい黄橙

SD5 腔
羹

(138)
顕部

(108)

ヨヨナデ 灰 白 口縁1/18

蜀買吉[1/5
擬凹線5条 N233

ヨヨナデ、ナデ 灰 白

SD5 催
奏

(155)
顕部

(11.4)

ナ デ にぶい橙、明灰白
7/12

擬凹線6条

赤色酸化粒
N302

ヨヨナデ にぶい橙

SD5
弥生

甕形土器

ヨヨナデ にぶい橙、浅黄橙 擬回線6条、赤色酸化粒、

黒色粒、石英
T318

ヨコナデ、ケズリ にぶい橙、浅黄橙

SD5 推
甕

顕部

132

ナデ、ハケ 橙
外面煤付着 H240

ナデ、ケズリ 橙

SD5 腔
甕

(17.0)
ヨコナデ にぶい黄橙

(小片) 擬凹線11条 、赤色粒 0333
ヨコナデ、ケズリ にぶい黄橙

SD5 腔
甕

ヨコナデ にぶい橙、黒褐 擬凹線6条、赤色酸化粒
N234

ヨヨナデ、ケズリ にぶい橙、黒褐 煤付着

SD5 腔
奏

螂
Ｗ

ヨコナデ にぶい黄橙、褐灰
擬凹線7条 N306

ヨコナデ にぶい黄橙

SD5 腔
甕

鮒
理

ヨコナデ にぶい黄橙、褐灰
擬凹線8条、石英 N229

ヨコナデ、ケズリ 黒褐、褐灰

SD5 腔
奏

ヨコナデ にぶい黄橙
黒色・赤色酸化粒 T316

ヨヨナデ にぶい黄橙

SD5 健
甕

160 瑯
鴎

体部

170

ヨコナデ、ナデ 黒色、浅黄橙
黒斑 N236

ヨコナデ、ナデ にぶい黄橙、浅責橙

SD5 雄
甕

ヨコナデ にぶい黄橙 擬凹線3条、貝殻による刺

突文、赤色酸化粒、黒色粒
T313

ヨヨナデ、ケズリ にぶい黄橙

SD5 施
菱

頸部

141
脚
駆

ヨコナデ にぶい橙、黒褐 日縁1/4

″卜音卜1/9

擬凹線7条、連続刺突文、

黒斑、赤色粒
N203

ヨコナデ、ケズリ にぶい責橙～橙

SD5 腔
甕

頸部

104

ナデ、ハケ にぶい赤褐～橙 口径完形

クト音Ь1/3

擬凹線6条、赤彩、

籾圧痕か
N291

ナ デ にぶい赤褐～橙

SD5 腔
奏

(154)
頸部

(1■8)

体部

(13.6)

ナデ、ハケ にぶい責橙、灰黄褐、黒 口径完形

や卜菩呂1/3

廃凹線6条、連続刺突文
N292

ナデ、ハケ 灰黄褐、にぶい黄橙 一部煤付着
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香号 遺構 器種
口径 器 高 底径 調整 (外 ) 色調 (外 )

残存奉 備考
測

号

実

香(cm) (cm) (cm) 調 整 (内 ) 色調 (内 )

SD5 継
養

ハ ケ
H248

ケズリ

SD5 腔
奏

ハ ケ 暗灰黄
2/3 煤付着 H239

ケズリ 暗灰黄

SD5 腔
奏

ハ ケ にぶい橙、褐灰
N230

ケズリ にぶい黄褐～黄橙

SD5 腔
甕

ハケ、ナデ にぶい黄橙、黒褐 ,真吉h2/3

体部1/3
煤付着 N299

ケズリ、ナデ にぶい黄橙

SD5
生

杯

弥

高

脚部径

50
橙

擬凹線、赤彩 0331
ケズリ 明黄橙

SD5
生

台

弥

器

浅黄橙
擬凹線、赤彩連続文 T315

ミガキ 浅黄橙

SD5
生

杯

弥

高

ナ デ にぶい黄橙
(小片) 0330

ナ デ にぶい黄橙

SD5
生

杯

弥

高

橙
7/18 黒色粒、石英 T314

橙

SD5
生

部

弥

脚

にぶい黄橙
赤彩痕 H267

浅黄橙

SD5
生

彩

弥

赤
157

ミガキ 赤
擬凹線15条、赤彩 0441

ケズ リ 浅黄橙

SD5
生

杯

弥

高

ミガキ 橙
擬凹線15条、赤彩 0332

ケズリ、ナデ にぶい責橙

SD5
生

杯

弥

高
192

ヨコナデ、ミガキ にぶい責橙 赤色酸化粒、黒色粒、

石英
T317

ヨヨナデ、ミガキ にぶい黄橙、灰黄褐

SD5
生

部

弥

脚

かき目 灰白、明黄褐
N305

ナ デ 灰白、明黄褐

包含層 雄
甕

(174)
頸部

(143)

にぶい橙
擬凹線4条 0325

ナデ、ケズリ にぶい橙

包含層 推
奏

(223)
にぶい責橙

擬凹線10条 0326
ナ デ にぶい黄橙

包含層
生

部

弥

底

ハ ケ にぶい黄橙、橙
0327

浅黄橙

S11 奏
ハ ケ 褐灰

底部完形 黒色粒 T287
ハ ケ 浅黄橙

S11
土師器

甕

頸部

14.7

ハ ケ にぶい褐
煤付着 H284

ハケ、ナデ 橙

S11
土師器

甕
螂
四

脚
麗

ハケ、ナデ にぶい黄橙 海綿骨片、赤色粒、

粘土組痕
H285

ハケ、ナデ、ケズリ 暗灰黄

S11 土師器
ロクロナデ、ハケ 灰黄褐 金粒、赤色酸化粒、

黒色泣
T440

ロクロナデ にぶい黄橙

S11
土師器

奏
218 螂

‐８．０
体音ト

236
ナデ、ハケ、かき目 にぶい橙 口縁部1/2

体部全周
煤付着 H283

ナデ、ハケ、かき目 にぶい橙

S11
須恵器

杯

ロクロナデ 灰 白 底部…ヘラ状工具によ

るナデ痕、ヘラおこし
T288

ロクロナデ 灰 白

SK13
土師器

碗

ロクロナデ にぶい橙 赤色粒、回転糸切 り痕、

柱状高台
N277

ロクロナデ にぶい黄橙

SK13
土師器

碗

ナデ にぶい橙、灰白
回転糸切 り痕 N274

ナデ にぶい橙、灰白

SK13
須恵器

有台杯

ロクロナデ 灰
N275

ロクロナデ 灰

P13
須恵器

霊
(146)

ロクロナデ 灰、オリーブ黒
自然釉付着 N280

ロクロナデ 灰、オリーブ黒

SD5
土師器

碗

ロクロナデ 灰黄、にぶい黄橙
回転糸切 り痕 N293

ロクロナデ 灰黄、にぶい黄橙

SD5
須恵器

底部

ロクロナデ 灰 白
N235

ロクロナデ 灰 白

SD5 須恵器 (12.0)
灰白、灰責、黄灰

N304
灰白、灰黄、黄灰

P9
土師器

皿

ヨコナデ 浅黄橙
黒色粒、石英 T222

ヨコナデ 浅黄橙
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番号 遺構 器種
口径 器高 底径 調 整 (外 ) 色調 (外 )

残存率 備 考
測

号

実

番(cm) (cm) (cm) 調 整 (内 ) 色調 (内 )

S16 天目茶碗
灰黄褐

1/4 鉄釉 H213
里
い

S12
土師器

皿
(7_7) (50)

浅黄橙
赤色粒 0412

浅黄橙

S12
洲

鉢

珠

悟
(290)

灰黄
0411

灰 黄

S12
洲

鉢

珠

橋
(386)

灰
1/1ヽ 片) 0363

灰

S15
洲

鉢

珠

指
(30_0)

灰
1/7 海綿骨片 0406

灰

SE3 隣
鉢

灰 赤
1/1ヽ 片) 0376

灰赤

SE3 誡
碗

灰
(小片 ) 0375

灰

SE3
磁

炉

青

香

明オリーブ灰
黒色粒 0374

明オリーブ灰

SEl
土師器

皿

ヨコナデ にぶい橙、浅黄橙
N279

ヨコナデ にぶい橙、浅黄橙

SEl
土師器

皿

浅黄橙
赤色粒 0394

浅黄橙

SEl
土師器

皿

橙
0353

橙

SEl
土師器

皿
(77) (45)

ナ デ にぶい黄橙
0396

ナ デ にぶい黄橙

SEl
土師器

皿

浅黄橙
0402

浅黄橙

SEl
土師器

皿
(80)

橙
1/7 0398

橙

SEl
土師器

皿

ナ デ 浅黄橙
赤色粒 0401

ナ デ 浅黄橙

SEl
土師器

皿
(85)

浅黄橙
黒色粒 0408

浅黄橙

SEl
土師器

皿
(14)

浅黄橙
0352

ナ デ 浅黄橙

SEl
土師器

皿

ナ デ 浅黄橙
0395

ナ デ 浅黄橙

SEl
土師器

皿

ナ デ 浅黄橙
赤色粒 0407

浅黄橙

SEl
土師器

皿

ロクロナデ にぶい黄橙
0400

ロクロナデ にぶい黄橙

SEl
土師器

皿

にぶい黄橙
0397

にぶい黄橙

SEl
瀬戸

合子

にぶい黄橙
鉄釉 0399

にぶい黄橙

SE2
土師器

皿

にぶい黄橙
1/5 0364

にぶい黄橙

SE2
土師器

皿

ナ デ にぶい黄橙
赤色粒 0368

ナ デ にぶい黄橙

SE2
土師器

皿

にぶい責橙
赤色粒 0369

ナデ にぶい黄橙

SE2
土師器

皿

ナ デ にぶい黄橙
1/7 0371

ナデ にぶい黄橙

SE2
土師器

皿
102

にぶい黄橙
赤色粒 0366

ナ デ にぶい黄橙

SE2
土師器

皿
(2.0)

浅黄橙
0373

ナ デ 浅黄橙

SE2
土師器

皿

にぶい黄橙
0367

ナ デ にぶい黄橙

SE2
土師器

皿

にぶい黄橙
赤色粒 0372

にぶい黄橙
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番号 遺構 器種
日径 器 高 底径 調整 (外 ) 色調 (外 )

残存率 備考
測

号

実

番(cm) (cm) (cm) 調整 (内 ) 色調 (内 )

SE2
土師器

皿

ナ デ にぶい橙
赤色粒 0365

ナ デ にぶい橙

SE2
珠洲

片口鉢

灰
(小片) 海綿骨片 0362

灰

SE2
洲

鉢

珠

悟
293

灰
海綿骨片、外面被熱 D403

灰

SE2
洲

鉢

珠

悟
(33.3)

灰
(小片) 海綿骨片 0360

灰

SE2 馴
壷

灰
海綿骨片 0361

灰

SE2
洲

鉢

珠

梧

灰 白
指頭痕 0382

灰 白

SE2
珠洲

悟鉢
135 13,0

灰 白
海綿骨片 0354

灰 白

S15
土師器

皿

ヨコナデ 橙
H214

ナ デ 橙

SK13
瀬戸美濃

平碗

灰黄、浅黄
灰釉、黒色斑粒 N276

灰黄、浅黄

SK8
珠洲

梧鉢
278 134

灰
静止糸切 り 0404

灰

SK4
土師器

皿

にぶい橙
0355

回転ナデ にぶい橙

SK4
土師器

皿
(111) (13) (75)

ナ デ 浅黄橙
赤色粒 0386

ナ デ 浅黄橙

SK4
洲

鉢

珠

橋

灰
海綿骨片 0383

灰

SK4
洲

鉢

珠

橋
(388)

灰
海綿骨片 0384

灰

P8
土師器

皿
(110)

浅黄橙
赤色粒 0270

ヨコナデ 浅黄橙

P5
土師器

皿
(15) (50)

浅黄橙
0272

ヨコナデ 浅黄橙

P6
土師器

皿

ヨコナデ にぶい黄橙、淡赤橙
赤色酸化粒、黒色粒 T417

ヨコナデ i莞責橙、淡赤橙

P4
土師器

皿

橙
赤色粒 0271

橙

Pl
土師器

皿

ナ デ にぶい橙
0342

ナ デ にぶい橙

Pl
土師器

皿

ナ デ にぶい橙
0344

ナ デ にぶい橙

Pl
土師器

皿

ナ デ にぶい橙
ほぼ完形 0343

ナ デ にぶい橙

Pl
土師器

皿

ナ デ にぶい橙
0341

ナ デ にぶい橙

SK3
土師器

皿

浅黄橙
ほぼ完形 0348

浅黄橙

SK3
土師器

皿

ナ デ にぶい責橙
0349

ナ デ にぶい黄橙

P2
土師器

皿

にぶい橙
0351

ナ デ にぶい橙

P3
土師器

皿
11

ナ デ にぶい橙
赤色泣 0347

ナ デ にぶい橙

P10
土師器

皿
132

橙
赤色酸化粒 T221

ヨコナデ 橙

Pll
土師器

皿

ヨコナデ 浅黄橙
1/12 赤色粒 N282

ヨヨナデ にぶい橙

P14 誡
碗

オリーブ灰
削 り出し蓮弁 0345

オリーブ灰

SDll
土師器

皿

明黄橙
1/7 赤色疵 H241

明黄橙
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番号 遺構 器種
口径 器高 底径 調整 (外 ) 色調 (外)

残存率 備考
測

号

実

番(cm) (cm) (cm) 調整 (内 ) 色 調 (内 )

SDll
土師器

皿
135

橙
赤色粒 H242

橙

SDll
土師器

皿

ヨコナデ 浅黄橙
2/9 黒色粒 T416

ヨコナデ 浅黄橙

SDll
磁

炉

青

香

明緑灰
底部露胎 N226

明緑灰

SD10
土師器

皿

浅黄橙
H211

浅黄橙

SD9
土師器

皿

浅黄橙
油煙痕、黒色粒 T218

ヨコナデ 浅黄橙

SD9 鰤
奏

にぶい黄橙
黒色粒 T217

灰 黄

SD9
瀬戸美濃

碗

オリーブ黄
灰釉、黒色粒 N227

オリーブ黄

SD9
部

付

織

向

灰白・黒褐
(小片 ) N225

灰 白 。黒褐

SD6
土師器

皿
12.2

橙
赤色酸化粒 T220

ヨコナデ 橙

SD6
瀬戸美濃

笠

ロクロナデ 灰 白
灰釉、赤色酸化粒 T216

ロクロナデ 灰 白

SD15
土師器

皿

橙
H210

橙

SD15 剃
奏

(540)
灰

(小片 ) H209
灰

SD4
瀬戸

折縁小皿

灰オリーブ、オリーブ黒 口縁1/2

底部完形
灰釉、底部糸切り N312

灰オリーブ、オリーブ黒

SD3
土師器

皿

明責橙
赤色粒 0388

回転ナデ 明黄橙

SD3
土師器

皿

浅黄橙
油煙痕 0390

ナ デ 浅黄橙

SD3
瀬戸美濃

緑釉小皿

浅黄橙
(小片 ) 緑釉 0442

浅黄橙

SD3
土師器

皿

浅黄橙
赤色粒 0391

ハ ケ 浅黄橙

SD3
土師器

皿
(110) (42)

浅責橙
赤色泣、油煙痕 0389

ナ デ 浅責橙

SD3 誡
碗

オリーブ灰
釉下に沈線文様 0334

オリーブ灰

SD5
土師器

皿

浅黄橙
H249

浅黄橙

SD5
上師器

皿

ヨコナデ 浅黄橙
赤色酸化粒 N300

ヨコナデ、ナデ 浅黄橙

SD5
土師器

皿
H250

SD5
土師器

皿

にぶい黄橙
油煙痕 H245

にぶい黄橙

SD5
土師器

皿

ヨヨナデ、ナデ 浅黄橙、黄橙
油煙痕、赤色酸化粒 N310

ヨコナデ、ナデ 浅黄橙、黄橙

SD5
土師器

皿
11

にぶい黄橙
石英 T321

ヨコナデ にぶい黄橙

SD5
土師器

皿

ヨコナデ、ナデ 浅黄橙
赤色酸化粒 N299

ヨコナデ、ナデ 浅黄橙

SD5
土師器

皿

ヨコナデ、ナデ 浅黄橙
赤色酸化粒 N301

ヨコナデ 浅黄橙

SD5
土師器

皿

ナ デ 浅黄橙
海綿骨片 H247

ナ デ 浅黄橙

SD5
瀬戸美濃

平碗
(1■6)

オリーブ黄
灰釉、黒色粒 N232

オリーブ黄

SD5
瀬戸美濃

平碗

オリーブ黄
灰釉、黒色粒 N309

オリーブ黄
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番号 遺構 器種
口径 器高 底径 調整 (外) 色調 (外 )

残存事 備考 螂
需Ccm) lcml (cm) 調整 (内) 色調 (内〉

SD5
瀬戸美濃

緑釉小皿

オリーブ、オリーブ黄
灰釉、黒色粒 N295

オリーブ、オリーブ黄

SD5
瀬戸 黄灰、黒

5/6 鉄釉、底部露胎 N297
天目茶碗 黄灰、黒

SD5
瀬戸美濃

碗

灰黄、オリープ黄
底径完形 底部露胎 H243

灰黄、オリーブ黄

SD5
瀬戸美濃

瓶
10.2

灰黄、オリーブ黄 底部露胎、糸切 り痕、

胎土目
H246

オリーブ黄

SD5 誡
盤

(11.4)
明緑灰

1/12 N296
明緑灰

SD5 醜
碗

15.8
灰 白

N231
灰 白

SX2
土師器

皿

橙
2/3 指頭圧痕 H207

橙

洲

鉢

珠

橋

黄灰
1/Jヽ片) 0410

黄灰

瀬戸美濃

御皿

にぶい黄橙、浅黄
1/Jヽ片) 漆つぎ 0329

にぶい黄橙、浅黄

註含燿
瀬戸美濃

天目茶碗

ロクロナデ 褐
鉄釉 T223

ロクロナデ 褐
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第4表 石製品観察表

番号 遺構 納
最大長 最大幅 最大厚 重量

石材 備考 釧
需ｍ

・
(cm) (cm) (Ir)

SBl 輪の羽口 鉄滓付着 N278

SE2 行火 384 凝灰岩 0380

SE2 炉縁石 (90) 凝灰岩 0358

SE2 炉縁石 (16.0) (14.1) (7,9) 凝灰岩 0379

SE2 炉縁石 (16.8) (125) (1130) 1362 凝灰岩 0377

SEl 行火 (91) 凝灰岩 0405

SE2 炉縁石 (125) 1105 凝灰岩 0381

SE2 炉縁石 (6.8) (90) (6.2) 凝灰岩 0357

168 SE2 炉縁石 (284,0) (155.0) (116.0) 3357 凝灰岩 0378

SKl 自然石 14.2 1860 凝灰岩 被熱、煤付着 0350

SD6 打製石斧 (142) (745) (3.2) 砂 岩 T219

SD5 打製石斧 粗流凝灰岩 N238

SD5 打製石斧 478 凝灰岩 T319

包含層 打製石斧 (10,7) (8.3) (31) 火山礫凝灰岩 T290

SD5 砥石 (9,0) (7.4) (29) 凝灰岩 T322

P12 砥 石 (3.7) (2,9) (2.6) 40 凝灰岩 H208

-92-



第5表 鉄製品観察表

番号 遺構 器種
最大長 最大幅 最大厚 重量

備考
測

号

実

番(clll) (cm) (cm) (2)

釘 ? (50) H215

不 明 0346
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第 5章 第12次 (平成15年度)調査

第 1節 発掘調査の経過

本発掘調査業務は、野々市市北西部土地区画整理地区内の野々市市道二日市・松任線工事に伴う事業

を調査原因とする。

平成15年 7月 30日 、野々市町は本開発予定地における埋蔵文化財発掘調査の実施計画書を野々市町北

西部土地区画整理組合 (以下、北西部組合と呼称する。)に提出し、その計画書に基づいて、野々市町と

北西部組合との間で委託契約を締結した。

現地調査は10月 8日 より調査区の設定から開始した。10月 10日 からは大型掘削機を使用して遺構面ま

での土砂を掘削する作業を始め、10月 16日 には完了した。10月 20日 からは、発掘作業員による入力作業が

始まった。入力の作業内容は遺構精査や遺構掘削などで、これらの作業中に調査員は図面の記録を行っ

た。翌年の平成16年 1月 6日 までには全ての遺構掘削が完了し、翌 1月 7日 からは調査区の清掃作業を

開始した。 1月 14日 に清掃作業を終え、同日にラジコンヘリコプターによる空中写真測量を実施し、 1

月20日 まで補足調査を行って、現地調査作業は完了した。

第 2節 遺 構

SBl(第 61・ 66図 )

調査区北東部に位置する掘立柱建物であり、後述のSK2と 位置を同じくする。遺構の規模は東西に約

6.5mで、ビットの深さは約40cmである。

SB2(第 61・ 67図 )

調査区中央部南側に位置する掘立柱建物であり、後述のSK8・ 9な どと位置を同じくする。遺構の規模

は南北に約5,Om、 東西に約12.5mである。面積は約62.5どでピットの深さは約70cmである。

SB3(第 61・ 68図 )

調査区中央部南側に位置する掘立柱建物であり、前述のSB2の南に位置する。遺構の規模は南北に約

3.5m、 東西に約8.Omで ある。面積は約28ど でピットの深さは約50～ 90cmである。

SB4(第 61・ 69図 )

調査区中央部南側に位置する掘立柱建物であり、前述のSB3の 南西に位置する。遺構の規模は南北に

約3.Om、 東西に約8.6mで ある。面積は約26ゴ でピットの深さは約50～ 100c皿 である。

SB5(第 61・ 70図 )

調査区中央部南西側に位置する掘立柱建物であり、前述のSB4の 南に位置する。遺構の規模は南北に

約 1。9m、 東西に約5。6mである。面積は約10.6∬ でピットの深さは約25～ 80cmである。

SB6(第 61・ 116。 121図 )

調査区西部壁際に位置し、第20次SBlと 同じ建物である。後述のS18を 囲い込む形状をしている。遺構

の規模は南北に約3.6mで ある。面積は約10.6ポ でピットの深さは約25～ 80cmである。

SB7(第 61・ 116。 125図 )

調査区西部壁際に位置する掘立柱建物であり、第20次SB5と 同じ建物である。詳細な記載は第20次SB5

で報告する。

S11(第 61・ 71図 )

調査区東南部に位置する竪穴建物であ り、後述のSElが東側に接 している。遺構の規模は南北に約

3.2m、 東西に約1.8mで深さは約30cmで、覆土は灰色～暗灰色粘質土が主体である。
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S12(第 61・ 72図 )

調査区中央部南側に位置する竪穴建物であり、後述のSE2,3の西側に位置する。遺構の規模は南北に

約3,7m、 東西に約2.4mで深さは約25～40cmで、覆土は黄色ブロックの混 じる灰色粘質土が主体である。

S13(第 61・ 72図 )

調査区中央部南側に位置する竪穴建物であり、前述のS12の西側に位置する。遺構の規模は南北に約

2,7m、 東西に約2.6mで深さは約90cmで、覆土は黄色ブロックの混 じる灰色粘質上が主体である。

Si 4(第 61・ 73図 )

調査区中央部やや西側に位置する竪穴建物である。前述のS13の北側に位置し、後述するSE9と SK14と

接 している。SE9と 切 り合い関係があり、S14の方がSE91こ 比べて古い。遺構の規模は南北に約2.7m、 東

西に約4.Omで深さは約60clllで 、覆土は黄色ブロックの混じる渇色粘質上が主体である。

Si 5(第61'74図 )

調査区中央部西側に位置する竪穴建物であり、前述のS14の北西側に位置する。遺構の規模は南北に約

2.8m、 東西に約2.lmで深さは約50cmで、覆土は黄色ブロックの混じる橙色粘質土が主体である。

S16(第 61・ 75図 )

調査区西部に位置する竪穴建物である。前述のS15の南西側に位置し、後述のSE10と 位置を同じくす

る。SE8。 10と切 り合い関係があり、S16の方がSE8。 101こ 比べて古い。遺構の規模は南北に約7.Om、 東

西に約3.4mで深さは約30clllで 、覆土は黄色ブロックの混 じる灰色粘質上が主体である。

S17(第 61・ 76図 )

調査区西部壁際に位置する竪穴建物である。後述のSE18が東側に隣接する。SE18と 切 り合い関係があ

り、S17の方がSE18に 比べて古い。遺構の規模は南北に約2.8m、 東西に約3.4mで深さは約50cmで、覆土

は黄色ブロックの混 じる灰色粘質土が主体である。

S18(第 61・ 77図 )

調査区西部壁際に位置する竪穴建物である。前述のS17の 南側に位置する。遺構の規模は南北に約

3.Om、 東西に約1.2mで深さは約30cmで、覆土は黄色ブロックや炭化物の混 じる褐色粘質土が主体である。

SEl(第 61・ 71・ 78図 )

調査区南東部に位置する井戸状遺構で、前述のS11の東側に位置する。遺構の規模は南北に約2.8m、 東

西に約1.Omである。深さは約1.4mで あり、覆土は褐灰色粘質上が主体である。

SE2(第 61・ 79・ 80図 )

調査区中央部南側に位置する井戸状遺構で、前述のSB2・ 3の南側に位置する。後述のSE3が北側に位

置する。SKllと 切 り合い関係があり、SE2の 方がSKllに比べて古い。遺構の規模は南北に約3.Om、 東西

に約3.Omで 円形を呈する。深さは約2.4mで あり、覆土は灰色粘質上が主体である。

SE3(第 61・ 79・ 80図 )

調査区中央部南側に位置する井戸状遺構で、前述のSE2の 北側に位置する。遺構の規模は南北に約

2.7m、 東西に約3.Omで 円形を呈する。深さは約2.Omで あり、覆土は灰色粘質上が主体である。

SE4(第 61・ 81図 )

調査区中央部に位置する井戸状遺構で、前述のSE3の 北側に位置する。後述するSD4と 切 り合い関係が

あり、SE4の 方がSD41こ比べて新 しい。遺構の規模は南北に約2.7m、 東西に約2,7mで 円形を呈する。深

さは約1.8mであり、覆土は褐色粘質土が主体である。

SE5(第 61・ 82・ 83図 )

調査区北西部に位置する井戸状遺構で、後述のSE6が西側に隣接する。遺構の規模は南北に約3.5m、 東

西に約3.5mで 円形を呈する。深さは約2.Omで あり、覆土は黄色ブロックの混 じる灰色粘質上が主体であ

る。
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SE6(第 61・ 82・ 83図 )

調査区北西部に位置する井戸状遺構で、前述のSE5の 西側に隣接する。遺構の規模は南北に約3.5m、 東

西に約3.5mで 円形を呈する。深さは約2.Omであり、覆土は黄色ブロックの混 じる灰色粘質上が主体であ

る。

SE7(第 61・ 84図 )

調査区北西部端に位置する井戸状遺構で、前述のSE6の西側に位置する。遺構の規模は南北に約3.Om、

東西に約2.2mで円形を呈する。深さは約0,8～ 1.6mで あり、覆土は灰色砂質土・灰色粘質土が主体である。

SE8(第61図 )

調査区北西部に位置する井戸状遺構で、前述のSE7の 東南側に位置する。S16・ SK18と 切 り合い関係が

あり、古い順にS16。 SE8。 SK18と なる。遺構の規模は南北に約3.Om、 東西に約3.7mで円形を呈する。

SE9(第 61・ 73・ 85図 )

調査区北西部に位置する井戸状遺構で、前述のS14が西側に隣接する。遺構の規模は南北に約2.3m、 東

西に約2.5mで 円形を呈する。深さは約0.5mであり、覆土は黄色ブロックの混 じる灰色粘質土が主体であ

る。

SE10(第 61・ 75図 )

調査区西部に位置する井戸状遺構で、前述のS16と 位置を同じくする。遺構の規模は南北に約2.5m、 東

西に約2.5mで 円形を呈する。深さは約2.5mであり、覆土は黄色ブロックの混 じる粘質土が主体である。

SEll(第 61・ 86図 )

調査区南西部に位置する井戸状遺構である。遺構の規模は南北に約2.5m、 東西に約2.2mで 円形を呈す

る。深さは約1.3mであり、覆土は灰色砂質土・粘質土が主体である。

SE12(第 61・ 86図 )

調査区南西部に位置する井戸状遺構で、先述のSEllの南に位置する。遺構の規模は南北に約2.5m、 東

西に約2.8mで 円形を呈する。深さは約1.4mで あり、覆土は灰色砂質土・粘質土が主体である。

SKl(第 61・ 87図 )

調査区北東部に位置する土坑で、先述のSBlの南側に位置する。遺構の規模は南北に約1.2m、 東西に

約1.4mで深さは約50cmであり、覆土は黄色ブロックの混じる灰色粘質土が主体である。

SK2(第 61・ 87図 )

調査区北東部に位置する土坑で、先述のSKlの北西側に位置する。遺構の規模は南北に約1.Om、 東西

に約1.8mで深さは約20cmである。

SK3(第 61・ 87図 )

調査区北東部に位置する土坑で、先述のSK2の西側に位置する。遺構の規模は南北に約1.3m、 東西に

約1.4mで深さは約100cmであり、覆土は褐色粘質上が主体である。

SK4(第 61・ 88図 )

調査区東部に位置する土坑で、先述のSKl～3の南側に位置する。後述するSD4と 切 り合い関係があり、

SK4の 方がSD4に比べて新しい。遺構の規模は南北に約2.8m、 東西に約3.3mで深さは約25cmであ り、覆

土は黄色ブロックの混 じる褐灰色粘質上が主体である。

SK5(第 61・ 88図 )

調査区南東部に位置する土坑で、先述のSK4の南側に位置する。遺構の規模は南北に約0.9m、 東西に

約1.Omで深さは約20～ 35cmであり、覆土は灰色粘質上が主体である。

SK6(第 61・ 89図 )

調査区南東部壁際に位置する土坑で、先述のSK4の南側に位置する。遺構の規模は南北に約1.Om、 東

西に約2.Omで深さは約30～ 40cmであ り、覆土は灰色粘質上が主体である。
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SK7(第 61・ 89図 )

調査区南東部に位置する土坑で、先述のSK6の北側に位置する。遺構の規模は南北に約1,7m、 東西に

約1,7mで深さは約30cmであり、覆土は責色ブロックの混じる灰色粘質土が主体である。

SK8(第 61・ 90図 )

調査区南東部に位置する土坑である。先述のSK7の北西側に位置し、後述のSK9の東に隣接する。SK9

と切 り合い関係があり、SK8の方がSK91こ比べて新 しい。遺構の規模は南北に約1.2m、 東西に約1,7mで

深さは約30clllで あり、覆土は黄色ブロックの混 じる灰色粘質上が主体である。

SK9(第 61・ 90図 )

調査区南東部に位置する土坑である。先述のSK8の西に隣接する。遺構の規模は南北に約3.3m、 東西

に約1.5mで深さは約52cmであり、覆土は責色ブロックの混 じる灰色粘質土が主体である。

SK10(第 61・ 90図 )

調査区南東部に位置する土坑である。先述のSK6の西側に位置する。遺構の規模は南北に約1.Om、 東

西に約1.lmで深さは約70cmであり、覆土は黄色ブロックの混 じる灰色砂質土が主体である。

SKll(第 61・ 79・ 80図 )

調査区中央部南側に位置する土坑である。先述のSE2の東側に隣接する。遺構の規模は南北に約1.2m、

東西に約1.4mで深さは約20cmであり、覆土は灰色粘質上が主体である。

SK12(第61・ 91図 )

調査区南部中央壁際に位置する土坑である。先述のSKllの西側に位置する。遺構の規模は南北に約

1.3m、 東西に約1.3mで深さは約20cmで あ り、覆土は黄色ブロックの混じる灰色粘質土が主体である。

SK13(第 61・ 91図 )

調査区中央部に位置する土坑である。先述のSE4の 西側に位置する。遺構の規模は南北に約1.Om、 東

西に約1.5mで深さは約15cmであり、覆土は褐灰色粘質土が主体である。

SK14(第 61・ 91図 )

調査区中央部西側に位置する土坑である。先述のS14の西側に位置する。遺構の規模は南北に約1.4m、

東西に約1.3mで深さは約120cmである。

SK15(第 61・ 91図 )

調査区中央部南西側に位置する土坑である。先述のS13の 西側に位置する。遺構の規模は南北に約

1.2m、 束西に約1.Omで深さは約20cmで ある。

SK16(第 61・ 92図 )

調査区北西部に位置する土坑である。先述のSE7の 東側に位置する。遺構の規模は南北に約1.3m、 東

西に約1,3mで深さは約20cmである。

SK17(第 61・ 92図 )

調査区北西部に位置する土坑である。先述のSK16の東側に位置する。遺構の規模は南北に約0.8m、 東

西に約0.9mで深さは約32cmであり、覆土は灰色粘質上が主体である。

SK18(第 61・ 92図 )

調査区北西部に位置する土坑である。先述のSK17の南側に位置し、S17と SE81こ挟まれている。遺構の

規模は南北に約1.5m、 東西に約1.5mで深さは約40cmであり、覆土は黄色ブロックの混 じる灰色粘質上が

主体である。

SK19(第 61・ 98図 )

調査区西部に位置する土坑である。先述のSK18の南側に位置する。遺構の規模は南北に約1,7m、 東西

に約1.4mで深さは約18～40cmであり、覆土は灰色粘質土が主体である。
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SK20(第 61・ 93図 )

調査区南西部に位置する土坑である。先述のSK19の南側に位置する。遺構の規模は南北に約1.5m、 東

西に約0.8mで深さは約20cmで あり、覆土は黄色ブロックの混 じる灰色粘質土が主体である。

SK21(第 61・ 93図 )

調査区南西部に位置する土坑である。先述のSK20の東側に位置する。遺構の規模は南北に約1.6m、 東

西に約1.5mで深さは約20cmで あ り、覆土は黄色 。灰色ブロックの混じる灰色粘質上が主体である。

SK22(第 61。 93図 )

調査区南西部に位置する土坑である。先述のSK21の北西側に位置する。遺構の規模は南北に約1.3m、

東西に約1.3mで深さは約28cmで あり、覆土は責色ブロックの混 じる灰色粘質上が主体である。

SK23(第 61。 94図 )

調査区南西部に位置する土坑である。先述のSK20の南側に位置する。遺構の規模は南北に約1.2m、 東

西に約0.7mで深さは約10cmであ り、覆土は黄色ブロックの混 じる灰色粘質上が主体である。

SDl(第 61・ 95図 )

調査区北東部端に位置する遺構である。前述のSK3の南西方向に位置する。遺構の規模は最長部で約

6.Om、 幅は約1.Omを 測る。方位の南北を 0° としたとき西に約80° 振れる。

SD2(第 61・ 95図 )

調査区北東部に位置する遺構である。前述のSDlの東側に位置する。遺構の規模は最長部で約11.5m、

幅は約1,5mを 測る。方位は東西方向にほぼ水平である。

SD3(第 61・ 95図 )

調査区北東部に位置する遺構である。前述のSD2の南側に位置する。遺構の規模は最長部で約11.Om、

幅は約0.7mを測る。方位は東西方向にほぼ水平である。

SD4(第 61・ 95図 )

調査区中央部に位置する遺構である。前述のSD3の南側に位置する。遺構の規模は最長部で約20.6m、

幅は約0.8mを測る。方位は東西方向にほぼ水平である。

SD5(第 61図 )

調査区南西部に位置する遺構である。前述のSE10の 南側に位置する。遺構の規模は最長部で約5.Om、

幅は約0.9mを測る。方位の南北を 0° としたとき東に約10° 振れる。

SD6(第 61・ 94図 )

調査区北西部壁際に位置する遺構である。前述のSE5・ 6の西側に位置する。遺構の規模は最長部で約

2.7m、 幅は約0.6mを測る。方位の南北を 0° としたとき西に約60° 振れる。

Pl(第 61・ 94図 )

調査区北東部壁際に位置するピットで、前述のSBlと 位置を同じくする。直径約30cmを 測る。

P2(第 61図 )

調査区南東部に位置するピットで、前述のSK4の東側に位置する。長軸約65cm、 短軸40cmの楕円形を

呈する。

P3(第 61図 )

調査区南東部に位置するピットで、前述のSK4の南側に位置する。長軸約45cm、 短軸25cmの精円形を

呈する。

P4(第 61図 )

調査区南東部に位置するピットで、前述のSK4の南西側に位置する。長軸約40cm、 短軸20cmの精円形

を呈する。
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P5(第 61図 )

調査区南東部に位置するピットで、前述のP4の西側に位置する。直径約25cmを測る。

P6(第 61図 )

調査区南東部に位置するピットで、前述のSK4の南西側に位置する。長軸約30cm、 短軸20cmの楕円形

を呈する。

P7(第 61図 )

調査区中央部東側に位置するピットで、前述のSD3・ 4の 間に位置する。直径約20cmを 測る。

P3(第 61図 )

調査区南東部に位置するピットで、前述のSK4の南西側に位置する。直径約50cmを測る。

P9(第 61図 )

調査区南部に位置するピットで、前述のSK12の北側に隣接している。直径約35cmを 測る。

P10(第61図 )

調査区南部西側に位置するピットで、前述のS12の南側に位置する。長軸約70cm、 短軸50cmの楕円形を

呈する。

Pll(第61図 )

調査区南部西側に位置するピットで、前述のS12の南西側に位置する。直径約20cmを 測る。

P12(第 61図 )

調査区南部西側に位置するピットで、前述のS12の南西側に位置する。直径約65cmを 測る。

P13(第61図 )

調査区北西部に位置するピットで、前述のS17の東側に隣接 している。直径約■5cmを 測る。

P14(第 61図 )

調査区南西部壁際に位置するピットで、前述のSE12の東側に隣接している。長軸約70cm、 短軸35c皿で

ある。

P15(第61図 )

調査区中央部西側に位置するピットで、前述のSE9の南側に位置する。直径約40c阻 を測る。
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第 61図 遺構全体図 (S=1/150)



第 62図 航空測量図 1(S=1/120)
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第 65図 航空測量図4(S=1/120)
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L=1460m
a_    SEl

灰色砂質土(7.5Y6/1)(粗 砂)

暗灰色粘質土 (N3/)
黒色粘質土 (N2/)
暗灰色粘質土 (N3/)(黄 色ブロック混)

4よ り更に責色ブロック多混 (黄色ブロック固くしまつた土)

3と同色だが粘質強
褐灰色粘質土 (黄色ブロック混)

灰色粘質土(5Y5/1)(黄 色ブロック混)

優琶増詈圭t:¥8チ |!贋琶了日し多亀色ブロック混)

8と同色で黒色ブロック、黄色プロック混
8と似ているが反色が少し濃い

S11
―

b

o                          2m

SEl遺構図・土層断面図 (S=1/40)
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○
ノ

S12

Si 3

L=1460m
a_

1 反色粘質土 (黄色ブロック混)

2 黄色と灰色がマーブル状に混じる
3 明灰色粘質土 (反色の粒混)

4 明灰色粘質土 (貢色ブロック混)

5 明青灰色粘質土 (黄色ブロック混、近世層か?)
6 明灰色粘質土 (貢色ブロック少混)

7 明灰色粘質土 (黄色ブロック多混)

3 明灰色粘質土
9 灰色粘質土 (黄色ブロック混、1よ り濃く、粘質強い)

10 灰色粘質土 (礫層)

⑬
③

に

刃
〃
μ
〃

令

11 灰色粘質土 (黄色ブロック、暗灰色ブロック混)

12 淡灰黄色粘質土
13 灰色粘質土
14 明青灰色粘質土 (近世層か?)

1 明反色粘質土 (近世層か?)
2.褐色粘質土(黄色ブロック混)

3.灰色粘質土 (階灰色ブロック、黄色ブロック混、炭化物混)

4.灰色粘質土(暗灰色ブロック、黄色ブ国ック混)

5 灰色粘質土(暗灰色ブロック、黄色ブロック混)(但 し黄色ブロックが大半を占める)

6 灰色粘質土(暗灰色ブロック、黄色ブロック混、粘質強い)

7 暗灰色粘質土
8 濁明灰色砂質土
9 褐色粘質土
10 暗反色粘質土 (黄色ブロック混)

11 灰色粘質土 (暗灰色ブロック、黄色ブロック混)(5よ り黄色細かい)

12 4と よく似ているが、4よ り暗反色ブロック多い
13 明灰色粘質土 (黄色がマープル状に混)

14 灰色粘質土 (暗灰色ブロック、黄色ブロック混、水分多い)

15 暗褐色粘質土
16 暗灰色粘質土 (黄色ブロック混)

0                            2m

第 72図 S12・ 3遺構図・土層断面図 (S=1/40)
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SK14

L=1440m
a 

―

１

２

３

４

５

６

７

８

９

０

１

２

３

４

５

６

７

粘質土
上(7 5YR3/2)
土 (7 5YR3/2)(黄 色 ブロ ック少量混 )

土 (7 5YR3/2)(黄 色多混 )

上 (7 5YR3/2)(黄 色 ブ ロック多混 )

上(黄色ブロック(細かい)混 )

土(10YR5/1)(黄色ブロック(細かい)混 )

土(10YR6/1)(黄色プロック多混)

土(10YR6/1)(黄色ブロックさらに多混)

土(10YR7/1)(黄色と黄色ブロック混)

土(10YR4/1)(黄色ブロック混)

上(黄色プロック混、炭化物微混)

蓄豊目景吝写湯1暗反色ブロック混土
o                          2m

第 73図 S14・ SE9遺構図・上層断面図 (S=1/40)

-117-



生
２
．＆
４
ユ
０
，■
ｄ
９
，０
，上
２
．

,                                2m

第74図 S15遺痛図 ,土層断面図 (S=1/40)
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第 76図 S17遺構図・土層断面図 (S=1/40)
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６

７

８

９

０

１

２

３

14 濁褐灰色砂質土(7 5YR4/1)(礫 層)

15黒褐色粘質土(5YR2/1)(褐 反色ブロック、黄色ブロック混)

16 灰黄色微砂土(25Y7/2)(黄 色ブロック混)

17 灰貞色粘質土(25Y6/2)
18 黒褐色粘質土(7 5YR3/1)(黄 筋 1条 )

19 に′Sヽ い黄橙色砂質土 (小石混、黒褐色粘質土ブロック混)

20 明黄掲色粘質土
21 灰黄色粘質土(25Y6/2)
22 20の砂質土
23 に′Sヽ い黄橙色砂質土 (礫混)

24 に′Sヽ い黄橙色砂質土に明黄褐色粘質土混
25 褐反色粘質上

0                                                2En

|

第81図 SE4遺橋図・土層断面図 (S=1/40)
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第32図 SE5・ 6遺構図 (S=1/40)
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L三 1440m
a ――――

1 黄灰色粘質土(25Y5/1)(礫ごく少量混)(黄色ブロック混)

2 黄灰色粘質土(25Y6/1)(黄色ブロック多混)

3 灰白色砂質土(5Y7/1)(黄 色ブロック混)

4 黄灰色砂質土(25Y6/1)

]憂震琶描詈圭陰:予詔;贋琶5日し多亀P
7 1と同色で黄色ブロック混じらない
3 1と同色で礫多混
9 黄灰色砂質土 (25Y5/1)(礫混、灰色粘質ブロック、黄色微

砂ブロック混)

10 暗灰色粘質土(N3/)(礫混)

11 灰色粘質土(75Y6/1)(暗灰色ブロック混)

12 階灰色粘質土(N3/)(灰色粗砂混)

13 灰色砂質土(75Y6/1、 粗砂)(礫混)

14 黒色粘質土 (75Y2/1)(礫混)

15 灰色砂質土(75Y6/1、 粗砂)(小礫多混)

16 1よ り粗砂混

黄灰色(25Y6/1)糧砂 (礫混、黄色ブロック混)

黄灰色(25Y6/1)粗砂 (黒色ブロック、黄色マー
ブル混)

黄灰色(25Y6/1)橙色粗砂(黄色ブロック混)

黄灰色(25Y6/1)(黒 色ブロック、黄色ブロック
(固 くしまつた土)混 )

明褐色(7 5YR5/6)粗砂 (黄色ブロック少量混)

明黄褐色粘質土 (25Y7/6)(回 くしまつた上)

反色(5Y4/1)粗 砂
青反色砂質土 (粗砂5B6/1)(明黄褐色ブロック
混、礫多混)

青灰色砂質土 (粗砂5B6/1)
浅黄色粘質土 (25Y7/3)(灰 色ブロック混)

黄灰色粘質土 (25Y5/1)(黒 色ブロック混)
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８

　

９

０
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２

３
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５
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０
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３

４

５

土たしヤ
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８
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３

４
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６

７
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９

　

０

１

２

　

３

　

４

５

６

７

黒色粘質土 (黄色ブロック(大 2個 )混 )

灰白色粘質土 (さ らさらした土)

灰白色粘質土 (黄色(25Y7/8)ブ国ック混)

灰色粘質土(5Y4/1)
10と同色
灰色粘質土(5Y5/1)(灰 色5Y4/1ブロック、黄色ブロック混)

黒褐色粘質土
灰色砂質土 (礫層)

灰色砂質土 (微砂)

灰色粘質土(5Y4/1)(黄 色ブロック混)

灰色砂質土 (黒褐色ブロック混)

灰色粘質土(5Y4/1)
黒色粘質土
灰白色粘質土 (黄色の国い土少混)

オリーブ黒色粘質土 (黒色ブロック、黄色ブロック混)

灰白色粘質土 (シャリシヤリした土)

黒褐色粘質土 (シャリシヤリした上、黄色混)

灰色粘質土(5Y5/1)(砂 質土よりか)

o                             2m

SE5。 6土層断面図 (S=1/40)
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L=1440m
a 

―

1 濁灰色砂質土 (礫層)

2 濁明反色砂質土 (礫層)

3 暗橙濁明灰色砂質土 (礫層、橙色は鉄の沈殿か?)
4 暗灰色粘質土 (黄色ブロック混、礫 2～ 3個混)

5 黄色粘質土 (晴灰色ブロック混、明反色がマーブル状に混)

6 灰色粘質土 (黄色プロック混)

7 淡明灰色砂質土 (黄色ブロック、暗灰色ブロック混)

8 灰色粘質土 (暗灰色、黄色、明反色ブロック少量混)

9 淡明灰色粘質土 (暗反色、黄色ブロック混)

10 淡明暗灰色粘質土 (黄色ブロック混)

11,灰色粘質土
12 灰色粘質土 (黄色ブロック混、6よ り反色うすい)

13 淡明灰色砂質土 (暗灰色ブロック、責色ブロック混)

14 黄色粘質土 (暗灰色ブロック混)

15 淡明灰色粘質土 (黄色ブロック、暗灰色ブロック混)(9よ り黄色が濃い)

16 淡明灰橙色砂質土(暗灰色、黄色ブロック混)(橙色は鉄分)

17 灰色砂質土 (暗灰色、黄色ブロック混)

18 明灰色粘質土 (灰色、黄色ブロック混、黒色ブロックー部混)

19 暗灰色ブロック、黄色ブロック、灰色ブロック混
20 暗灰色粘質土
21 淡明灰黄色粘質土
22 淡明灰色粘質土
23 暗反色粘質土 (黄色プロック混)

0                          2m

第34図 SE7遺構図・土層断面図 (S=1/40)
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SE9・ 10遺構図・土層断面図

1 明黄褐色粘質土 (25Y7/6)
2 灰黄色砂質土 (25Y6/2)(礫混)

3 灰白色粘質土 (25Y7/1)(黒色、黄色ブロック混)

4 黒色粘質土 (25Y2/1)(灰白色ブロック、黄色ブロック混)

5,灰色粘質土(N6/)(黄色プロック混)

6.灰色
7.明黄褐色粘質土 (25Y7/6)(やわらかい上、黒色ブロック混)

8 7と よく似るが灰白色混
9 灰色粘質土(5Y5/1)(黄 色ブロック混)

10 4と よく似るが、黄色ブロック多混
11 灰白ブロック、黄色ブロック、黒色ブロック混ざり合つた土
12 明黄褐色粘質土 (25Y7/6)(黄反色ブロックごく微混)

13 明黄褐色粘質土 (25Y6/8)(回くしまつた土)

14 明黄褐色粘質土(25Y6/8)(回くしまつた土)(黒色ブロック混)

15 灰色粘質土(5Y6/1)
16 黄色粘質土 (地山か?)

2働

(S=1/40)第 85図
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L=1440m
a 

―

1 黄灰色粘質土(25Y5/1)(礫 ごく少量混る(黄色ブロック混))

47 灰白色粘質土(5Y8/1)(黒 色ブロック、黄色ブロック混)

48 黒色粘質土 (黄色ブロック混)

49 47と よく似るが(黄色ブロック(固 くしまつた土)大きく多混、黒色ブ
ロック混)

50 灰色粘質土 (N6/)(青 つぽい、暗褐色ブロック、黄色ブロック混)

51 灰色粘質土 (N6/)(粗 砂混、小礫混)

52 明黄褐色粘質土(25Y7/6)
53 灰色砂質土 (N6/)(粗 砂)

54 明黄褐色ブロック、灰色ブロック混土
55 黒色粘質土
56 灰オリープ砂質土(5Y6/2)0‖ 砂)

57 灰色砂質土(5Y6/1)011砂 )

58 灰色強粘質土(5Y5/1)
59 濁反白色砂質上(5Y7/1)(微 砂、暗掲色、黄色ブロック混)

60 濁灰白色砂質土(5Y7/1)(微 砂、黄色ブロック(固 くしまつた土)混 )

SE12

51と 同色 (黄色ブロック混)

灰色砂質土(N6/)
明黄褐色粘質土(25Y7/6)(灰色所々に混)

黒褐色粘質土(25Y3/1)(黄色ブロック混)

灰色粘質土(25Y4/1)(黄色ブロック均等に混)

灰白色(75Y7/1)微砂 (明黄褐色微砂)

SEll

／）‐‐脚）レ
１

２

３

４

５

６

0                           2m

第 86図 SEll。 12遺構図・土層断面図 (S=1/40)
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SK3

L三 1400m
a 一―――

―
b

１

２

３

４

５

暗反色粘質土
灰色粘質土 (黄色ブロック、暗灰色プロック混)

灰色強粘質土 (黄色ブロック、暗灰色ブロック混)

暗灰色粘質土 (礫層)

反色粘質土 (責色ブロック、暗灰色ブロック混、淡灰色砂混)

―一 b

SK2

L=1400m
a 

―

L=1390m
a ――――

一
b

③

・

1 淡明反色粘質土
2 淡黒褐色粘質土
3 淡黒褐色粘質土 (黄色ブロック混)

4 淡黒褐色粘質土(2よ り少し濃い)

5 淡黒褐色粕質土(2よ り少し濃い、黄色ブロ
6 淡黒色粘質土
7.濁黄色粘質土 (礫多混)

8,濁明灰色粘質土
9,濁明灰色粘質土 (礫多混)

10 淡灰色粘質土

ック混)

o                          2m

第 87図 SKl～ 3遺構図・土層断面図 (S=1/40)

③
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第88図 SK牛 5遺熊図・土眉断面国 (S=1/40J
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L=1460m
b―

(黒褐色、黄色ブロック混)

(黄色プロック混)

(黄色ブロック混)

黄色プロ ック混 )

上(黄色ブロック混)

色ブロック混)

SK7

⑤ 鮭 L=1460m
a 

―
1

―
b

雅

o                          2m

SK6・ 7遺構図・土層断面図 (S=1/40)
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第 89図
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戟
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L=1460m
b―

灰色粘質土(5Y4/1)(黄 色プロック少量混)

灰色粘質土(5Y5/1)(黄 色ブロック混)

灰色粘質土(5Y6/1)(黄 色ブロック混)

灰色粘質土(5Y4/1)(黄 色ブロック少量混)

灰色粘質土(5Y5/1)(黄 色ブロック混)

SK9

SK8

L=1460m
d ――――

SK10

４

５

６

′に

淡黄色粘質土 (灰色ブロック混)

淡灰色粘質土(5Y6/1)(黄 色ブロック混、シヤリシヤリした上)

黒掲色粘質土 (黄色ブロック混、シャリシャリした土)

L=1460m
a 

―

1 近世層か?(下層に鉄分沈殿)

2 灰色砂質土(5Y6/1)(礫 混)

3.灰色粘質土(5Y5/1)
4 灰色砂質土(5Y6/1)(灰 色粘質ブロック混)

5 濁灰色砂質土(5Y4/1)(礫 混)

0                                             2m

SK8～ 10遺構図・土層断面図 (S‐ 1/40)第90図
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L=1460m
a 

一

1 明灰色粘質土 (黄色ブロック、灰色混)

2 黄色ブロック、明灰色ブロック混
3 灰色粘質土 (黄色ブロック混)

4 明灰色粘質土 (黄色ブロック混)

5 明灰色粘質土 (黄色ブロックごく少混)

SK14

1 褐灰色粘質土(5Y6/1)
2 褐反色粘質土 (黒褐色まだらに混(5Y2/1))

SK15

L=1450m
a 

一

o                          2m

第91図 SK12～ 15遺構図・土層断面図 (S=1/40)

SD4
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SK17

L=1440m
a 

―

１

２

３

４

５

６

明灰色粘質土 (シ ャリシヤリした感じ)(砂質つぼい)

濁黄色粘質土 (シ ャリシヤリした感し)(砂質つぼい)

淡灰色粘質土 (シ ャリシャリした感じ)(砂質つぼい)

淡明灰色砂質土
明青灰色粘質土 (炭化物混)

淡明青灰色粘質土 (シ ャリシヤリした感じ)(砂質つぼい)

SK18

化物混)

ブロック多混)

プロック混)

(黄色ブロック、灰色ブロック混)

土
土(黄色ブロック、炭化物混)

土(6よ り少しうすい)

]青反色混、黄色ブロック混)

土(黄色ブロック混)(他より粘性強い)

土(黄色がマーブル状に少量混)

土(黄色がマーブル状に少量混、粘質が他より強い)

0                          2m

第92図 SK16～ 18遺構図・土層断面図 (S=1/40)

１

２

３

４

５

６

７

８

９

０

１

２

L=1420m
a ――――
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④ S附 9

SK20

L=1450m
b―

1 明灰色粘質土 (黄色ブロック、炭化物混)

2 黄明灰色粘質土
3 灰色粘質土
4 淡黄色砂質土
5 1と よく似るが黄色ブロック大きく混
6 明黄色粘質土 (淡明灰色混、黒色ブロック混)

7 淡灰色粘質土 (他よリシヤリシヤリしている)

31諮震摺琶銘詈圭 t豊査与きもり蓼彗堵様膳糟色ちロック混)

10 明灰褐色粘質土
11 明灰褐色砂質土 (シャリシヤリしている)

12 暗灰色粘質土

SK22

１

２

３

４

５

６

７

３

灰色粘質土 (暗灰色ブロック、黄色ブロック混)

騒長哲霜萱霞屠匿E歩宮ラち、黄色ブロック混)

明灰褐色粘質土 (黄色ブロック混)

震電亀豊星亀 灰色ブロック混、黄色ブロック(回 )混 )

明灰色粘質土 (黄色ブロック混)

淡明灰色粘質土 (黄色ブロック混)

1

2
3
4
5
6
7
8
9

耕土
床土
床土
明灰色粘質土 (明灰色砂混)

明灰色粘質土 (炭化物混)

灰色粘質土
明灰色粘質土(黄色ブロック混、鉄分沈殿)

明灰色粘質土 (黄色ブロック(回 )混 )

明灰色粘質土 (黄色ブロック(固 )少混)

第93図 SK19～ 22遺構図・

明灰色粘質土 (黄色ブロック、炭化物混)

明灰色粘質土 (黄色ブロック(大 )混 )

黄明灰色粘質土
褐灰色粘質土 (黄色ブロック少混、炭化物混)

灰褐色粘質土 (黄色ブロック混)

掲灰色粘質土 (黄色、黒色ブロック混)

反掲色粘質土
灰晴掲色粘質土 (黄色ブロック混)

0

土層断面図 (S=1/40)
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第94図  SK23。 SD6・ Pl遺構図・土層断面図 (S=1/40)
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第 103図 遺物実測図8(S=1/3)
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第 105図 遺物実測図 10(S=1/3)
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第 106図 遺物実測図 11(S=1/3)
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第 110図 遺物実測図 15(S=1/3)
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第111図 遺物実測図16(S=1/3)
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第 112図 遺物実測図17(S=1/3)
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第6表 土器・陶磁器観察表

番号 遺構 器種
口径 器高 底径 調整 (外) 色調 (外 )

残存率 備 考
測

号

実

番(cn) (cm) (cm) 調整 (内 ) 色調 (内 )

1 SK16
魅

士霊

ナ デ 浅黄橙
5/36

内外面赤彩、黒色粒、

石英
T88

ナ デ 浅黄橙

2 SD2 催
甕

ヨコナデ にぶい橙 黒色粒、赤色酸化泣、

石英
T96

ヨコナデ にぶい橙

3 SD2 腔
奏

(300)
ヨコナデ、ハケ 橙 口径1/2

底部完形
赤色粒、外面煤付着

ナデ、ケズリ 橙

包含層 腔
奏

ナ デ にぶい黄橙
擬凹線5条 042

ナデ、ケズリ にぶい黄橙

包含層 腔
奏

ヨヨナデ にぶい責橙
擬凹線7条 040

ヨヨナデ にぶい黄橙

包含層 推
甕

(174) (14.3)
ヨコナデ にぶい黄橙

外面煤付着 N338
浅黄橙

7 包含層 肥
甕

177
ナ デ にぶい黄橙

連続刺突文、赤色粒 0104
ナデ、ケズリ 浅黄橙

包含層 腔
甕

ヨヨナデ にぶい褐
擬凹線7条、外面煤付着 033

ヨコナデ、ケズリ にぶい黄橙

包含層 腔
甕

灰黄褐、浅黄橙
N337

浅黄橙、灰白

包含層 腔
奏

(197)
浅黄橙

(小片) 擬凹線8条、赤色粒 034
ナデ、ケズ リ 浅黄橙

包含層 雄
養

242
ヨコナデ にぶい橙 擬凹線9条、赤色酸化粒、

石英
N294

ヨコナデ にぶい橙

包含層 魅
奏

(155)
ナ デ にぶい責橙

赤色粒 037
ナデ、ケズリ にぶい黄橙

包含層 魅
奏

(164)
頸部

(91)

浅黄橙 擬四線、波状支、

赤色酸化粒
N340

ヨコナデ にぶい黄裕

己含層
腱

士霊

橙
0236

橙

立含層
肥

士霊

ハケ、ナデ にぶい黄橙
041

ハケ、ナデ、ケズリ にぶい黄橙

己含層
弥生

霊

ヨヨナデ 浅黄橙、にぶい黄橙
石英 N339

ヨコナデ 浅黄橙、にぶい黄橙

17 包含層
生

部

弥

底

にぶい橙
赤色粒 0■ 7

ナ デ にぶい橙

立含層
生

部

弥

底

ハケ、ナデ にぶい橙
全周 赤色粒 039

ハケ、ナデ にぶい橙

立含層
生

部

弥

底

ハケ、ナデ 橙、にぶい褐
N336

ナ デ 橙、にぶい褐

包含層
生

部

弥

脚
(195)

ミガキ にぶい黄橙
(小片) 035

ケズリ、ナデ 灰黄褐

包含層
生

部

弥

脚
(224)

ナ デ にぶい黄橙
(小片) 赤色粒 038

ケズリ、ナデ にぶい黄橙

立含屠
生

部

弥

脚

ハケ、ヨコナデ にぶい橙
指頭圧痕 0121

ヨコナデ にぶい橙

立含嬉
生

台

弥

器

ミガキ 浅黄橙
煤付着、擬凹線13条

0118
0120ケズ リ、ナデ にぶい黄橙

包含層
生

部

弥

脚

ハ ケ にぶい橙
0122

ナ デ にぶい橙

包含層
生

台

弥

器
鮒
側

ミガキ にぶい橙
全 周

外面赤彩痕、

透かし孔2か所
0119

ケズリ、ナデ にぶい橙

包含層 継
蓋

ナ デ 浅黄橙、黄橙
底部完形 赤色酸化粒、石英 T180

ナ デ にぶい黄橙

S13 腔
奏

(214)
ロクロナデ、カキロ 浅黄橙

赤色粒 N47
ロクロナデ にぶい黄橙

SK4 健
鍋

(244)
ロクロナデ 浅黄橙、黒

(小片) N217
ロクロナデ、ハケ 浅黄橙、にぶい黄橙

包含層 腔
奏

(25.5)
ナ デ 黒 褐

(小片) 赤色粒 045
ナ デ 黒褐
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番号 遺構 器種
口径 器高 底径 調整(外) 色調 (外 )

残存率 備考
測

号

実

番(cm) (cm) (cm) 調整 (内 ) 色調 (内 )

須恵器

杯
(6.6)

ロクロナデ 灰
黒色粒 T34

ロクロナデ 灰

SD2
須恵器

台付蓋

ロクロナデ 黄灰
11/36 自然釉 T97

ロクロナデ 灰 白

SBl
土師器

皿

ナ デ にぶい責橙
011

ナ デ にぶい黄橙

SB2
土師器

皿
(94) 17

にぶい黄橙、灰黄褐
(小片) H130

ナ デ にぶい黄橙

SB2
土師器

皿

ナ デ にぶい橙
赤色粒 015

ナ デ にぶい橙

SB6 膿
甕

ロクロナデ 灰白、灰、黄灰 口縁1/7

底部1/2

外面底部付近に押印

もしくは工具痕

N162
N163ロクロナデ 灰黄褐、責灰

０
０

土師器

皿

浅黄橙、にがい橙
T170

ヨコナデ 浅黄橙、にぶい橙

S11
土師器

皿

浅責橙
赤色酸化粒 T169

ヨコナデ 浅黄橙

S12 誡
碗

オリーブ灰
雷文、茶色粒 N54

オリーブ灰

S13
土師器

皿

ヨコナデ にぶい橙、浅黄橙
赤色粒 N49

ヨコナデ にぶい橙、浅黄橙

S13
土師器

皿
(120) (20)

ヨコナデ にぶい黄橙、浅黄橙
石 英 N48

ヨコナデ にぶい黄橙、浅黄橙

S13
瀬戸美濃

折縁深皿
(396)

にぶい黄
(小片 )

灰釉、

細かく叩いたような痕
036

にぶい黄

S14
洲

鉢

珠

橋

ロクロナデ 灰
(小片) 黒色粒、石英、海綿骨片 T179

ロクロナデ 灰

S14
洲

鉢

珠

橋
352

ロクロナ デ 灰
波状紋 N46

おろし目 灰

洲

鉢

珠

橋

ロクロナデ 灰
7/18 静止糸切 り N16ユ

おろし目 灰

S16
土師器

皿
(24)

ヨコナデ 浅黄橙 赤色酸化粒、黒色粒、

石英
T168

ヨコナデ 浅黄橙

S16
土師器

皿

にぶい責橙
赤色酸化粒、黒色粒 T167

ヨコナデ にぶい黄橙

S16
土師器

皿
124

ヨコナデ 浅黄橙、淡赤橙、橙 赤色酸化粒、黒色粒、

石英
T166

ヨコナデ 浅黄橙、淡赤橙、橙

S16
瀬戸美濃

卸皿
122

ロクロナデ 浅黄
灰釉 N205

おろし目 浅責

S16
瀬戸美濃

/1ヽ 杯

オリーブ責、灰白
灰釉、黒色粒 N206

オリーブ黄、灰白

S17
土師器

皿

ヨコナデ 灰 白
油煙痕 T78

ヨコナデ 灰 白

SE2
土師器

皿

ヨコナデ 浅責橙
赤色粒 N63

ヨコナデ 浅黄橙

SE2 誡
碗

明緑灰、緑灰
黒色・茶色粒 N62

明緑灰、緑灰

SE4
土師器

皿

浅黄橙
赤色粒 N60

浅黄橙

SE4
土師器

皿

ヨコナデ 浅黄橙、灰白
赤色粒 N65

ヨコナデ 浅黄橙、灰白

SE6
土師器

皿

ヨヨナデ にぶい責橙
赤色粒 N67

ヨコナデ にぶい黄橙

SE6
土師器

皿

ヨヨナデ にぶい黄橙
赤色粒、石英 N66

ヨヨナ デ にぶい黄橙

SE5
洲

鉢

珠

括
12.2

ロクロナデ 灰
N157

おろし目 灰

SE6
洲

鉢

珠

指

灰黄
海綿骨片 N58

おろし目 灰黄

SE6
瀬戸

平碗

にぶい黄、浅責
1/7 灰釉、トチン痕 N59

にぶい黄
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番号 遺構 器種
回径 器 高 底径 調整(外 ) 色調(外 )

残存率 備考
測

号

実

番(cm) (cm) (c■ ) 調整(内 ) 色調 (内 )

SE8
土師器

皿

ナ デ 浅黄橙
N158

ナ デ 浅黄橙、にぶい橙

SE10 醜
碗

浅黄
(小片) 黒色粒 N61

浅責

SE10
洲

鉢

珠

指
(394)

灰
(小片)

海綿骨片、

割れた後に被熱
0359

灰

SE12
瀬戸美濃

折縁小皿

淡黄
灰釉、黒色粒、糸切 り痕 N64

淡責

SE12 誡
碗

オリーブ灰
H196

オリーブ灰

SKl
土師器

皿

ヨヨナデ にぶい黄橙 赤色酸化粒、黒色粒、

石英
T82

ヨヨナデ にぶい黄橙

SK2
土師器

皿

ヨコナデ、ナデ 浅黄橙
赤色粒 N210

ヨコナデ 浅黄橙

SK3
土師器

皿

橙、にぶい橙、にぶい黄
赤色粒 N209

橙、にぶい橙、にぶい黄

SK3
土師器

皿

ヨヨナデ 浅黄橙 回縁 1/9

底部1/3
浅黄橙 N208

ヨコナデ 浅黄橙

SK4
土師器

皿

ヨコナデ、ナデ 浅黄橙、にぶい黄橙
赤色粒 N224

ヨコナデ 浅黄橙、にぶい黄橙

SK4
土師器

皿
(21) (26)

ナ デ 浅黄橙、にぶい黄橙
赤色粒 N220

ヨヨナデ、ナデ 浅黄橙、にぶい黄橙

SK4
土師器

皿

ヨコナデ、ナデ 浅黄橙、にぶい黄橙
赤色粒 N229

ヨコナデ、ナデ 浅黄橙、にぶい黄橙

SK4
土師器

皿
(1.6)

ヨコナデ、ナデ 浅黄橙、黒褐
油煙痕、赤色粒

N218
N219ヨヨナデ、ナデ 浅黄橙、黒掲

SK4
土師器

皿

ナ デ 浅黄橙、灰白
赤色粒 N223

ヨコナデ、ナデ 浅黄橙、灰白

SK4
土師器

皿

ナ デ にぶい黄橙
赤色酸化粒 T70

ヨコナデ にぶい黄橙

SK4
土師器

皿
(■ 7)

ナ デ 浅黄橙
黒色粒、赤色酸化粒 T72

ヨコナデ 浅黄橙

SK4
土師器

皿

ナ デ 浅黄橙
赤色酸化粒 T74

ヨコナデ 浅黄橙

SK4
土師器

皿

ナ デ 淡赤橙、浅黄橙
赤色酸化粒 T69

ナ デ 淡赤橙、浅黄橙

SK4
土師器

皿
(50)

ヨコナデ、ナデ 浅責橙、にぶい責橙
口縁1/12 赤色粒 N228

ヨコナデ 浅黄橙、にぶい黄橙

SK4
土師器

皿

ヨコナデ、ナデ にぶい黄橙
赤色粒 N215

ヨコナデ、ナデ 浅黄橙

SK4
土師器

皿

ヨコナデ、ナデ にぶい黄橙
赤色粒 N232

ヨコナデ にぶい責橙

SK4
土師器

皿

ナ デ にぶい黄橙 口縁 1/12

底体部1/6
赤色粒 N230

ナ デ にぶい黄橙

SK4
土師器

皿

ヨコナデ、ナデ 浅黄橙
赤色粒 N221

ヨヨナデ、ナデ 浅黄橙

SK4
土師器

皿

ヨヨナデ、ナデ にぶい責橙 口縁1/8

底体吉[1/6
赤色粒 N233

ナ デ にぶい黄橙

SK4
土師器

皿
(1,7)

ヨヨナデ、ナデ 浅黄橙、にぶい黄橙
赤色粒 N227

ヨヨナデ、ナデ 浅責橙、にぶい責橙

SK4
土師器

皿
(60)

ヨヨナデ、ナデ にぶい黄橙
赤色粒 N231

ヨコナデ にぶい黄橙

SK4
土師器

皿

ヨコナデ にぶい黄橙
5/36 赤色酸化粒、石英 T73

ヨコナデ にぶい黄橙

SK4
土師器

皿

ヨヨナデ 浅黄橙
赤色酸化粒、石英 T76

ヨコナデ 浅黄橙

SK4
土師器

皿

ヨコナデ、ナデ 灰白、浅黄橙
赤色粒 N226

ヨコナデ、ナデ 灰白、浅黄橙

SK4
土師器

皿

ヨコナデ 浅黄橙
(小片) 赤色酸化粒 T71

ヨコナデ 浅黄橙
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番号 遺構 器種
口径 器高 底径 調整 (外) 色調(外 )

残存率 備考
測

号

実

番(cm) (cm) (cm) 調整 (内 ) 色調 (内 )

SK4
土師器

皿

ヨヨナデ、ナデ 浅黄橙 回縁1/8

底部1/6
赤色粒 N222

ヨヨナデ 浅黄橙

SK4
土師器

皿

にぶい黄橙
1/12 赤色粒 N235

ヨコナデ にぶい黄橙

SK4
土師器

皿

ヨコナデ、ナデ 浅黄橙、にぶい黄橙
赤色粒 N225

ヨコナデ、ナデ 浅黄橙、にぶい黄橙

SK4
土師器

皿
122

ヨヨナ デ 浅責橙
赤色粒 N234

ヨコナデ 浅責橙

SK4
土師器

皿

ヨコナデ、ナデ 浅責橙
1/12 赤色粒 N216

ヨコナデ、ナデ 浅黄橙

SK4
土師器

皿
128

ナ デ 浅黄橙
赤色酸化粒、油煙痕 T75

ヨコナ デ 浅黄橙

SK4
土師器

皿

ヨコナデ 褐灰
5/9

静止糸切 り、黒色粒、

石英
T68

ナ デ 褐灰

SK4
瀬戸 黒、褐、浅黄橙

鉄釉、底部露胎、後Ⅳ新 N211
天目茶碗 黒、褐、浅黄橙

SK6
土師器

皿

ヨコナデ 浅黄橙
赤色酸化粒、黒色粒 T98

ヨコナデ 浅黄橙

SK8
土師器

皿

ヨコナデ 浅黄橙
黒色粒、石英 T83

ヨコナデ 浅黄橙

SK8
土師器

皿

ヨヨナデ 浅黄橙、橙、淡赤橙
赤色酸化粒、石英 T84

ヨコナデ 浅黄橙、橙、淡赤橙

SK9
土師器

皿
(■7)

淡赤橙、浅黄橙
赤色粒 N141

淡赤橙、浅黄橙

102 SK9
土師器

皿

ヨコナ デ にぶい責橙

ヨコナデ にぶい黄橙

SK9
土師器

皿

ヨコナデ 浅黄橙
1/7 赤色粒 N142

ヨコナデ 浅黄橙

SK10
土師器

皿

ナ デ 橙
H125

ナ デ 橙

SKll
土師器

皿

にぶい橙
H124

ロクロナデ にぶい橙

SK12
土師器

皿
■7 (4.0)

ナ デ 淡赤橙、浅黄橙 口縁1/4

底部完形
N51

ナ デ 淡赤橙、浅黄橙

SK12
土師器

皿

ヨコナデ 橙
1/12 N52

ヨコナデ 橙

SK12
土師器

皿

ヨコナデ 浅黄橙、にぶい橙
N50

ヨコナ デ 浅黄橙、にぶい橙

SK15
洲

鉢

珠

指

ロクロナデ 灰
波状文 N44

おろし目 灰

SK15
一月
碗

瀬

平

ロクロ、ケズリ 黒、浅黄橙
7/18 灰釉、黒色粒 N45

オリーブ責、浅責

SK15
瀬戸美濃

緑釉卸皿

にぶい黄橙
1/4 灰釉 N43

おろし目 オリーブ責、灰オリーブ

SK16
土師器

皿

ヨコナデ、ナデ 灰黄褐
黒色粒、石英 T91

ヨコナデ 灰黄褐

SK16
土師器

皿

ヨコナデ 浅黄橙
7/36

赤色酸化粒、黒色粒、

石英
T90

ヨコナデ 浅黄橙

SK16
土師器

皿

ヨコナデ 橙、にぶい橙、褐灰
7/36 赤色酸化粒 T87

ヨコナデ 橙、にぶい橙、褐灰

SK16
瀬戸美濃

緑釉卸皿

ロクロナデ 灰責
灰 釉 T89

ロクロナデ、おろし目 灰 黄

SK16
賀

鉢

加

橋

ロクロナデ 黄灰
黒色粒 T92

ロクロナデ 黄灰

SDl
土師器

皿

ヨコナデ 橙
赤色酸化粒、黒色疵 T109

ヨコナ デ 橙

SDl
土師器

皿

ヨコナデ 浅責橙 黒色粒、赤色酸化粒、

石英
Tlll

ヨコナデ 浅黄橙

SDl
上師器

皿

ヨコナデ 浅黄橙
赤色酸化粒、黒色粒 T107

ヨヨナデ 浅責橙
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番号 遺構 器種
口径 器高 底径 調整 (外) 色調 (外)

残存率 備考
測

号

実

番(cm) (cm) (cm) 調整 (内 ) 色調(内 )

SDl
土師器

皿

ヨコナデ 浅黄橙、淡橙
赤色酸化粒、黒色粒

T106
T■0ヨコナデ 浅黄橙、淡橙

SDl
土師器

皿

ヨコナデ 淡赤橙、浅黄橙
5/36 赤色酸化粒、黒色粒 T108

ヨコナデ 淡赤橙、浅黄橙

SDl
土師器

皿

ヨコナデ 浅黄橙 赤色酸化粒、黒色粒、

石英
T■ 2

ヨコナデ 浅黄橙

SDl
洲

鉢

珠

指

ロクロナデ にぶい黄橙
波状紋、指圧痕

N145
N146ロクロナデ、おろし目 にぶい黄橙

SDl
瀬戸陶器

花瓶

にぶい黄、灰黄
底部完形 灰釉、石英、黒色粒 H195

灰黄

SDl 訥
碗

台

Ю

高

６

灰オリーブ
2/3 灰釉、底部外面無釉 H204

灰オリーブ

126 SDl 誡
碗

講
∞

暗オリーブ 口縁ユ/7

底部完形
灰釉、底部外面無釉 H202

暗オリーブ

SD2
土師器

皿

ヨコナデ 浅黄橙、にぶい赤橙
黒色粒、赤色酸化粒 T100

ヨコナデ 浅責橙、にぶい赤橙

SD2
土師器

皿

ヨコナデ 橙、にぶい赤橙
赤色酸化粒 T99

ヨコナデ 橙、にぶい赤橙

SD2
土師器

皿
70+

ヨコナデ 赤橙、浅黄橙
7/36 赤色酸化粒 T101

ヨヨナデ 赤橙、浅黄橙

SD2 劇
甕

296
胴部

218

ロクロナデ 灰、灰白
12世紀末～13世紀初か N155

ロクロナデ 灰白、灰

SD2 誡
碗

ロクロナデ オリーブ灰
黒色粒 T95

ロクロナデ オリーブ灰

SD2
洲

外

珠

橘

ロクロナデ 灰
T193

灰

SD2
ユ刷
鉢

越

悟

ロクロナデ 灰黄褐
黒色粒 T191

ロクロナデ 灰黄褐

SD3
土師器

皿

ヨヨナデ にぶい橙、浅黄橙
赤色粒 N148

ヨヨナデ にぶい橙、浅黄橙

SD3
土師器

皿

ヨコナデ にぶい橙、浅黄橙
赤色粒 N149

ヨコナデ にぶい橙、浅黄橙

SD3
劇

〓霊
(86)

ロクロナデ 灰、灰白
底部完形 静止糸切 り痕 N147

ロクロナデ 灰、灰白

SD4
土師器

皿

ヨヨナデ にぶい黄橙
石 英 T187

ヨコナデ にぶい黄橙

SD4
土師器

皿

ヨコナデ にぶい黄橙、淡赤橙 赤色酸化粒、黒色粒、
T182

ヨコナデ にぶい黄橙、淡赤橙 石 英

SD4
土師器

皿

ヨコナデ にぶい黄橙
赤色酸化粒、黒色粒 T186

ヨコナデ、ナデ にぶい黄橙

SD4
土師器

皿

ヨヨナデ 浅黄橙 赤色酸化粒、黒色粒
T185

ヨコナデ、ナデ 浅黄橙 石英

SD4
土師器

皿

ヨヨナデ にぶい黄橙
5/36

赤色酸化粒、黒色粒
T190

ヨコナデ、ナデ にぶい黄橙 石英

SD4
土師器

皿

ヨコナデ にぶい黄橙 赤色酸化粒、黒色粒、
T189

ヨコナデ、ナデ にぶい黄橙 石 英

SD4
土師器

皿

ヨコナデ 橙
底部完形 赤色酸化粒、糸切り痕 T183

ヨコナデ 橙

SD4
洲

鉢

珠

橋

ロクロナデ 灰
海綿骨片、石英 T181

ロクロナデ、おろし目 灰

SD4
瀬戸

禄釉小皿

ロクロナデ 明赤褐
釉 T188

ロクロナデ にぶい橙

SD5
土師器

皿

ヨコナデ にぶい黄橙
赤色酸化粒、石英 T103

ヨコナデ にぶい黄橙

SD5
珠洲

橋鉢
(85)

ロクロナデ 灰
波状文、海綿骨片 T94

おろし目 灰

SD6
瀬戸

天目茶椀

にぶい黄橙、暗褐
鉄釉、底部露胎、後Ⅳ新 N207

にぶい黄橙、暗褐

瀬戸

小壼

ケズリ 灰、にぶい黄橙、黒褐
底部完形

灰釉、回転糸切り痕、

内部に付着物
N150

褐灰、灰褐、暗赤褐
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番号 遺構 器種
口径 器高 底径 調整 (外 ) 色調 (外 )

残存率 備考
測

号

実

番(cm) (cm) (cm) 調整 (内 ) 色調 (内 )

Pl 醜
皿

白 口縁1/5

底部1/2
底部露胎 N151

白

P2
土師器

皿

ナ デ にぶい橙
油煙痕 H129

ナ デ にぶい橙

P3
洲

鉢

珠

橋

黄灰
H127

責 灰

P4
土師器

皿
(62)

ナ デ にぶい黄橙
(小片) H136

ナ デ にぶい黄橙

P4
土師器

皿
(10.8) (84)

ヨヨナデ、ナデ 浅黄橙
(小片) H135

ヨコナデ 浅黄橙

P5
土師器

皿

ヨコナデ 浅黄橙
赤色粒 N134

ヨコナデ 浅黄橙

P5
土師器

皿

ヨコナデ、ナデ 灰白、にぶい黄橙
2/9

N132
N133ヨコナデ 灰白、にぶい黄橙

157 P9
土師器

皿
(154) (14)

ナ デ 橙
赤色粒 04

ナ デ 橙

P8
土師器

皿
(86) ■7 (56)

ヨコナデ、ナデ にぶい黄橙
(小片 ) 赤色粒 H138

ヨコナデ にぶい責橙

P8
土師器

皿
(90)

ヨコナデ、ナデ 浅黄橙
(小片) H137

ナデ 浅黄橙

P9
土師器

皿

ナ デ 褐 灰
内外面煤付着 08

ナデ 褐灰

P9
土師器

皿

ナ デ 浅黄橙
07

ナ デ 浅黄橙

P10
土師器

皿

ナデ 橙
赤色粒 05

ナ デ 橙

Pll
土師器

皿

ナデ 橙
017

ナ デ 橙

Pll
土師器

皿

ナ デ にぶい橙
赤色粒 018

ナ デ にぶい橙

Pll
土師器

皿

ナ デ にぶい責橙
019

ナデ にぶい黄橙

Pll
瀬戸美濃

(344)
オリーブ

(小片) 釉、底部無釉 016
折縁深皿 オリーブ

P12
土師器

皿

ナ デ にぶい黄橙
06

ナ デ にぶい黄橙

P13
土師器

皿
(■3)

ナ デ にぶい責橙
(小片) 010

ナ デ にぶい黄橙

P14
珠洲

指鉢 ?

ロクロナデ 灰 白
指圧痕 N139

ロクロナデ 灰 白

SXl
土師器

皿

ヨコナデ にぶい黄橙
回転糸切 り痕 0114

ヨコナデ にぶい黄橙

SXl
土師器

皿

ヨコナデ にぶい責橙
(小片) 赤色粒 0116

ヨコナデ にぶい黄橙

SXl
土師器

皿

ナ デ にぶい橙
赤色粒 0113

ナ デ にぶい橙

SXl
土師器

皿

ヨコナデ にぶい黄橙
全周 赤色粒 0115

ヨコナデ にぶい責橙

SXl
珠洲

糟鉢

黄灰
043

黄灰

鞍部 醜
碗

(127)
灰 白

1/1ヽ片) 沈線 044
灰 白

鞍部 説
碗

台

Ю

高

６

オリーブ灰
接地面釉剥ぎ H128

オリーブ灰

立含層
土師器

皿

ヨコナデ 灰 白
油煙痕 T42

ヨコナデ 灰 白

包含層
土師器

皿

ナ デ 浅黄橙
赤色粒 09

ナ デ 浅黄橙

包含層
土師器

皿

ナ デ 浅黄橙
赤色粒 012

ナ デ 浅責橙
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番号 遺構 器種
口径 器 高 底径 調整(外) 色調 (外)

残存率 備考
実測

番号(cm) (cm) (cm) 調整 (内 ) 色調 (内 )

包含層
土師器

皿
■7

ナ デ 灰白、黄灰、にぶい橙
完形 油煙痕 H197

ナ デ 灰白、責灰、にぶい橙

霊含層
土師器

皿

橙、にぶい橙
赤色粒 T28

ヨコナデ 橙、にぶい橙

証含層
土師器

皿
(88)

ナ デ にぶい黄橙
(小片) 013

ナ デ にぶい黄橙

包含層
土師器

皿
(97)

ナ デ にぶい橙
(小片 ) 赤色粒 014

ナ デ にぶい橙

包含層
土師器

皿
(104) (80)

ヨコナデ 灰黄橙、にぶい責橙
赤色酸化粒 N415

ヨヨナデ 灰責橙、にぶい黄橙

包含層
土師器

皿

ヨコナデ にぶい橙
1/7 赤色粒 T30

ヨヨナデ にぶい橙

包含層
土師器

皿
(2.8)

ヨコナデ にぶい橙、浅黄橙
赤色粒 T27

ヨコナデ にぶい橙、浅黄橙

包含層 鰊
碗

ロクロナデ オリーブ黄、灰白
灰釉、胎土目2か所 T32

ロクロナデ オリーブ黄、灰白

包含層
瀬戸美濃

折縁小皿

ロクロナデ 浅黄
(小片) 灰釉 T40

ロクロナデ 浅黄

包含層
瀬戸

折縁深皿
(257)

にぶい黄
(小片) 灰釉 020

にぶい黄

包含層
瀬戸 ロクロナデ 黒褐

7/18 鉄釉、底部露胎 T224
天目茶碗 ロクロナデ 黒褐

包含層 識
碗

オリーブ灰
T26

オリーブ灰

包含層 誡
碗

オリーブ灰
蓮弁文、黒色粒 T25

オリーブ灰

包含層 識
碗

ロクロナデ 灰オリーブ
底部釉剥ぎ T39

ロクロナデ 灰オリーブ

包含層 識
碗

オリーブ灰、にぶい黄橙
底部完形 底部露胎 N153

オリーブ灰、にぶい黄橙

包含層 誡
碗

(140)
灰オリーブ

例 片ヽ) 雷文か T23
灰オリーブ

包含層 餓
皿

高台

41
灰 白

完形
高台挟 り込み、

接地面釉剥ぎ、底部無釉
H199

灰 白

包含層 醜
皿

灰白、灰オリーブ
灰釉、底部露胎、黒色粒 N414

灰 白、灰 オリーブ

包含層 醜
碗

ロクロナデ 灰 白
T35

ロクロナデ 灰 白

包含層
中国白磁

碗

ロクロナデ 灰 白
底部露胎 T31

ロクロナデ 灰 白

包含層 刺
壼

頸部

204

ロクロナデ、タタキ 灰、黒
竹管文3か所 N143

ロクロナデ 灰、黒

包含層 剰
甕

376 螂
幽

ロクロナデ、タタキ オリーブ灰
(小片) V期 N152

ロクロナデ オリーブ灰

包含層 刺
甕

顕部

36.8

ロクロナデ、タタキ 暗青灰、青灰
V期 N160

ロクロナデ 青灰、オリーブ灰

203 包含層 瑚
壷

ロクロナデ 黄灰
輪積み痕 T171

ロクロナデ 灰

霊含層 劇
壺

ヨコナデ 灰
煤付着 T22

ヨコナデ 灰

包含層
劇

・宝
126

ヨヨナデ 灰 白
板状圧痕 N144

ヨコナデ 明褐灰、褐灰

包合層
馴

士宝
(123)

灰
石 英 T24

灰

立合層
洲

鉢

珠

悟

ロクロナデ 暗灰
T176

ロクロナデ 灰

立含層
洲

鉢

珠

橋
(58)

ロクロナデ 灰
V～Ⅵ期 T178

ロクロナデ、おろし目 灰

包含層
珠洲

橋鉢

ロクロナデ 黄灰
(小片) 波状文 T33

ロクロナデ、おろし目 黄灰
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需 遺構 器種
口径 器高 底径 調整 (外) 色調 (外)

残存率 備考
測

号

実

番
(clll) (cm) (仇 ) 調整(内 ) 色調 (内 )

包含層
洲

鉢

珠

悟
140

灰
底部完形 H201

灰

包含層 鰤
奏

152
ロクロナデ にぶい黄褐

指オサエ痕 T172
ロクロナデ にぶい黄褐

第7表 石製品観察表

番号 遺構 器種
最大長 最大幅 最大厚 重量

石材 備考
測

号

実

番(cm) (cm) (cn) (g)

SB4 砥石 凝灰岩 中砥石 T3

S12
茶白

(下自)

2660 火山礫凝灰岩 N418

S17 砥 石 凝灰岩 中砥石 T79

S17 自然石 (149) (124) 13500 安山岩 煤付着 T77

S18 炉縁石 2500 疑灰岩 煤付着、被熱 N56

SE5 炉縁石 (18.5) (12.5) 24450 凝灰岩 0156

SE5 炉縁石 (171) (123) 886 凝灰岩 N160

SE5 炉縁石 7500 凝灰岩 煤付着 N57

SE7 炉縁石 132 147 14100 凝灰岩 N59

SE9 炉縁石 (173) 19200 凝灰岩 煤付着 021

SKl 炉縁石 (123) (105) 6570 凝灰岩 T81

SKl 炉縁石 (24.2) (15.4) (1070) 26600 凝灰岩 T80

SK4 炉縁石 246 2270.0 凝灰岩 N55

SK4 行火 2550 軽石疫灰岩 ノミ痕 N212

SK4
石臼

(上 )

酪
邪

29000 火山礫凝灰岩 H123

SK20 砥石 凝灰岩 中砥石 N213

228 SK4 砥 石 凝灰岩 中砥石 N214

229 SK8 行火 2700 軽石疑灰岩 H126

SK9 砥石 凝灰岩 中砥石 N140

SK16 行火 (10.0) 軽石凝灰岩 T85

232 SDl
石臼

(上 )

直径

3■ 5
68000 火山礫凝灰岩 H200

SDl 打製石斧 5420 凝灰岩
砥石として使用

したものの転用
T105

SD2 打製石斧 (14.3) 火山礫凝灰岩 T192

SD4 砥石 泥岩 仕上げ砥石 T184

SD5 行火 (11) 凝灰岩 ノミ涙 T102
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987 P16 徹 理 0 鰈 ″ミ藤 軽

238 嬢 撤 tin 色住4) (韓) 1朗0 瞬 T41

239 讐含暦 :鰯 鰤 ) (lt顔0け 【爾 m酎 凝涙碧 T1751

郷 笹缶層 徹 1蠅 (鋤 鰈 ) 鯉 0 疑床碧 ノミ痕 T174

244 包合盾 管鶏静 一通 商 潜 t】       〔〕       〔〕       |       ()         |蝉 046

鶏3豪 鉄製品…銭費観察蔑

242 SK8 鰈
一〇 解 一舗 期 T93

243 釘 軽a 玉1り H131

244 SB3 鐵 弱 卸 02061

245 SB3 錢 一駆 一幼 0205
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第 6章 第20次 (平成17年度)調査

第 1節 発掘調査の経過

本発掘調査業務は、野々市市北西部土地区画整理地区内の野々市市道二日市・松任線工事に伴う事業

を調査原因とする。

平成17年 10月 14日 、野々市町は本開発予定地における埋蔵文化財発掘調査の実施計画書を野々市町北

西部土地区画整理組合 (以下、北西部組合と呼称する。)に提出し、その計画書に基づいて、野々市町と

北西部組合 との間で委託契約を締結 した。

現地調査は、12月 1日 の調査区設定より開始した。12月 5日 からは大型掘削機を使って遺構面までの

上砂を掘削する作業を実施 し、12月 10日 には完了した。掘削機による表土除去作業と併行 して、12月 7

日からは、発掘作業員による人力作業が始まった。人力の作業内容は遺構精査や遺構掘削などで、これ

らの作業中に調査員は図面の記録を行った。降雪等により調査は難航を極めたが、平成18年 2月 14日 に

は全ての遺構掘削が完了し、 2月 17日 にからは調査区の清掃作業を開始。 2月 27日 には清掃作業が完了

し、同日にラジコンヘリコプターによる空中写真測量を実施して現地調査作業は終了した。

第 2節 遺 構

SBl(第 61・ 116。 121図 )

調査区北東部に位置する掘立柱建物である。建物東側の一部は12次SB6とこ位置する。遺構の規模は南

北に約3,7m、 東西に約10.8mで面積は約40,Omで ある。ピットの深さは約40～ 120cmである。

SB2(第 116・ 122図 )

調査区北東部に位置する掘立柱建物であり、後述のSK2～ 5な どと位置を同じくする。遺構の規模は南

北に約2.8m、 東西に約7.Omで面積は約20.Omで ある。ピットの深さは約40～70cmで ある。

SB3(第 116。 123図 )

調査区北東部に位置する掘立柱建物であり、後述のSK2～ 5な どと位置を同じくする。遺構の規模は南

北に約4.5m、 東西に約4.7mで面積は約21.Omで ある。ピットの深さは約40cmで ある。

SB4(第 116。 124図 )

調査区北東部に位置する掘立柱建物であり、先述のSBl～ 3と 位置をおおむね同じくする。遺構の規模

は南北に約5.3m、 東西に約4.Omで面積は約21.2mで ある。ピットの深さは約50～ 110cmである。

SB5(第 61・ 116。 125図 )

調査区東部に位置する掘立柱建物である。建物東側の一部は12次SB7に位置する。先述のSBl～4の南

側に位置する。遺構の規模は南北に約8.Om、 東西に約8,Omで面積は約64.Omである。ピットの深さは約

50～ 75cmである。

SB6(第 116・ 126図 )

調査区北西部に位置する掘立柱建物である。遺構の規模は南北に約6.2m、 東西に約2.2mで面積は約

13.6mである。ピットの深さは約30～40cmである。

S11(第 116。 127図 )

調査区北東部壁際に位置する竪穴建物である。先述のSBl～4の北側に位置 し、後述のSElが東側に接

している。SElと 切 り合い関係があり、S11の方がSElに比べて古い。遺構の規模は南北に約2.3m、 東西

に約2,3mで ある。深さは約50cmで、覆土は灰色粘質上が主体である。
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S12(第■6・ 128図 )

調査区北東部壁際に位置する竪穴建物である。先述のS11の東側に位置し、後述のSElが西側に接して

いる。遺構の規模は南北に約4.3m、 東西に約1.Omで ある。深さは約40cmで、覆土は灰色粘質土が主体で

ある。

S13(第 116。 129図 )

S12・ 4・ 5と 合わせて調査区北東部壁際に位置する竪穴建物である。S14・ 5と 切 り合い関係があり、古

い順にS15。 S13。 S14と なる。遺構の規模は南北に約3.Om、 東西に約1.Omである。深さは約40cmで、覆土

は褐灰色粘質上が主体である。

St 4(第 116。 129図 )

調査区北東部壁際に位置する竪穴建物であり、遺構の規模は南北に約1.8m、 東西に約1.7mで ある。深

さは約60cmで、覆土は褐灰色粘質土が主体である。

S15(第 116。 129図 )

調査区北東部に位置する竪穴建物であり、遺構の規模は南北に約2,7m、 東西に約2.lmである。深さは

約60cmで、覆土は褐灰色粘質土が主体である。

S16(第 116。 130図 )

調査区東部壁際に位置する竪穴建物であ り、後述のS17の 東狽1に 位置する。遺構の規模 は南北に約

2.3m、 東西に約1.5mで、深さは約20～ 50cmで ある。

S17(第 116。 130図 )

調査区東部に位置する竪穴建物であ り、先述のS16の西側に位置する。後述するSK12と 切 り合い関係

があり、S17の 方がSK12に比べて古い。遺構の規模は南北に約3.8m、 東西に約3.lmで ある。深さは約16

cmで、覆土は褐灰色粘質土が主体である。

S18(第 116。 131図 )

調査区東部に位置する竪穴建物であり、先述のS17の西側に位置する。後述するS19と 切 り合い関係が

あり、S18の 方がS19に比べて新しい。遺構の規模は南北に約6.5m、 東西に約1.5mで ある。深さは約60cm

で、覆土は灰色粘質土が主体である。

S19(第 116・ 132図 )

調査区東部に位置する竪穴建物であ り、先述のS18が東側に接する。後述するSDlと 切 り合い関係があ

り、S19の方がSDllこ 比べて新 しい。遺構の規模は南北に約3.7m、 東西に約3.2mである。深さは約50～ 70

cmで、覆土は黄色ブロックの混じる灰色粘質土が主体である。

S110(第■6。 133図 )

調査区北部に位置する竪穴建物であり、先述のS18の北西部分に位置する。後述するSDlと 切 り合い関

係があり、S110の 方がSDlに比べて新 しい。遺構の規模は南北に約4.5m、 東西に約1.5mで ある。深さは

約20cmで、覆土は黄色ブロックの混 じる褐灰色粘質上が主体である。

SEl(第 116。 134図 )

調査区北東部に位置する井戸状遺構で、前述のS11が西側に燐接する。遺構の規模は南北に約2.Om、 東

西に約3.5mで ある。深さは約2.6mで あり、覆土は責色ブロックの混じる灰色粘質土が主体である。

SE2(第 116・ 135図 )

調査区南東部に位置する井戸状遺構で、前述のS18・ 9の南東方向に位置する。後述するSDlと 切 り合

い関係があり、SE2の 方がSDlに比べて新 しい。遺構の規模は南北に約2.Om、 東西に約2.Omで円形を呈

する。深さは約1.Omであり、覆土は黄色ブロックの混 じる灰色粘質土が主体である。

SE3(第 116・ 136図 )

調査区南西部壁際に位置する井戸状遺構である。遺構の規模は南北に約2.7m、 東西に約1.5mで 円形を
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呈する。深さは約1.5mで あり、覆土は黄色ブロックの混 じる灰色粘質土が主体である。

SKl(第 116・ 137図 )

調査区北東部に位置する土坑で、SBlの南側に位置する。後述するSK2～ 7と ともに、調査区北東部に

点在する土坑群である。遺構の規模は南北に約0。9m、 東西に約0,7mで深さは約65cmであり、覆土は灰色

粘質土が主体である。

SK2(第 116。 137図 )

調査区北東部に位置する土坑で、後述のSK3～6と おおむね位置を同じくしている。その切 り合い関係

から新 しい順にSK2、 SK4、 SK5、 SK6と なる。またSK31まSK2よ り古いが、その他との新旧関係は切 り

合いからは判断できない。SK2の規模は南北に約0.9m、 東西に約2.3mで深さは約10cIIlで あ り、覆土は黄

色ブロックの混じる灰色粘質土が主体である。

SK3(第 116・ 137図 )

調査区北東部に位置する土坑で、遺構の規模は南北に約1.8m、 東西に約2.lmで ある。深 さは約30cmで

覆土は褐灰色粘質上が主体である。

SK4(第 116。 137図 )

調査区北東部に位置する土坑で、遺構の規模は南北に約0.8m、 東西に約2.4mで ある。深 さは約20～ 60

cmで覆土は黄色ブロックの混じる褐灰色粘質上が主体である。

SK5(第 116。 137図 )

調査区北東部に位置する土坑で、遺構の規模は南北に約0。9m、 東西に約1.7mである。深さは約40cmで

覆土は責色ブロックの混 じる褐灰色粘質上が主体である。

SK6(第 116。 137図 )

調査区北東部に位置する土坑で、遺構の規模は南北に約 1.7m、 東西に約1.4mである。深さは約70cmで

覆土は責色ブロックの混 じる褐灰色粘質土が主体である。

SK7(第 116・ 137図 )

調査区北東部に位置する土坑で、前述のSK2のゴヒ側に位置する。遺構の規模は南北に約0.8m、 東西に

約0。9mで深さは約35cmで ある。覆土は黄色ブロックの混 じる灰色粘質土が主体である。

SK8(第 116・ 138図 )

調査区北東部に位置する土坑で、前述のSK7の北西側に位置する。遺構の規模は南北に約0.5m、 東西

に約1.5mで深さは約40cmである。覆土は褐色系の粘質上が主体である。

SK9(第 116・ 138図 )

調査区北東部に位置する土坑で、前述のSK7の 北西側に位置する。遺構の規模は南北に約2.4m、 東西

に約2.Omで深さは約30～70cmである。覆土は炭化物の混じる褐灰色粘質土が主体である。

SK10(第 116。 139図 )

調査区北東部に位置する土坑で、前述のS18の 北側に隣接 している。SK6・ SKllと 切 り合い関係があ

り、古い順にSK■・SK10。 SK6と なる。遺構の規模は南北に約3.2m、 東西に約2.lmで 深 さは約40cmで

ある。覆土は責色ブロックの混じる灰色粘質上が主体である。

SKll(第 116。 139図 )

調査区北東部に位置する土坑で、前述のSK10の 西側に隣接 している。遺構の規模は南北に約1.4m、 東

西に約1.lmで深さは約10cmである。覆土は責色ブロックの混じる灰色粘質土が主体である。

SK12(第 116・ 130図 )

調査区東部に位置する土坑で、前述のS17の東側に隣接 している。遺構の規模は南北に約 1.3m、 東西に

約1.4mで深さは約140cmである。覆土は戊化物や黄色ブロックの混 じる褐灰色粘質上が主体である。
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SK13(第 116。 140図 )

調査区中央部東側に位置する土坑で、前述のSK10の南西側に位置する。後述するSK14内 に掘 り込まれ

ている。遺構の規模は南北に約1,Om、 東西に約1.Omで深さは約20cmで ある。覆土は炭化物や黄色ブロッ

クの混じる灰色粘質上が主体である。

SK14(第 116・ 140図 )

調査区中央部東側に位置する土坑で、前述のSK10の南西側に位置する。遺構の規模は南北に約2.lm、

東西に約4.Omで深さは約80cmである。覆土は炭化物や黄色ブロックの混 じる淡責色～灰色粘質土が主体

である。

SK15(第 ■6。 133図 )

調査区北部に位置する土坑で、前述のSK10の 北側に隣接 している。遺構の規模は南北に約1.5m、 東西

に約1.7mで深さは約40cmである。覆土は炭化物や黄色ブロックの混 じる褐灰色粘質上が主体である。

SK16(第 ■6。 142図 )

調査区中央部北側に位置する土坑で、前述のSK14の西側に位置 している。遺構の規模は南北に約

2.2m、 東西に約2.lmで深さは約60cmで ある。覆土は黄色ブロックの混 じる褐灰色粘質上が主体である。

SK17(第 116・ 141図 )

調査区中央部北側に位置する土坑で、前述のSB6の東側に位置している。遺構の規模は南北に約1,7m、

東西に約1.Omで深さは約40cmで ある。覆土は灰色粘質上が主体である。

SK18(第 ■6。 141図 )

調査区中央部商西側に位置する土坑で、後述のSX2の南側に位置 している。遺構の規模は南北に約

1.2m、 東西に約0。9mで深さは約40cmで ある。覆土は黄色～褐灰色粘質土が主体である。

SK19(第 116・ 141図 )

調査区中央部南西側に位置する土坑で、先述のSK18の南側に位置 している。遺構の規模は南北に約

1.lm、 東西に約0.8mで深さは約35cmで ある。覆土は黄色ブロックの混 じる黄灰色粘質土が主体である。

SK20(第 116。 141図 )

調査区南西部に位置する土坑で、先述のSK19の南西方向に位置 している。遺構の規模は南北に約

2.Om、 東西に約1,3mで深さは約30cmで ある。覆土は黄色ブロックの混 じる黄灰色粘質土が主体である。

SXl(第 116。 142・ 143図 )

調査区中央部に位置する不定形遺構である。遺構の規模は南北に約6.5m、 東西に約6.Omで ある。覆土

は黄色ブロックの混 じる灰色粘質土が主体である。

SX2(第 116・ 144図 )

調査区中央部に位置する不定形遺構である。先述のSXlの南側に位置する。遺構の規模は南北に約

6.5m、 東西に約6.Omで ある。覆土は黄色ブロックの混じる灰色粘質土が主体である。

SDl(第 116図 )

調査区中央部から南東部に位置する遺構であり、先述のSE2が遺構の東側に位置する。遺構の規模は

最長部で約18.5m、 幅は約0.6mを測る。方位の南北を O° としたとき西に約80° 振れる。

SD2(第 116図 )

調査区南東部に位置する遺構であり、先述のSDlの南側に位置する。遺構の規模は最長部で約 10。 5m、

幅は約0.5mを測る。方位の南北を 0° としたとき西に約65° 振れる。

SD3(第 116。 145図 )

調査区南東部に位置する遺構であり、先述のSD2の南側に位置する。遺構の規模は最長部で約13.5m、

幅は約1.Omを 測る。方位は東西方向にほぼ水平である。
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SD4(第 116。 145図 )

調査区南東部に位置する遺構であり、先述のSD3の南側に位置する。遺構の規模は最長部で約13.Om、

幅は約0.3mを測る。方位の南北を 0° としたとき西に約80° 振れる。

SD5(第■6。 144・ 145図 )

調査区南東部に位置する遺構であり、先述のSD4の南側に位置する。遺構の規模は最長部で約8.Om、 幅

は約0.5mを測る。方位の南北を 0° としたとき西に約80° 振れる。

SD6(第 116。 145図 )

調査区北部に位置する遺構で、南東方向に向かって湾曲している。遺構の規模は最長部で約4.Om、 幅

は約0.6mを 測る。

SD7(第116図 )

調査区南部壁際に位置する遺構で、先述のSD5の西側に位置する。遺構の規模は最長部で約4.5m、 幅

は約0.7mを 測る。方位は南北方向にほぼ水平である。

SD8(第116図 )

調査区南部に位置する遺構で、先述のSD7の西側に位置する。遺構の規模は最長部で約5.Om、 幅は約

0.6mを測る。方位は南北方向にほぼ水平である。

Pl(第 116図 )

調査区北東部に位置するピットで、前述のS15の西側に位置する。直径約35cmを測る。

P2(第 116図 )

調査区北東部に位置するピットで、前述のSK8内 に位置する。直径約20cmを測る。

P3(第 116図 )

調査区北東部に位置するピットで、前述のSKllの北西側に位置する。長軸約40cm、 短軸25cmの楕円形

を呈する。

P4(第 116図 )

調査区北東部に位置するピットで、前述のSK■の南西側に位置する。長軸約40cm、 短軸30clllの楕円形

を呈する。

P5(第 116図 )

調査区北東部に位置するピットで、前述のSDlの北側に位置する。直径約30clllを 測る。
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第3節 遺―物

本調査区の遺物はほ―と―んどが中世である。1-～鉛 申性主器.南鵡 で、と師器皿、珠謝鍵す弊嶽加
―

賓艤 瀬戸艤花瓶の他に、瓦鋤 H工とでいる‐栂留認は避世陶確器を1中心とした遺物である。58

～981成石製品4炉縁石、行火1.申砥石(― 煤の付いた自1然石や、盛滑石製幅 などが出土している。
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第 117図 航空測量図 1(S=1/120)
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1耕土
2旧耕土
3旧床土
4灰色(N6/)粘質土

::長
gI醐簿層言【灘躍鶴|

9淡灰色(N6/)粘質土
10黄色(25Y8/8)粘質土 (褐反色(10YR6/1)褐灰色(1 0YR5/1)混 )

|と 摺長&旱も鼎鍵粉脈藉畳暫 掻異要塀埒 8チ8塀唇ラリ贈 贋巻常毛R5洵 )プロック渤
13耕土
14灰色(N5/)粘質土
15灰色(N6/)粘質土

第127図 S11遺構図・土層断面図7(S=1/40)

0                         2m
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1 灰色(N6/)粘質土 (盛土)

2 黄灰色(25Y6/1)粘質土 (耕土)

3 なし
4 灰黄褐色(10YR6/2)粘 質土
5 灰色(N6/)粘質上 (暗褐色(1 0YR3/3)混 )

6 暗褐色(10YR3/3)粘 質土

浄 君斜 解 崩 ∫亀甑 帝襲塗雹f]:幌鉛訴9吾しク、距 硼6か ブロッ

9,豊竃25Y8/働 粘質土 保 褐色(1 0YR3/1)ブ ロック混)

10,褐灰色(1 0YR5/1)粘質土

第128図 S12遺構図

明黄褐色(10YR7/6)と 反色(N6/)との混土
褐色 (10YR4/4)粘 質土 (黄色(25Y8/8)ブロック混)

灰白色(N7/)砂質土

暦罠響踏 韓尾方)粘質土 債 色はうY8/0ブロック、暗反色硼3つ ブ
ロック混)

黄色 (25Y3/6)粘質土 (褐灰色(10YR4/1)ブ ロック混)

灰白色(10YR7/1)粘 質土
灰色(N6/)粘質土
灰色(N6/)粘質土 (黄色 (25Y3/6)ブロック多混)

淡黄色(25Y3/4)粘質土 (灰色(N6/)混、褐灰色(1 0YR4/1)ブ ロツク混)

褐反色(10YR6/1)粘 質土 (黄色(25Y8/6)ブロック混)

褐灰色 (10YR6/1)と黄色(25Y8/6)と の混土
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第 129図  Si 3～ 5遺構図・土層断面図9(S=1/40)
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@〇

SK14

黄色 (25Y8/8)粘質土 (褐灰色 (10YR6/1)混 )1

2
3
4.
5
6
7
8
9

10
11
12
13
14.

黄灰色(25Y4/1)粘質土 (暗灰色(N3/)混、黄色(25Y8/8)混 )

灰色(N4/)粘質土
濁黄灰色(25Y6/1)砂質土 (暗灰色(N3/)粘質ブロック、黄色(25Y8/8)粘質ブロック混)

濁黄灰色(25Y5/1)砂質土 (晴灰色(N3/)粘質ブロック、黄色(25Y8/8)粘質ブロック混)

暗灰色(N3/)粘質土 (黄色(25Y3/8)ブロック混)

黒褐色 (25Y3/1)粘質土 (黄色 (25Y8/8)ブロック混)

濁黄灰色(25Y6/1)砂質土 (黄色 (25Y8/8)粘 質ブロック混)

濁灰色 (75Y6/1)砂質土 (黄色(25Y8/8)粘 質ブロック多混、黒掲色(10YR3/1)ブ ロック混)

濁灰色(75Y6/1)砂質土
掲灰色(10YR6/1)粘 質土 (黄橙色(10YR8/8)ブ ロック多混)

掲灰色(1 0YR6/1)粘 質土 (黄橙色(10YR8/8)ブ ロック少混)

灰色(N6/)と掲色(7 5YR4/4)と の混土
濁黄灰色(25Y6/1)砂質土 (黄色 (25Y8/8)粘 質プロック混)

第132図 S19遺構図・土層断面図 (S=1/40)
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Sl 10・ SK15遺構図・土層断面図 (3=1/4の第 133図

-196-



L=1430m
a _

灰色(N5/)粘質土 (炭化物少混)

灰色(N5/)粘質土 (炭化物少混、淡黄色 (25Y3/4)ブロック少混)

淡黄色(25Y3/4)と 暗灰色 (N3/)と の混土 (淡黄色粗砂混)

黒褐色(10YR3/1)粘 質土 (黄色 (25Y3/6)ブロック混、暗灰色 (N3/)
ブロック混)

5 褐灰色(1 0YR4/1)粘 質土 (黄色(25Y8/6)ブロック多混、暗灰色
(N3/)ブロック多混)

黄色(25Y3/6)粗砂 (褐灰色(10YR4/1)ブ ロック混)

褐灰色(10YR5/1)粘 質土 (黄色 (25Y3/6)多混、晴灰色(N3/)プロッ
ク混)

8 明黄褐色(25Y7/6)粘質土
9 明黄褐色(25Y7/6)微砂
10.暗灰色(N3/)粘質土
11 淡灰色(N6/)微砂 (暗反色(N3/)ブロック混)

12 反色(N5/)粘質土 (淡黄色(25Y8/4)ブロック多混)

13 褐灰色(10YR5/1)粘 質土

0                          2m

第134図 SEl遺構図・土層断面図 (S=1/40)
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褐
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１
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３

４

５

６

７

８

９

０

１

２

３

４

５

６

OYR4/1
5Y6/1)粘質土 (黄色(25Y8/8)ブロック超多混)

OYR4/1)粘 質土 (濁灰色粗砂混)

)粘質土

呻呻呻呻呻］］］呻呻呻呻削

師ＯＹＲｚ駆嗽嗽嗽嗽嗽呻］呻嗽嗽嗽嗽飩

粘質土 (黄色 (25Y8/8)ブロック少混)

粘質土 (黄色 (25Y8/8)ブロック少混)

粘質土 (黄色 (25Y8/8)ブロック多混)

粘質土 (黄色 (25Y8/8)ブロック混)

粘質土 (濁反色粗砂混)

粘質土 (黄色 (25Y8/8)ブロック混)

粘質土
粘質土 (黄色 (25Y8/8)プロック多混、濁灰色粗砂混)

粘質土 (黄色 (25Y8/6)混 、濁灰色粗砂混)

粘質土 (黄色 (25Y3/8)混 、濁灰色粗砂多混)

1粘質土 (黄色 (25Y8/6)混 、濁灰色粗砂混)

1粘質土 (黄色 (25Y3/8)混 、濁灰色粗砂多混)

1粘質土 (濁反色粗砂混)

1粘質土
粘質土

0                          2m

第135図  SE2遺構図・土層断面図 15(S=1/40)
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1 淡反色(N6/)粘質土 (黄色(25Y8/6)混 )

Я 繋 せ輔 ξ絶鰺 嶺 騒 鰈 箪魃吾もY田 削 )渤

S⑪ ③

ζ 寝各景橿

"燿

生
)湛

嚢歌と縣 1珊
ブロツク承 黄ヨ 2引VOブロツク渤

全優琶刑釧轄畳圭贋琶隆:Y訴創今吾しク翔
6 黄色(25Y8/8)粘質土 (灰色(N5/)混 )

7 褐灰色(10YR4/1)粘 質土

翫掴震gIB¥晨朗!籟昌圭贋琶陰:¥彫馴ラLッ翔
1乳 遷晨ど思僧方悪畳蟹樫薯秘七脇 づロック少渤
I争 優曇鵬 /傷試亀≧fYy働多渤

o                         2m

第 136図 SE3遺構図・土層断面図 16(S=1/40)
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⑥

L三 1450m
a ――――

(黄色(25Y8/6)ブロック混、褐灰色(10YR4/1)ブ 国ック混)

(黄色(25Y3/6)ブロック(細かい)多混、黒褐色 (10YR3/1)ブ

(黄色(25Y3/6)ブロック(細かtヽ )多混、黒褐色 (10YR3/1)ブ

(黄色(25Y3/6)ブロック少混、黒褐色(10YR3/1)ブ ロック(細

灰色(N6/)粘質土 (黄橙色(10YR8/8)(地 山)ブロツク混)

黒褐色(1 0YR3/1)粘質土
淡灰色(N6/)粘質土 (黒褐色(1 0YR3/1)ブ ロック、黄橙色
(10YR8/8)ブ ロック混)

黒褐色(1 0YR3/1)粘質土 (黄色 (25Y8/8)ブ ロック少混)

褐灰色(10YR4/1)粘質土 (黄色 (25Y3/8)ブ ロック混)

褐灰色(10YR5/1)粘 質土
灰色(N6/)粘質土 (黄色(10YR8/8)ブ ロック多混、黒褐色
(10YR3/1)ブ ロック多混)

褐灰色(10Y5/1)粘質土 (黄色(1 0YR3/8)ブ ロック混)

∈

SKl        _h

L=1450m
b  c

１

２

３

　

４

５

６

７

　

８

褐灰色 (10YR4/1)粘 質上

褐灰色 (10YR4/1)粘 質土

褐灰色 (10YR5/1)粘 質上
国ック (細 かい)多 混 )

褐灰色 (10YR6/1)粘 質土
ロック (細 かい)多混 )

褐反色 (10YR4/4)粘 質土
かい)混 )

淡灰色 (N6/)粘質土 (黒褐色 (10YR3/1)ブ ロック混 )

褐灰色 (10YR4/1)粘 質土 (黄色 (25Y8/6)ブロック混 )

黄灰色 (25Y5/1)粘質土

黒掲色 (10YR2/3)粘 質土

灰色 (N6/)粘質土 (黄色 (25Y8/6)ブロック混 )

褐灰色(10YR6/1)粘 質土
掲灰色(10YR6/1)粘 質土 (黄色(25Y8/8)ブ
回ック多混、黒褐色(1 0YR3/1)ブ ロック混)

褐灰色(10YR4/1)粘 質土 (黄色(25Y8/8)ブ
ロック少混)

掲灰色(10YR5/1)粘 質土 (黄色(25Y8/8)ブ
ロックタ混、黒褐色(1 0YR3/1)ブ ロック混)

褐灰色(10YR5/1)粘 質土
褐灰色(10YR6/1)粘 質土
掲灰色(10YR6/1)粘 質土 (黄色(25Y8/8)ブ
ロック多混、黒褐色(1 0YR3/1)ブロック多混)

黒色(10YR2/1)粘 質土 (黄色(25Y8/8)ブロッ
ク少混)

黒褐色(10YR3/1)粘 質土 (黄色(25Y3/8)ブ
ロック少混、黒色 (10YR2/1)ブ ロック少混)

10 灰色(N6/)粘質土 (黄色(25Y8/6)ブ ロック混)

11 黒褐色(10YR3/1)粘 質土 (黄色(25Y3/8)ブ
ロック混)

12 黒褐色 (10YR3/1)粘 質土 (黄色(25Y3/8)ブ
ロック混、掲灰色 (10YR4/1)ブ ロック混)

13 褐灰色 (7 5YR4/1)粘質土
14 褐灰色 (7 5YR5/1)粘質土
15 淡灰色(N6/)粘質土 (黄色(25Y3/8)混 )

灰色(N5/)粘質土
日昔褐色(10YR3/3)粘 質土
褐灰色(10YR6/1)粘 質土 (黄色(25Y3/6)
ブロツク、黒褐色(1 0YR3/1)ブ ロック混)

黄色(25Y3/6)ホ 占質土 (黒褐色(10YR3/1)
ブロック混)

褐灰色(10YR4/1)粘 質土

0                             2m

SKl～ 7遺橋図・土層断面図 (S=1/40)
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(黄色 (25Y8/6)ブロック混 )

第 137図
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=1460            _b

6

1 耕土
2 床土
3 旧耕土
4 旧床土

帽優琶 i18¥員多 |1幅憂圭 i慶花靱宅里 色に 5Y8/0ブ

娼�色遍ちYR4/1)粘質土 (炭化物多混、黄色に 5Y3/0ブ

娼�雹遍ちYR5/1)粘 質土 (炭化物多混、黄色 (25Y3/8)ブ

量遂岳僻学馳畳≧藍ど撒癬とヵ琳
に混 (し まつた土))

黄色(25Y8/8)粘質土 (黒色(10YR1 7/1)上 下に混)

o                          2m

SK8。 9遺構図・土層断面図 (S=1/40)第138図
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１
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３

４

５

６

１

２

３

４

５

６

SKll

灰色(N6/)粘質土 (黄色(25Y8/6)プロック混)

掲灰色 (10YR6/1)と黄色(25Y8/6)と の混土
灰色 (N6/)と 掲色(7.5Y4/4)と の混土
褐灰色 (10YR5/1)粘質土 (黄色(25Y8/6)ブ ロック混)

褐灰色 (10YR6/1)粘質土 (黄色(25Y8/6)ブ ロック多混)

黄色(25Y8/6)粘 質土 (掲灰色(10YR5/1)混 )

灰色(N6/)粘質土 (黄色(25Y8/6)ブロック混)

灰色(N6/)粘質土
灰色 (N6/)と 褐色(7 5YR4/4)と の混土
褐反色(10YR6/1)粘質土 (黄色(25Y8/6)ブロック混)

灰色(N5/)粘質土 (褐色(7 5YR4/4)混 )

黄灰色(25Y5/1)粘 質土

SK10

0                           2m

第139図 SK10。 11遺橋図・土層断面図19(S=1/40)

SK10
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σ趣ツ

L=1430m
a一― SK14‐a SK13

L=1420m
e_     SK13

多混)

体に褐色(1 0YR4/6)混 )

L=1430m
C―― SK14‐ a ―― d

暗褐色 (10YR3/3)粘 質土 (黄色(25Y8/8)ブ ロック(大 )混 )

灰色(N6/)粘質土 (黄色(25Y8/8)ブロック(大)混、全体に褐色(10YR4/6)混 )

暗褐色 (10YR3/3)粘 質土 (黄色(25Y8/8)ブ ロック(細 かい)混、炭化物混)

第 140図 SK13・ 14遺構図・土層断面図20(S=1/40)

灰色(N6/)粘質土 (炭化物混)

灰色(N6/)粘質土 (黄色(25Y8/8)ブロック混 )

0                          2m
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⑬ SK47

L=1490m
a__

褐灰色(10YR4/1)粘 質土 (黄色(25Y8/8)ブロック混)

黒褐色(25Y3/1)粘買土 (黄色(25Y3/6)ブロック混)

黄色(25Y8/6)粘質土 (黄反色(25Y4/1)混 )

黄橙色(10YR3/8)粘 質土 (灰色(N6/)混 )

褐灰色(1 0YR4/1)粘質土
褐灰色(1 0YR4/1)粘質土 (黄色(25Y8/8)ブロック混)

淡灰色(N7/)粘質土 (黄色(25Y8/8)全体に多混)

色(25Y4/1)粘 質=L(黄
色(25Y8/6)多混)

色(25Y4/1)粘 質土 (黄色(25Y8/6)少混)

色(25Y4/1)粘 質土 (黄色(25Y8/6)ブロック多混、
(25Y2/1)ブロック混)

SK19

⑬

L=1500m
a__

一
b

黄反色(25Y4/1)粘質土 (黄色 (25Y8/6)ブロック混、黒色
(25Y2/1)ブ ロック少混)

黒褐色(25Y3/1)粘 質土 (黒色 (25Y2/1)ブロック少混)

黄灰色(25Y4/1)粘 質土 (黄色 (25Y8/6)ブロック多混)

0                             2m

第 141図  SK17～ 20遺橋図・土層断面図21(S=1/40)
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第 142図  SXl遺構図 (S=1/80)
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L=1470m
a――

灰色(N6/)粘質土
灰白色(N7/)砂質土

聯 雹絆謎 驚)粘毀 鱒 ● 瑚 0ブロツク∞ 小羽臥

昌撮言惨翻1魁罐置嘗勁酬ヲ留し多∃

il■i=― ″ ´

SK16

SXl

(25Y3/8)と 褐灰色 (1 0YR6/1)と の混土
色(1 0YR5/1)粘質土 (黄色(25Y8/8)ブロック混)

色(N3/)粘質上 (黄色(25Y8/8)ブロック混)

(N4/)粘質土 (黄色(25Y8/8)少 混)

色(10YR5/1)粘 質土 (粘質弱い)

色(10YR4/1)粘 質土 (黄色(25Y8/8)ブロック混)

色(10YR5/1)粘 質土 (他よりしつとりした土)

色(5B5/1)粘 質土

SXl

5

1 褐反色(10YR5/1)粘 質土 (黄色(1 0YR8/8)ブ ロック混)

::遭震圏岳許 R苫 /51/!選暫 ま 黄色(25Y8/0ブロック的醐→混、黒褐色(10YR3/1)
ブ園ック(極小)混 )

告i娼優琶 i48¥晨 Bチ |1薙詈圭 i嚢琶 tai:YBチ創 子日し多箸晃 色σ 5YR4/つ 混)

6 褐灰色(10YR4/1)粘 質土 (最下層は礫層)

7 灰色(N6/)粘質土
8 灰白色(N7/)砂質土
9 暗褐色(10YR3/3)粘 質土
10 明オリーブ色(2 5CY7/1)粘土
11 褐灰色(10YR6/1)粘質土 (黄色 (25Y8/8)ブ ロック多混)

12 黄灰色(25Y6/1)粘 質土 (黄色(25Y8/8)ブ 国ック混)

１

２

３

４

５

離&〒も♀否ひキ,記蓮嚢登1鎚留8Y簑95うロック渤
霜長詈(7も♀寄穿塙昴薙塾♂躍1瀾送丹ロック微渤
灰色(N4/)粘質土(褐色(7 5YR4/4)全体に混、粘質弱い)

L=1440m
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L=1460m
k――
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０

橿侵自社義堤濠勇3灘閣夕∃
縣ど岳Ъ帽★爛唾雲生(艶は5Y8/0ブロック多
混)暗灰色(N3/7)ブ ロック混)

褐灰色(10YR6/1)粘 質土 (黄色(25Y8/8)ブ ロック(極

小)混、黒褐色(1 0YR3/1)ブ 国ック (極小)混 )

褐灰色(10YR6/1)粘 質土
褐灰色(10YR6/1)粘 質土 (黄色(25Y8/8)ブ ロック混、
褐色(7 5YR4/4)混 )

3と よく似ているが、3よ リサラサラした土
灰白色(N7/)と 灰色 (N6/)と 褐灰色 (10YR6/1)と の混土L=1450m

m___

訴 獣

「

甘織 れ確 ぴ 霊 ピ 首♀詔 5首 し多多∃
灰色(N4/)粘質土 (褐色(7 5YR4/4)全体に混、粘質弱い)

明青灰色(5B7/1)粘 土
淡灰色(N6/)砂質土
褐灰色(10YR5/1)と黄色(25Y8/8)と の混土
褐灰色(10YR5/1)粘質土 (黄色ブロック混)

褐灰色(10YR6/1)と黄色(25Y3/8)と の混土
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土
土
土
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色
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灰
褐
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灰
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黒
褐

(他の上よリサラサラしてしヽる)

(黄色(25Y8/8)プ ロックタ混)

(炭化物微混)

o                           4m

SXl遺構図 (S=1/80)
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⊆婚雹i48予晨談!穂畳圭(黄色はうYy働ヵック多混他の
上よリボソボソした感じ)

褐灰色(10YR5/1)粘 質土 (粘質弱い)

灰色(N6/)粘質土 (黄色 (25Y8/8)ブロック混)

一― f

第143図



抵

L=1480m
a一

0                           2m

第144図  SX2・ SD5遺構図・土層断面図 (S=1/60)
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L=1500m
a――
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２

３

４

５

６

７

８

９

SD6

2

10 灰色 (N6/)Itl質土
11 褐灰色 (7 5YR4/1)粘質土
12 褐反色 (7 5YR4/1)粘質土 (黄色 (25Y8/8)ブ ロック少混)

13 黒褐色(1 0YR3/1)粘 質土 (黄色(25Y3/8)ブ ロック少混)

14 黄色(25Y8/8)粘質土 (褐反色(7 5YR4/1)混 )

0                     2m

L三 1480m
C 

一

1 耕土
2 耕土
3 明黄褐色 (10YR7/6)粘 質土 (2の床土)

な 幅辰琶監 :¥晨訊 龍 詈圭 (黄色はうYyO如 ック渤
6 褐灰色(10YR5/1)粘 質土 (黄色(25Y8/8)ブロック混)

7 淡灰色(N6/)粘質土 (黄色(25Y8/8)ブロック混)

8 灰色(N4/)粘質土
9 褐灰色(40YR5/1)粘 質土 (6よ り黄色少ない)

10 灰色(N5/)粘質土

土
土
　
　
土

質
質
砂
砂
質

粘
粘
微
微
粘

亨
σ
σ
亨
σ

色
色
色
色
色

灰
灰
灰
灰
灰

１

２

３

４

５ (反色(N6/)粗砂と反色(N4/)粗砂混)

第 145図 SD3～ 6土層断面図25(S=1/40)

(黄色(2.5Y3/8)ブ ロック少混)

(礫多混 )

(黄色(2.5Y8/8)ブ ロック少混)

(黄色(25Y8/8)ブロック多混)
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第 147図 遺物実測図2(S=1/3)
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0                        10cm

第 148図 遺物実測図 3(S=1/3)
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第 149図 遺物実測図4(S=1/3)
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第150図 遺物実測図5(S=1/3)
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第 152図 遺物実測図7(S=1/3)
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第9表 土器・陶磁器等観察表

番号 遺構 器種
口径 器高 底径 調整 (外 ) 色調 (外 )

残存率 備考
測

号

実

番(cm) (ca) (cm) 調整 (内 ) 色調 (内 )

1 S11
洲

鉢

珠

悟

ロクロナデ 灰
波状文 N38

ロクロナデ 灰

S11
洲

鉢

珠

橋

ヨコナデ、おろし目 灰
(小片) 波状文

灰

S14
土師器

皿

ヨコナデ にぶい黄橙～黄
赤色粒含む N44

ヨコナデ にぶい黄橙

S15
瓦質土器

香炉

ヨコナデ 浅黄橙
外面に煤付着

ヨコナデ 浅黄橙～にぶい黄橙

5 S18
瀬戸美濃

瓶子
(55)

灰オリーブ 頸部～肩部

小片
灰釉、菊花文押印 N4

灰

6 S18
土師器

皿

ヨコナデ、ナデ にぶい黄橙
5/18 赤色酸化粒 Nl

ヨコナデ、ナデ にぶい黄橙

7 S15
瀬戸

直縁大皿
266

浅黄
灰釉

浅黄

S18
一月
碗

瀬

平

にぶい黄
4/9

外側灰釉、内側無釉、

砂目2か所、細かい黒色粒
N3

灰 黄

S18 誡
碗

オリーブ灰 底部高台

2/3
黒色粒 N6

オリーブ灰

S18 誡
碗

オリーブ灰
1/7 N2

オリーブ灰

11 S19 馴
壺

ロクロナデ・タタキロ 灰
N33

ロクロナデ・タタキロ 灰

S19
洲

鉢

珠

橋
(474)

灰
(小片) 海綿骨片 N32

灰

S19
膿
奏

体部最大径

324
指頭圧痕、工具痕 ? 灰オリーブ、暗灰黄

外面に自然釉 N36
灰黄

S19
瀬戸

花瓶

粘土継目 灰～黄オリーブ
(小片) 灰釉、黒色・茶色粒 N31

灰黄

SKl え化米塊
最大長

89
最大幅

58
最大厚

30
重量26g

SKl 炭イι米塊
最大長

68
最大幅

3.8

最大厚

33
重量16g

SK10
土師器

皿

ヨヨナデ・ナデ にぶい橙
N39

ヨコナデ・ナデ にぶい橙

SK10
土師器

皿

ナ デ にぶい黄橙
7/36 黒色粒 D

ヨヨナデ にぶい黄橙

SK12
土師器

皿

ヨヨナデ にぶい責橙
1/12 黒色粒

ヨコナデ にぶい黄橙

SK13
珠洲

笠

ロクロナデ 灰
N42

ロクロナデ 灰

SK13 飾
奏

灰 白
(小片) 黒色粒

灰 白

SK14
洲

鉢

珠

悟

灰 白
(小片) 波状文、黒色粒

灰 白

SK14 剃
甕

(482)
タタキ 。指圧痕 灰 責

(小片) N10
タタキ 。指圧痕 灰 責

SK14
瀬 戸 黒～黒褐、黄灰 鉄釉、黄灰色部分は

露胎部、茶色粒
N5

天目茶碗 黒～黒褐

SK16
洲

鉢

珠

指

ヨコナデ、おろし目 灰
1/23 黒色粒

ヨコナデ 灰

SK16
劇

士空

ヨヨナデ 灰
黒色粒

ヨヨナデ 灰

SK16
瀬戸

天目茶碗

黒褐、灰黄 鉄釉、灰黄色部分は

露胎部黒褐、灰黄

SK19
瀬戸美濃

緑釉小皿
12.6

にぶい黄 灰釉、にぶい黄色部分は

露胎部
N40

オリーブ・にぶい黄

Pl
土師器

皿

ヨコナデ・ナデ 浅黄
赤色酸化粒

ヨヨナデ・ナデ にぶい黄橙
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番号 遺構 器種
口径 器高 底径 調整 (外 ) 色調 (外 )

残存率 備考
測

号

実

番
(clll) (cm) (cm) 調整 (内 ) 色調 (内 )

P2
土師器

皿

ヨコナデ にぶい黄橙
赤色酸化粒

ヨコナデ にぶい黄橙

SXl
須恵器

瓶

ヨコナデ 灰

ヨコナデ 灰

SXl
洲

鉢

珠

橋
(286)

ロクロナデ 灰 黄
(小片) 生焼け N104

ロクロナデ 灰 黄

SXl
一戸
碗

瀬

平
(170)

にぶい黄
灰釉、黒色粒 N103

にぶい黄

SXl 誡
碗

オリーブ黄色、灰黄褐 ,ミ音|

ほぼ完形

灰黄褐色部分は露胎部、

黒色粒オリーブ黄色、灰責褐

SDl 誡
碗

(147)
オリーブ灰

1/1ヽ 片) 黒色粒 N72
オリーブ灰

SD2
一月
皿

瀬

卸

灰 オリーブ
(小片) 黒色粒 N80

灰オリーブ

SD3
洲

鎌

珠

橋
(130)

黄灰・灰黄
N70

灰黄・暗灰黄

SD3
瀬戸

緑釉小皿
(120)

浅黄・にぶい橙 灰T4H、 にぶい橙色部分は

露胎部
N71

浅黄・にぶい橙

SD3
洲

鉢

珠

橋
(14,0)

灰
1/7 底部静止糸切 り N68

おろし目 灰 白

SD3
洲

鉢

珠

指
(304)

灰
(小片) 波状文 N67

おろし目 灰

SD5 順
皿

浅黄
灰釉、黒色粒 N81

浅黄

SD5 誡
盤

(136)
オリーブ灰

(小片)

内面、蓮弁文が

わずかに残る
N61

オリーブ灰

SD5
洲

鉢

珠

情
258

ロクロナデ 灰
(小片) N56

ロクロナデ 灰

SD5
洲

鉢

珠

橋
(320)

ロクロナデ 黄灰
(小片) 波状文 N57

ロクロナデ 黄灰

包含層
洲

鉢

珠

橋
(304)

ロクロナデ 灰
(小片) 波状文、内面自然釉付着 N108

ロクロナデ、おろし目 灰

包含層
洲

鉢

珠

悟

ヨコナデ 黄灰
黒色粒

ヨコナデ 黄灰

包含層
醐

士笠

ヨコナデ 灰
粘土つなぎ目

ヨコナデ 灰

包含層 誡
碗

オリーブ黄
(小片) 底都釉剥ぎ部分あり

オリーブ蓑

SD8
磁器

染付皿

灰白、オリーブ灰
茶色粒わずかに混じる N76

灰白、オリーブ灰

SD6 瞬
碗

120
にぶい黄、黄褐

透明釉、赤色粒 N77
にぶい黄、黄褐

SD5 略
皿

灰白、灰黄、黒褐 釉、無釉部分に煤付着、

線画
N59

灰 自

SD5 船
鉢

オリーブ、淡黄
灰釉、砂目4か所 N58

オリーブ、淡黄

SD5
肥前系

鉢

赤灰、灰オリーブ
2/3

鉄釉・灰釉、刷毛目模様、

砂目3か所
N74

赤灰、灰オリーブ

SD5
一剛
鉢

越

橋
122

ロクロナデ 灰褐、にぶい橙
N82

ロクロナデ、おろし目 灰褐、にぶい橙

SD5
器

鉢

陶

播

灰 褐
7/12 N85

おろし目 灰褐

SD5
町器(灯明具|

棄燭

明黄褐、にぶい黄橙 灰釉、燈心立先に煤付着、脚

部無釉(にぶい黄橙色部分)

N60
明黄褐、にぶい黄橙

SD5
ガラス製品

かんざし

最大長

68
最大幅

11

最大厚

13
目雪置藍77g N88
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第10表 石製品観察表

番号 遺構 器種
最大長 最大幅 最大厚 重 量

石材 備考
測

号
実
番(cm) (cm) (cm) (宮 )

SB3 温 石 滑石
全面磨り面

転用砥石か

SB4 行 火 凝灰岩 A

S12 炉 石 凝灰岩

S14 炉 石 凝灰岩 煤付着 N43

S17 砥 石 凝灰岩 中砥石 N41

S18 行火 凝灰岩 煤付着 N9

S18 炉縁石 凝灰岩
ノミ調整、

煤付着
N12

S14
石臼

(上 自)

緑色凝灰岩

S18 行火 125 凝灰岩

S18 自然石 凝灰岩 煤付着 B

S18 自然石 1930 と875 凝灰岩 煤付着 C

S19
石臼

(上臼)

282 緑色凝灰岩

SEl 行 火 凝灰岩 煤付着 N35

SE3 打製石斧 火山礫凝灰岩

SE2 行火 凝灰岩 煤付着 N37

SE2 炉 石 285 152 凝灰岩

SE2 行火 凝灰岩 海綿骨片

SK5 砥 石 砂石 中砥石

SK6 砥 石 凝灰岩 中砥石

SK6 砥 石 泥岩 仕上げ砥石

SK14 行火 126 320 凝灰岩 N8

SK14 砥 石 凝灰岩 中砥石 Nll

SK16 行火 凝灰岩

SK16 打製石斧

SK16 打製石斧 21.4 996

SK16 磨石 480 タタキ J48

P3 行火 ? 凝灰岩 全面割れ

P4 砥石 10.8 370 凝灰岩 中砥石

P5 行火 ? 凝灰岩
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87 飲 1 行火 72 諄 1遷IID 70 瞬
砥酒 |こ 転用分

媒付着 J10咀

88 SXl 炉石 拗 る 170 l■4 1 2630 麟 J26

B9 SXl 砥 石 la3 つ0 留
一

1110 凝屎岩 申砥石 J13

90 SXl 槻 斧 1鮒 lD 錦 450 え雌 J99

91 SD2 硯 ―
 〔II       〔I 露 12瀾0 60 緻 着 N73

92 SD3 行火 ■S 鶴 蒟 108 期 者
1蜂付着
′ミ痕

'

N69

鶴 SD5 111!iラ
T= 銀 墟 鏑

一９ 揺 繭 l187

194 SD5 11lJt'1:F 一品 34

"

，
１
・

viEH 仕上げ砥石 N86

95 鍮 雇―
願 1転0 1翫1

“

965 凝灰岩 N109

96 社書層 磁 磁 弱 閉 104 凝灰岩 鰤 N34

97 包含層 随 鬱 !弱―
ω 300 瞬 中師 」89

98 包含層 鰯 &1 413 邪 1∞ | 凝灰岩 中続 J107

第11表 I銀製品観察表

99 S12 釘 00 盟 早 13る J28

100 SK6 釘 虚 駆 m 拗 解

一〇 SK6 釘 40 跡 10 鉛 J25

102 SK6 |||||||,,ヽ

ヽ

`ヨ

|,   

「
船 四 硝 155, J23

103 SXl 釘 塑 囀 聰 盤 F102

104 SD5 (鉄津) 術 as 聟 ∞n N62



第 7章 第26次 (平成18年度)調査

第 1節 発掘調査の経過

本発掘調査業務は、野々市市北西部土地区画整理地区内の野々市市道二日市・松任線工事に伴う事業

を調査原因とする。

平成18年 6月 15日 、野々市町は本開発予定地における埋蔵文化財発掘調査の実施計画書を野々市町北

西部土地区画整理組合 (以下、】ヒ西部組合と呼称する。)に提出し、その計画書に基づいて、野々市町と

北西部組合との間で委託契約を締結した。

現地調査は、6月 19日 の調査区設定より開始した。6月 26日 からは大型掘削機を使って遺構面までの

上砂を掘削する作業を実施し、 6月 29日 には完了した。掘削機による表土除去作業と併行して、6月 28

日からは、発掘作業員による人力作業が始まった。人力の作業内容は遺構精査や遺構掘削などで、これ

らの作業中に調査員は図面の記録を行った。9月 8日 には全ての遺構掘削が完了し、9月 11日 からは調

査区の清掃作業を開始し、9月 14日 には完了した。翌9月 15日 にラジコンヘリコプターによる空中写真

測量を実施して、10月 12日 は方形周溝墓の補足調査を実施して、現地調査作業は終了した。

第 2節 遺 構

調査区全体概観 (第 158図 )

当該調査区は 1～ 5区 に分かれる。ここではまず、第159。 169～171図に示したSBl、 SHl・ 2につい

て述べる。その他の遺構についてはその後述べていく。

SBl(第 159・ 169図 )

3区中央部南側に位置する掘立柱建物であり、後述のSHlと 位置を同じくする。遺構の規模は南北に

約4.Om、 東西に約2.5mで 面積は約10.Omで ある。ピットの深さは約20～60cmで ある。

SHl(第 159。 170図 )

3区西部に位置する方形周溝墓であり、周溝部のみ残存している。遺構全体の規模は南北に約15m、 東

西に約17mで面積は255∬である。また、滞の内側部分の面積は100ど を測る。次に、当該周溝墓を形成

する溝について個別に見ていく。

SDl(第 159。 170図 )

SHlを構成する4辺の溝のうち東側の溝である。遺構の規模は南北に約7.5m、 東西に約3.6mで深さは

約10cmである。覆土は褐色系の粘質上が主体である。

SD2(第 159。 170図 )

SHlを構成する4辺の溝のうち北側の溝である。遺構の規模は南北に約3.Om、 東西に約8.5mで深さは

約10cmである。覆土は黒色系の粘質土が主体である。

SD3(第 159・ 170図 )

SHlを構成する4辺の溝のうち西側の溝である。遺構の規模は南北に約8.Om、 東西に約3.Omで深さは

約20cmである。覆土は淡褐色粘質上が主体である。

SD4(第 159。 170図 )

SHlを構成する4辺の溝のうち南側の溝である。遺構の規模は南北に約2.7m、 東西に約7.Omで ある。

また、周溝墓に関しては切れ日のない溝が廻るのが通常であるが、当該遺構および後述のSH21こ 関し

ては、四隅がつながらない形状を取っている。
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SH2(第 159。 171図 )

3区西部に位置する方形周溝墓であり、先述のSHlの南西側に位置する。遺構全体の規模は北東 ―南

西方向に5.5m、 北西一南東方向に5.Omで面積は27.5だ である。また、溝の内側部分の面積は16.4∬ を測る。

次に、当該周溝墓を形成する土坑と溝について個別に見ていく。

SKl(第 159。 171図 )

SH2の 中央に位置する遺構で、木棺を納めた土坑であると思われる。遺構の規模は南北に約2.Om、 東

西に約0,9mで深さは約15cmで ある。覆土は灰色系の粘質土が主体である。

SD5(第 159'171図 )

SHlを構成する4辺の溝のうち北西側の溝で、遺構の規模は南北に約2.lm、 東西に約0.5mで ある。

SD6(第 159・ 171図 )

SHlを構成する4辺の溝のうち北東側の溝で、遺構の規模は南北に約2.5m、 東西に約0,4mで ある。

SD7(第 159。 171図 )

SHlを構成する4辺の溝のうち南東側の溝で、遺構の規模は南北に約2.7m、 東西に約0.6mで深さは約

20cmである。覆土は褐色系の粘質上が主体である。

SD8(第 159。 171図 )

SHlを構成する4辺の溝のうち南西側の溝で、遺構の規模は南北に約2.2m、 東西に約0.8mで ある。覆

土は褐色系の粘質土が主体である。

SK2(第 159図 )

3区北東部に位置する土坑で、先述のSHlの北東側に位置する。遺構の規模は南北に約3.3m、 東西に

約3.Omで ある。

SK3(第 160図 )

5区北東部に位置する土坑で遺構の規模は南北に約2.6m、 東西に約1,9mである。

SK4(第 160図 )

4区北東部に位置する土坑で遺構の規模は南北に約3.2m、 東西に約2.Omで ある。

SXl(第 158図 )

1区北部壁際に位置する不定形遺構で、後述のSD12の北側に位置する。SD12と 切 り合い関係があり、

SXlの 方がSD12に比べて新しい。三角形を呈 し、遺構の規模は最長部で約9,3m、 東西に約4.5mで ある。

SX2(第 158図 )

1区南都壁際に位置する不定形遺構で、先述のSXlの南側に位置する。遺構の規模は南北約6.Om、 東

西に約1.4mである。

SX3(第 158図 )

1区東部壁際に位置する不定形遺構で、先述のSXlの東側に位置する。遺構の規模は南北約7.5m、 東

西に約1.8mである。

SX4(第 159図 )

3区西部壁際に位置する不定形遺構で、調査区をまたいで先述のSX3の東側に位置する。遺構の規模

は南北約13.5m、 東西に約4.5mで ある。

SX5(第 159図 )

3区北西部壁際に位置する不定形遺構で、先述のSX4の北東側に位置する。遺構の規模は南北約5,Om、

東西に約5,Omで ある。

SX6(第 159図 )

3区北東部壁際に位置する不定形遺構で、先述のSX5の東側に位置する。遺構の規模は南北約5.5m、 東

西に約6.8mで ある。
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SX7(第 159図 )

3区北東部壁際に位置する不定形遺構で、先述のSX6の東側に位置する。遺構の規模は南北約5.5m、 東

西に約4.Omである。

SX8(第 160図 )

5区西部壁際に位置する不定形遺構である。遺構の規模は南北約3.4m、 東西に約2.Omである。

SX9(第 160図 )

5区東部壁際に位置する不定形遺構である。遺構の規模は南北約2.8m、 東西に約1.5mで ある。

SD9(第 158図 )

2区北西部に位置する遺構である。遺構の規模は最長部で約6.8m、 幅は約0.5mを 測る。方位は東西方

向にほぼ水平である。

SD10(第 158図 )

2区東部に位置する遺構である。遺構の規模は最長部で約4.7m、 幅は約0.8mを測る。方位は南北方向

にほぼ水平である。

SDll(第 158図 )

2区北西部に位置する遺構である。遺構の規模は最長部で約5.7m、 幅は約0.5mを測る。方位は東西方

向にほぼ水平である。

SD12(第 158図 )

1区中央部に位置する遺構であり、先述のSXlの 南側に位置する。遺構の規模は最長部で約5.8m、 幅

は約1,Omを測る。方位は南北方向にほぼ水平である。

SD13(第 158図 )

1区北東部壁際に位置する遺構であり、先述のSX3の北側に位置する。遺構の規模は最長部で約3.Om、

幅は約0.4mを 測る。方位は南北方向にほぼ水平である。

SD14(第 159図 )

3区西部に位置する遺構であり、先述のSH2の北側に位置する。アルファベットのL字のように折れ

曲がっている形状を呈する。遺構の規模は最長部で約20.Om、 幅は約0.3mを測る。

SD15(第 159図 )

3区東部に位置する遺構であり、先述のSHlの東側に位置する。遺構の規模は最長部で約10.Om、 幅は

約0.3mを 測る。方位の南北を 0° としたとき西に約80° 振れる。

SD16(第 159図 )

3区東部に位置する遺構であり、先述のSD15の北側に位置する。遺構の規模は最長部で約19.Om、 幅

は約0,8mを 測る。方位の南北を 0° としたとき西に約80° 振れる。

SD17(第 159図 )

3区東部に位置する遺構であ り、先述のSD15・ 16と ほぼ直交 している。遺構の規模 は最長部で約

8.3m、 幅は約0.5mを測る。方位は南北方向にほぼ水平である。

SD18(第 159図 )

3区東部に位置する遺構であ り、先述のSD15～ 17の北東側に位置する。遺構の規模 は最長部で約

10.Om、 幅は約0,3mを測る。方位の南北を 0° としたとき西に約85° 振れる。

Pl(第 159図 )

3区中央部西側に位置するピットで、前述のSHl内 に位置する。直径約70cmを 測る。

P2(第 159図 )

3区中央部西側に位置するピットで、前述のPlの南側に位置する。長軸約140cm、 短軸90cmの楕円形

を呈する。
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第 3節 遺 物

1～32は 弥生時代後期後半を主体とする土器で、ほとんどが方形周溝墓の溝から出たものである。33

～38は 中世土器・陶磁器で、第 6次、第12次、第20次に比べて数量は少ない。39～97は近世土器・陶磁

器、98～ 101は土製品である。105～117は石製品で、砥石の出土量が目立つ。
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第 167図 航空測量図7(S=1/120)
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第12表 出土土器・陶磁器観察表

番号 遺構 器種
口径 器高 底径 調整 (外 ) 色調 (外)

残存率 備考
測

号

実

番(cm) (cm) (clll) 調整 (内 ) 色調 (内 )

1 SD3 雄
甕

ヨコナデ 橙
(小片) キザミ

ヨコナデ にぶい黄褐

2 SDl 肥
甕

ヨヨナデ 浅黄橙

ヨコナデ、ケズリ 浅黄橙

3 SDl 腔
壷

ナデ、ミガキ にぶい黄褐
底部完形 赤彩

ナ デ にぶい黄褐

4 SDl
生

台

弥

器

顕部

42
ナデ、ミガキ、ハケ にぶい黄褐

ナ デ にぶい黄褐

5 SDl
生

台

弥

器
瑯
聟

ナ デ にぶい橙 透かし孔2か所 ×3、

黒色粒、赤色酸化粒ミガキ にぶい黄褐

6 SDl
生

杯

弥

高

ナデ、ミガキ 浅責橙
5/36

ヨコナデ 浅黄橙

7 SDl
生

杯

弥

高

ヨコナデ、ミガキ にぶい褐
穿孔3か所

ヨコナデ にぶい黄褐

8 SD2 継
甕

128
ミガキ 明赤褐

赤彩 N44
ミガキ 明赤掲

9 SD2
弥生

高杯
(178)

ミガキ にぶい橙
内面煤付着 N45

ナ デ 灰黄褐

SD2 推
鉢

ヨコナデ 淡黄

ヨコナデ 淡黄

SD3
腔

士空
(136)

頸部

(11,0)

明赤褐 口縁1/12

頚部1/3
N43

明赤褐、にぶい橙

SD3
生

杯

弥

高

ナ デ にぶい橙
赤色酸化粒 N41

ナ デ にぶい橙

SD3
生

杯

弥

高

にぶい黄橙、明褐
N42

にぶい黄橙

SD4 腔
甕

ヨコナデ にぶい黄橙
赤色・黒色粒、海綿骨片

ヨコナデ、ケズ リ 明赤褐

SD4 健
甕

ヨコナデ にぶい黄橙
赤色・黒色粒

ヨコナデ 灰黄褐

SD4 雅
奏

ヨコナデ にぶい黄橙
黒色粒

ヨコナデ にぶい黄橙、にぶい赤褐

SD4 継
甕

ヨコナデ にぶい橙
5/36 黒色粒

ヨコナデ にぶい橙

SD4 腔
奏

ヨヨナデ、ハケ にぶい黄橙
黒色 。赤色粒

ヨコナデ、ケズリ にぶい黄橙

SD4 腔
奏

(170)
にぶい褐

N39
にぶい黄橙

SD4 腔
奏

202
ヨコナデ 橙

黒色粒
ヨヨナデ にぶい黄橙

SD4 腔
奏

ナ デ 灰黄褐 赤色粧、

日縁部ランダムな波状ヨコナデ にぶい責橙

SD4
生

部

弥

底

ナデ、ケズリ にぶい黄橙
赤色酸化粒、外面煤付着

ナ デ にぶい黄橙

SD4
弥生

小型土器

ナデ、ミガキ にぶい橙
完形 黒色・赤色粒

ナデ、ミガキ、ケズリ にぶい橙

SD4
健

・空

体部

(122)

にぶい責橙、橙
(小片) N34

褐灰

SD4
生

杯

弥

高

ナ デ にぶい橙
(小片)

ナ デ にぶい橙

SD4
生

杯

弥

高

ハケ、ナデ にぶい橙
煤付着

ハケ、ナデ 灰黄褐

SD4
生

杯

弥

高

灰黄褐
N33

灰黄褐

SD4
生

杯

弥

高

ナデ、ミガキ 淡橙
7/36 黒色・赤色粒

ナデ 淡黄

SD4
生

杯

弥

高

ヨコナデ、ミガキ 橙
赤色酸化粒、海綿骨片

ナ デ 橙
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番号 遺構 器種
口径 器 高 底径 調整 (外 ) 色調 (外 )

残存率 備考
測

号

実

番(cnI) (cm) (cm) 調整 (内 ) 色調 (内 )

SD4
弥生

高杯

ヨコナデ、ナデ にぶい黄橙
(小片) 黒色 。赤色粒

ヨコナデ、ナデ にぶい黄橙

SD4
生

杯

弥

高
(320)

橙、にぶい橙
内面焦げ跡 N40

ミガキ 橙、にぶい橙、褐灰

SD4
生

杯

弥

高

ヨコナデ 橙

ヨコナデ にぶい橙

SXl 餓
皿

灰 白
(小片) 透明釉

灰 白

SX9 誡
碗

オリーブ灰
(小片) 黒色粒 N74

オリーブ灰

SD22
洲

鉢

珠

橋
127

ナデ、ハケ 浅黄
1/3 焼成甘い

ナデ、ハケ 浅黄

SD19 醜
皿

灰 白
N68

灰 白

SD16
土師器

皿

ナ デ オリーブ黒

ナ デ にぶい黄色

包含層
膿
奏

(190)
灰黄、暗灰黄

1/1ヽ 片) 自然釉 N7
灰オリーブ

SK3 朧
碗

灰白、にぶい黄橙
蛇の目釉剥ぎ N76

灰 白

SK3
肥前磁器

染付皿
137

灰白、青灰、緑灰 蛇の目釉剥ぎ、

接地面釉剥ぎ、波佐見
N75

灰白、青灰、緑灰

SK3
器

口

陶

猪

灰黄、灰自 ザ氏吉呂7/12

口縁1/6

透明釉、底部無釉 (無釉

部灰黄)、 墨書 (施 )

N86
灰黄、灰白

SK2
肥前陶器

染付小杯

灰白、明青灰
17/18 透明釉、1650年 代 N92

灰白、明青灰

肥前陶器

奏

灰 赤
5/12

格子ロタタキ、

16世紀末～17世紀初
N48

灰 赤

SD23
肥前陶器

碗

灰白、暗青灰 接地面釉剥ぎ、

17世紀末～18世紀後半
N88

灰白、暗青灰

SD23
肥前磁器

染付小杯

灰白、群青
5/6 透明釉、接地面釉剥ぎ N72

灰白、群青

SD23
肥前磁器 灰白、群青灰

1/4
透明釉、蛇の目釉剥ぎ、

接地面釉剥ぎ
N71

染付皿 灰白、群青灰

SD23
肥前陶器

鉢
202

黒褐・にぶい橙
2/3

施釉、胎土目、底部露胎、

1650年 代 ?
J102

黒褐・にぶい橙

SD19 泥面子 酷
％

厚

０
・
８

重
娩

橙
完形 N87

橙

SD19 鰤
甕

298
ヨコナデ、ナデ 灰褐、明赤灰

底部完形
ヨヨナデ、ナデ 灰褐、明赤灰

SD19
肥前陶器

空

オリーブ黄
5/9 灰釉、鋼緑釉、胎土 目

にぶい責

SD19
肥前陶器

片口鉢
2■ 2

オリーブ黄、浅責
完形 灰釉、底部露胎、胎土目

オリーブ黄、浅責

SD19
肥前陶器

鉢

オリーブ黄、灰白
灰釉、底部露胎 」102

オリーブ黄、灰白

SD19
器

須

陶

急

灰 白
完形 灰釉、底部露胎

灰 白

SD19
土師質

火鉢

ヨヨナデ 明黄褐
5/9

ヨコナデ にぶい橙

SD19 陶器

SD20
陶器

灯明皿

浅黄橙
灰釉、胎土目

SD20
九谷磁器

仏飯器

灰白、明赤褐
底部完形 赤絵

灰白、明赤褐

SD19 船
皿

浅黄、灰白
鉄釉、黒色粒

浅黄、灰白

SD17
中国染付

皿

明緑灰
1/12

明緑灰
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番号 遺構 器種
口径 器高 底径 調整(外) 色調 (外 )

残存率 備考
実測

番号(cm) (clll) (cm) 調整 (内 ) 色調 (内 )

SD13
肥前磁器

椀

灰 白
(小片) 透明釉

灰 白

SX2 略
椀

灰オリーブ
鋼緑釉、接地面釉711ぎ

オリーブ黄

SX2
把前陶器

皿

浅 黄
7/12

黒色・赤色粒、

蛇の目釉剥ぎ、底部露胎にぶい責橙

SX7
lB前 陶器

奏

灰 白
1/2 鉄釉

灰 白

SX6 麟
皿

灰 自
2/3 透明釉、接地面馳剥ぎ

灰 白

SX5 畷
鉢

暗オリーブ
灰釉、胎土日、底面露胎

暗オリーブ

SX4 略
瓶

オリーブ褐 完形

(注目1/2欠損)

灰釉、口縁部露胎 心子89
ロクロナデ、ケズリ オリーブ褐

SX5
lE前磁器 灰白、青

底部完形 透明釉
染付鉢 灰白、青

SD12 船
椀

浅黄、灰オリーブ 灰釉、京焼風、

黒・赤色粒浅黄、灰オリーブ

包含層
肥前陶器

皿

灰黄、灰白
銅緑釉、灰釉、黒色粒 N2

灰 白

包含層
一削 陶器

皿

にぶい責、浅黄 口縁1/4

底部3/5
灰釉、蛇の目釉剥ぎ N3

灰黄、浅黄

包含層
肥前磁器

染付皿

灰白、明青灰 口縁1/7

底部1/4
透明釉、接地面釉剥ぎ N91

灰白、明青灰

包含層 畷
皿

268
灰オリーブ、浅黄橙

灰釉、底部露胎 N93
灰オリーブ、浅黄橙

包含層
染付陶器

合子蓋

灰 白
完形 透明釉

灰 白

包含層
畷

士空
(174)

灰黄、暗灰黄
N5

灰黄褐

包含層
肥前陶器

橋鉢
324

おろし目 黒、にぶい橙
完形 16204Fイ t?

黒、にぶい橙

包含層
肥前磁器

徳利

灰、明青灰
透明釉、18世紀以降 N90

灰、明青灰

包含層
磁器

飯事道具

灰 白
黒色・茶色粒 N4

灰 白

染付磁器

椀
111

灰 白
完形

灰 白

染付磁器

椀

灰 白
完形 透明釉、接地面釉剥ぎ

灰 白

麟
椀

明緑灰、暗赤、黄、青、緑
透明釉、内面朱色の模様、

接地面釉剥ぎ
N106

麟
皿

灰白、青灰、暗青灰
完 形

透明釉、胎土目、

底面釉剥ぎ、黒・茶色粒
N104

灰白、青灰、暗青灰

瞬
皿

灰白、青 透明釉、蛇の目釉剥ぎ、

接地面釉剥ぎ
N105

灰白、青

朧
皿

灰白、灰、オリーブ黒 蛇の目釉剥ぎ、

接地面釉剥ぎ
Nl18

灰 白、灰、オリーブ黒

瞬
皿

灰 白
底部完形 透明釉 」127

灰 白

磁器

餌猪口

灰 白
完形 透明釉、底面刑剥ぎ

灰 自

器

口

磁

猪

灰 白
完形 透明釉、白菊(文字色赤)

灰 白

器

利

磁

徳

灰 白
完形 透明釉

灰 白

略
椀

灰オリーブ
透明釉、接地面釉剥ぎ N108

灰オリーブ

略
椀

にぶい黄橙、黒褐
5/6 鉄釉、白泥釉、底部露胎 N121

にぶい黄橙、黒褐
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90 瞬
擁

知 m 単
灰オリ‐ブ(― に澪ぃ黄橙

完形 反釉、1底部露胎 N109
灰オ,‐

―
プtにぶい黄種

91 隣
蓋

198 盟 謡
仄オリープ、尿

3/9 尿釉、白泥釉、館 都繁胎 Nl17
購 ゝ麟

92 瞬
蓋

躙 略 鏑
ロタロチ

ー
デ 黒褐、晴褐

5/6 i焼繍、i藤翻 Nl16
ロクロ,デ 輯

98 鶴
蓋

銘 銘 隠
灰 自

餅 透明紬 Nl19
尿 自

94
降器

羹付皿,

10お W 〔〕   ,0.

ケズ 1) 灰黄、灰オリーブ
1/41 1醐 Nl10

購 、灰オリープ

95
陶群

」   I止

―
122 解 m

ケズリ 反白ャ浅費
5/121

反絋 踏圭目t外面露胎
N107

灰自,浅黄 翻

96 隣蟻
1軽 1齋 V

にぶい橙 HB4/9
AS13/1B

期 、

齢 内外面麟
Nl15

にぶい橙

瓦質土器
畷 邪 lCL4

ナデ 灰黄、責灰
1/3 火消暁款赤色粒 Nl整

蓋 浅資、1灰黄

第B表 土製品観察表

98 勘 α5 103 17&9 表神 Nl.ll

99 土入形 醇

"
靴 9 潮 Nl12

100 1晦製面子 好 鶉 1lS
灰茸り‐プ、

魔黄
97L N120

101 土師質泥面子 49 駆 触 ユ Nl13
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第14表 石製品観察表

番号 遺構 器種
最大長 最大幅 最大厚 重量

石 材 備  考
測

号

実

番(cm) (cm) (cm) (宣 )

火鉢

(石臼 ?)
煤付着

炉石 (180) (150) 26700 凝灰岩

砥石 (15.2) (137) 2580,0 凝灰岩

炉石 (151) 凝灰岩

炉 石 (178) (130) 18800 凝灰岩 J136

Pl 管 玉 N47

111 SD19 砥石 砂岩

SD19 砥石 粘板岩 硯の転用

SD19 砥 石 (6.6) 凝灰岩 中砥石

SD19 砥石 108 3250 凝灰岩 中砥石

SD19 棒状製品 蛇紋岩

SD14 行火 凝灰岩 N46

包含層 行火 凝灰岩 Nl

包含層 砥石 泥 岩 仕上げ砥石 N6

包含層 砥石 凝灰岩 中砥石

第 15表 金属製品 。銭貨観察表

番号 遺構 器種
最大長 最大幅 最大厚 重量

備 考
測

号

実

番(cm) (clll) (cm) (g)

銅製品

蝶番
(6.7)

口山製

釘

鉄
J132

銅製品

不明
(5.5) (42) 37.5 J129

SX8 棒状製品 N73

SXl 釘 11

包含層 釘 (1.1)

SD22
鉄津

(椀形か)

SD23 煙管雁首 11 SD23

SD23 銭 17 寛永通宝 N69
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第 8章 総 括

(弥生時代〉

第6次調査区中央を南北に流れる鞍部となるSD5か ら大量の弥生土器が出土した。当該時期には、自

然河道として流水していたと思われ、上流域には集落跡が存在したことが想定できる。第26次調査区

SHlと SH2は弥生時代後期後半の方形周溝墓である。この周溝墓より西方約300mに は弥生期の集落遺跡

である二日市イシバチ遺跡が存在する。二日市イシバチ遺跡の集落跡には、当該時期の大型竪穴建物や

布掘建物を確認していることから、今回発見した方形周溝墓はこの集落の統治者の墓の可能性がある。

(古代〉

第6次調査区南西側で古代竪穴建物 1棟を検出した。本遺構を含む周辺一帯が集落域であったと思わ

れるが、発見した竪穴建物の西側は調査区外となるため詳細はわからない。

(中世〉

第12次調査区の東西溝SDl・ 2と 、第20次調査区の東西溝SD3～5の 間に掘立柱建物・竪穴状遺構・井

戸・土坑などの遺構が集中することが分かり、この両溝の中が集落域にあたる。第 6次調査区の西端部

でも井戸や竪穴状遺構が密集している所があり、この箇所が集落の東限となる。集落の西限は第20次調

査区よりさらに西方に延びるため不明である。集落域は南北が約30m、 東西が80m以上である。集落内は

各遺構が錯綜しており、複数回の改修・改築・造成を繰り返していたようであるが、掘立柱建物や井戸

などは同じ場所で造り替えをしていることから、集落内での施設の配置は決まっていたようである。時

期は14世紀後半～15世紀を主体とする。

(近世〉

第26次調査区の北側は現在の二日市の集落があり、この集落は近世以降に成立したと考えられる。第

26次調査区SD19は近世後半の時期で釣型をしていることから、宅地を区画するための溝と想定される。
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写
真
図
版
１
（第
１
次
）

調査区全景 (上空から)

1区全景 (西から)

2区全景 (西から)

3区全景 (東から)
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調査

所収遺跡名 種 別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

三日市A遺跡

1次調査
弥生 溝、土坑 弥生土器、打製石斧、凹石

三日市A遺跡

6次調査
集落

弥生

古代、中世

竪穴建物、掘立柱建物、

井戸、竪穴状遺構、溝、

土坑

縄文土器、弥生土器、古代土師器、

恵器、中世土器、珠洲焼、織部焼、

製石斧、炉縁石、行火、砥石

須

打

三日市A遺跡

12次調査
集落 中世

掘立柱建物、井戸、竪穴

状遺構、溝、土坑

弥生土器、土師器皿、瀬戸焼、珠洲焼

青磁、炉縁石、砥石、銅銭

三日市A遺跡

20次調査
集落 中世

掘立柱建物、井戸、竪穴

状遺構、溝、土坑

中世土器、瀬戸焼、珠洲焼、打製石斧

温石、石臼、炉縁石、行火、砥石

三日市A遺跡

26次調査

落

墓

集

墳
弥生

中世、近世

方形周溝墓、布掘建物、

溝

弥生土器、青磁、珠洲焼、近世陶磁器

泥人形、炉縁石、砥石、キセル

要 約

1次調査区は、三日市A遺跡の北西恨1の縁辺部にあたり、遺構・遺物共に希薄であった。

6次調査区では、中央に南北に走る大きな鞍部が見つかった。中から弥生土器が多 く出土しており、

上流域に集落が存在していることを示唆する。また、調査区南西側には古代竪穴建物を 1棟確認して

おり、周辺に集落が所在していたようである。
6次調査区西端から、12次調査区、20次調査区にかけては、中世集落が存在する。溝で区画された中

に掘立柱建物、井戸、土坑などが錯綜しており、当該地内でこれらの遺構は建替え、掘 り直しを繰り

返していたことを示す。
26次調査区では、弥生時代後期の方形周溝墓 2基を確認した。本調査区より西方約300mに は当該時

期の集落跡が存在する三日市イシバチ遺跡がある。二日市イシバチ遺跡で確認した集落跡には大型の

竪穴建物や布掘建物が存在していることから、本調査区の方形周溝墓の被葬者はこの集落を営んだ者
と想定される。
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